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『
九
州

き
ゅ
う
し
ゅ
う

与よ

次じ

兵
衛
灘

べ

い

が

せ

と

』
（
き
ゅ
う
し
ゅ
う
よ
じ
べ
い
が
せ
と
） 

角
書
「
朝
鮮
細
見
」
。
明
和
八
年
（
一
七
七
一
）
正
月
二
十
三
日 

 

竹
本
三
郎
兵
衛
・
中
邑
阿
契
作 

豊
竹
座 

近
松
門
左
衛
門
作
、
享
保
四
年
（
一
七
一
九
）
上
演
の
『
本
朝
三
国
志
』
の
改
作 

 

※
底
本
に
従
っ
て
表
記
や
改
行
を
行
っ
た
。
文
字
譜
は
、
と
く
に
必
要
と
思
わ
れ
る
も
の
以
外
に
省
略
し
た
。 

底
本
：
早
稲
田
大
学
坪
内
博
士
記
念
演
劇
博
物
館
（
ニ10-00313 

） 
https://archive.w

aseda.jp/archive/im
age-view

er.htm
l?arg={%

22subD
B

_id%
22:%

2277%
22,%

22det
ail_page_id%

22:%
221;4807%

22,%
22im

age_no%
22:%

221%
22,%

22kind%
22:%

220%
22}&

lang=jp 
 

※
二10-313

、95

丁
（
飛
丁83

～88
 

実
丁89

丁
） 

 

（
１
オ
） 

朝
鮮
細
見 

 

九
州
与
次
兵
衛
灘 

座
本
豊
竹
和
歌
三 

能
に
因
て
禄
を
授
功
に
因
て
官
を
與
ふ
則
ば
。
敢
て
索 

る
事
中
莫
ら
ん
と
は
管
仲
斉
王
に
喩
る
言
。
此
本
朝
に
雄 

飛
の
将
真
柴
肥
前
の
守
久
吉
。
猛
威
羊
鹿
を
駆
虎
の 

如
く
四
夷
八
蛮
も
伐
随
へ
既
に
干
戈
も
罭
れ
ば
。
受
禅
の
宮 

は
周
仁
親
王
後
陽
成
院
と
号
し
奉
り
。
百
継
八
つ
の
。 

宇
宙
ヲ
ロ
シ
治
り
靡
く
時
な
れ
や
。
早
青
陽
の
初
春 

（
１
ウ
） 

を
御
迎
へ
さ
せ
給
ひ
け
れ
ば
。
群
臣
の
諸
卿
佳
節
延
年
の
慶 

賀
を
奏
し
。
今
日
踏
歌
の
節
会
迚
南
殿
に
出
御
ま
し
ま
せ
ば
。
当 

今
の
御
傅
菊
咲
の
中
納
言
春
貞
卿
。
玉
座
の
左
に
咫
尺
を
連
ね 

常
さ
へ
花
の
九
重
に
。
猶
十
か
へ
り
の
松
の
色
。
千
代
に
八
千
代
を
寿
き
て
各
々
。 

拝
賀
を
な
し
に
け
り
。
中
納
言
笏
を
正
し
。
南
面
に
打
向
ひ
。
「
例
年
の
嘉
儀
と
し
て 

吉
野
の
国
栖
筑
紫
よ
り
腹
赤
の
奏
も
相
調
ひ
。
弥
御
代
を
祝
す
る 

為
踏
歌
の
役
人
舞
出
。
舞
踏
を
急
い
で
始
め
よ
」
と
。
官
人
を
以
て
召
る
れ
ば
。
は
つ
と 

（
２
オ
） 

調
も
所
か
ら
。
優
に
誮
し
き
鼓
の
音
打
連
。
出
る
万
歳
楽
。
素
襖
の
袖
に
舞
扇 

立
並
ん
で
ぞ
。
奏
け
る
。
徳
若
に
御
万
歳
と
。
君
も
栄
へ
ま
し
ま
す
。
先
正
月
の
始
り
は
。 

薺
太
郎
が
孫
ち
や
く
し
鹿
に
馬
鹿
に
出
立
て
。
二
月
は
如
月
。
八
幡
山
の
御
神
事 

お
神
楽
を
参
ら
そ
。
卯
月
の
末
の
花
笠
思
ひ
〱
の
玉
手
襷
。
つ
ぼ
に
入
て
。
田
を
植 

千
町
。
万
町
億
万
町
。
君
が
御
田
を
植
な
ら
べ
。
豊
年
の
印
は
。
八
束
穂
が
。
咲
た
。
〱
。
四
方
に
四
方 

の
蔵
を
建
。
楽
し
か
れ
共
。
祝
ふ
た
。
目
出
度
御
代
の
例
な
り
。「
よ
く
ぞ
〱
。
清
所
へ
参
つ
て 

一
献
給
て
休
息
せ
よ
」
と
。
仰
に
は
つ
と
両
人
が
平
伏
し
た
る
庭
の
面
。
「
真
柴
肥
前
守 

（
２
ウ
） 

久
吉
参
内
」
と
披
露
さ
せ
。
威
義
十
分
に
立
烏
帽
子
。
大
紋
の
袖
悠
々
と
陛
下
に
。 

す
さ
つ
て
。
一
揖
有
。「
今
日
の
嘉
節
当
今
御
受
禅
の
後
。
始
め
て
迎
へ
さ
せ
給
ふ
春
陽
の 

節
会
。
舞
踏
の
役
々
例
年
の
ご
と
く
相
勤
候
な
れ
ど
も
。
元
旦
よ
り
今
日
に
至
る
迄
。 

https://archive.waseda.jp/archive/image-viewer.html?arg=%7b%22subDB_id%22:%2277%22,%22detail_page_id%22:%221;4807%22,%22image_no%22:%221%22,%22kind%22:%220%22%7d&lang=jp
https://archive.waseda.jp/archive/image-viewer.html?arg=%7b%22subDB_id%22:%2277%22,%22detail_page_id%22:%221;4807%22,%22image_no%22:%221%22,%22kind%22:%220%22%7d&lang=jp


 2 

久
吉
が
手
の
者
に
申
付
。
禁
庭
の
御
守
護
と
し
て
斯
の
通
り
。
此
両
人
も
某
が
郎
等
。 

岸
田
勘
解
由
。
今
一
人
は
九
戸
大
炊
と
申
者
。
踏
歌
に
事
寄
警
衛
の
為
。
参
内
致
さ
せ
候
」
と 

言
上
給
葉
中
納
言
。
叡
慮
伺
ひ
奉
り
。
「
今
に
始
め
ぬ
久
吉
の
忠
勤
。
君
も
甚
叡
感 

ま
し
ま
し
。
足
下
の
勤
功
偏
に
。
賞
せ
す
ん
ば
有
べ
か
ら
ず
。
別
し
て
先
帝
太
上
天
皇
よ
り
。
勅
諚 

（
３
オ
） 

の
趣
謹
で
能
聞
れ
よ
。
四
海
一
統
に
治
り
た
る
御
感
の
余
り
。
官
位
昇
進
を
勧
め
。 

君
の
御
後
見
た
る
べ
し
と
の
院
宣
。
氏
は
即
高
冨
と
改
め
。
大
領
の
位
に
叙
せ
ら
る
間
。
今 

日
よ
り
昇
殿
し
君
を
補
佐
し
。
万
機
の
政
を
執
行
ひ
。
政
務
を
沙
汰
す
る
大
領
久
吉
。 

玉
座
に
咫
尺
候
へ
」
と
。
春
貞
卿
は
座
を
立
て
進
る
詞
謙
虚
に
。
辞
す
る
色
な
ら
。
し
づ 

〱
と
上
る
階
い
や
高
き
け
ふ
よ
り
雲
の
上
人
に
。
備
は
る
高
冨
大
領
と
て
。
殿
上
人
の 

一
の
座
に
。
威
有
て
猛
き
其
粧
ひ
。
陛
下
に
控
へ
し
岸
田
勘
解
由
。
九
戸
大
炊
も
詞
を
揃
へ
。 

お
め
で
た
や
と
ぞ
祝
し
け
る
。
春
貞
卿
取
敢
ず
兼
て
用
意
の
白
台
を
。
久
吉
の
前
に
押
直
し
。 

（
３
ウ
） 

「
是
こ
そ
。
大
領
の
冠
装
束
。
御
笏
迄
相
添
ら
れ
。
恩
賜
給
は
る
引
出
の
品
三
つ
の
数
は 

智
仁
勇
。
三
徳
に
準
へ
て
政
務
を
預
け
思
し
召
。
賜
也
」
と
の
給
へ
ば
。
謹
で
手
を
つ
か
へ
。「
身
不 

肖
の
久
吉
。
君
命
を
蒙
り
。
四
海
太
平
に
治
め
し
も
。
全
く
君
の
御
仁
徳
の
な
す
所
。 

其
恩
賞
の
御
賜
。
只
今
よ
り
執
柄
の
職
に
進
し
身
の
誉
。
此
上
や
候
べ
き
。
随
が
つ
て 

執
奏
の
趣
。
余
の
義
な
ら
ず
。
前
代
足
利
累
代
よ
り
約
諾
有
し
新
羅
百
済
高
麗 

よ
り
。
日
本
の
貢
怠
る
条
。
甚
以
て
狼
藉
た
り
。
万
機
政
道
関
白
。
某
其
侭
差 

置
ん
も
謂
な
し
。
多
年
久
吉
が
胸
中
に
。
思
ふ
子
細
候
へ
ば
。
人
数
を
以
て
彼
地
に
渡
し
征
伐
の 

（
４
オ
） 

心
ざ
し
。
此
上
は
時
日
を
移
さ
ず
催
さ
ん
。
ヤ
ヤ
〱
九
戸
の
大
炊
。
汝
は
渡
海
の
船
用
意
四
国 

九
国
に
触
流
し
。
い
づ
み
の
浦
迄
召
寄
よ
。
船
手
万
事
は
汝
が
支
配
心
へ
た
る
か
。
岸
田
勘 

解
由
は
兼
て
の
通
り
。
北
野
の
森
の
大
茶
の
湯
日
限
は
明
々
後
日
。
表
札
を
立
触 

知
せ
よ
。
此
年
月
国
々
の
諸
侯
の
軍
功
士
卒
の
労
を
慰
せ
ん
が
為
。
一
つ
に
は
又
民
百
性
。 

御
代
万
歳
の
炳
然
を
都
鄙
遠
近
し
ら
し
め
て
。
安
堵
の
思
ひ
是
第
一
。
先
今
日
の 

御
節
会
。
君
が
恵
の
御
賜
手
づ
か
ら
戴
く
三
徳
の
。
名
も
高
冨
の
久
吉
公
。
誉
は
大
領
大
鵬 

の
雲
井
に
羽
を
伸
両
翅
。
文
武
を
兼
し
名
将
に
果
実
備
は
る
。
大
内
山
長
閑
き
春
こ
そ
。【
三
重
】
久
し
け
れ 

（
４
ウ
） 

草
も
木
も
。
靡
く
時
代
に
。
大
茶
の
湯
都
鄙
の
好
者
が
持
運
び
。
爰
に
北
野
の
松 

か
げ
に
。
茶
店
は
軽
き
萱
蘆
葺
。
柴
の
垣
縄
の
扉
竹
の
。
笹
葺
苫
を
あ
ら
み
。
大
将
の
仮 

家
に
は
北
の
御
方
夕
柳
御
前
。
詫
た
藁
葺
風
雅
の
軒
。
立
な
ら
ん
で
岸
田
勘
解
由
。
麁
茶 

一
服
と
差
上
れ
ば
。
大
将
御
機
嫌
斜
な
ら
ず
。
都
茶
は
禅
学
よ
り
出
。
心
を
世
外
の
閑
境
に
遊 

ば
し
め
。
維
摩
が
方
丈
に
准
へ
。
囲
ひ
を
四
畳
半
に
か
ま
ゆ
と
い
へ
ど
も
是
は
格
別
。
遠
参 

触
知
せ
し
所
に
。
我
思
ふ
心
の
ご
と
く
今
日
の
壮
観
。
年
来
の
積
欝
一
時
に
散
ず
る
嬉
し
さ
」 

と
。
一
入
興
に
入
給
ふ
。
北
の
御
方
会
釈
有
。「
イ
ヤ
の
ふ
何
よ
り
角
よ
り
今
日
の
天
気
と
申
。
御
大
望 

(

５
オ) 

な
る
御
催
し
お
心
に
叶
ふ
段
。
此
上
も
な
ふ
存
じ
ま
す
そ
れ
に
付
。
申
出
す
も
気
の
毒
な
が
ら
あ 

な
た
の
お
胤
を
懐
胎
有
し
糸
萩
殿
。
三
浦
常
陸
之
助
へ
お
預
な
さ
れ
て
よ
り
。
都
を
出
て
何 

国
共
。
斯
申
自
血
を
分
し
子
迚
は
な
し
。
お
家
の
為
に
は
大
切
な
お
胤
。
ど
ふ
ぞ
行
衛
を
お
尋
有 
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て
。
お
傍
近
ふ
召
る
ゝ
様
の
お
願
ひ
。
偏
に
頼
上
ま
す
」
と
機
嫌
を
は
か
る
柳
訴
詔
。
久
吉
公
不
興 

顔
「
扨
々
同
し
事
を
又
願
ひ
か
。
不
忠
の
常
陸
之
助
わ
れ
達
が
構
ふ
事
で
な
し
。
此
後
ふ
つ
〱 

訴
詔
は
無
用
。
聞
耳
な
い
」
と
只
一
口
に
尖
な
る
。
日
頃
の
気
質
に
北
の
方
重
て
詞
は
な
か
り
け
る
。 

折
し
も
傍
の
仮
家
よ
り
加
藤
虎
之
助
正
清
。
御
前
に
手
を
つ
か
へ
。
「
今
日
の
御
催
し
甚
入
興
と 

（
５
ウ
） 

存
の
外
。
常
陸
之
助
が
不
忠
の
御
沙
汰
ア
ヽ
御
遊
覧
の
妨
。
御
機
嫌
直
し
に
夫
〱
」
と
。
差
図 

を
相
図
に
立
出
る
。
曽
呂
利
は
異
儀
を
改
め
て
巾
紗
に
茶
碗
目
八
分
。
し
づ
〱
御
前
に
奉
れ 

ば
。
「
ヲ
ヽ

ふ
く
加
減
と
い
ひ
手
前
と
い
ひ
。
遖
曽
呂
利
出
か
し
た
」
と
。
仰
に
は
つ
と
つ
か
へ
。
「
ハ
ア
有 

難
い
お
詞
。
兼
て
お
咄
聞
ま
し
た
三
韓
責
の
御
門
出
。
大
唐
米
を
こ
な
微
塵
調
合
は
山
椒
の 

粉
。
か
ら
り
と
煎
た
は
唐
入
を
祝
す
る
心
。
茶
碗
迄
念
入
て
高
麗
焼
で
ご
ざ
り
ま
す
」
と
。
己
が
機 

転
に
弁
舌
も
君
が
心
を
汲
茶
杓
。
木
な
り
の
曽
呂
利
が
軽
口
に
。
久
吉
首
祝
尾
の
御
粧
ひ
。
「
ホ
ヽ 

今
に
始
め
ぬ
曽
呂
利
が
利
発
出
か
し
た
〱
。
此
茶
碗
高
麗
の
熊
川
。
出
陣
の
魁
に
。
高
麗 

（
６
オ
） 

を
手
に
取
て
一
呑
に
飲
だ
る
は
。
勝
利
の
先
表
疑
ひ
な
し
。
日
本
の
陣
所
は
九
州
肥
前
名
護 

屋
の
浦
。
い
か
に
勘
解
由
。
陣
場
の
普
請
仮
屋
の
差
図
は
又
追
て
。
汝
は
普
請
の
支
配
役
心 

得
た
る
か
」
と
。
仰
を
は
つ
と
押
返
し
。「
ハ
ア

何
事
も
主
君
の
命
畏
つ
て
は
候
へ
共
。
某
も
御
内
に
お
い
て 

は
。
人
に
知
れ
た
岸
沢
勘
解
由
。
御
追
罰
の
御
供
し
て
高
麗
の
魁
は
。
拙
者
に
仰
付
ら
れ
な
ば
。
有 

難
か
ら
ん
」
と
云
せ
も
立
ず
。「
ヤ
ア
魁
は
先
達
て
此
正
清
が
承
は
り
。
人
数
の
手
配
り
早
用
意
」
と
。
聞 

も
あ
へ
ず
「
何
さ
〱
。
す
べ
て
軍
の
先
陣
は
侍
た
る
身
の
望
む
所
。
若
輩
と
い
ひ
。
前
髪
立
の 

御
辺
に
は
役
過
る
。
」
「
イ
ヤ
異
な
事
に
前
髪
呼
は
り
。
諚
意
を
以
て
勤
る
魁
役
過
る
と
は
緩
怠 

（
６
ウ
） 

千
万
。
今
一
言
い
ふ
て
見
よ
」
と
反
打
て
詰
か
へ
れ
ば
。
勘
解
由
も
負
し
と
膝
突
か
け
。「
ヤ
ア
身
に
向
つ
て 

反
打
た
は
。
見
事
相
手
に
サ
ア
抜
」
と
。
同
じ
く
柄
に
手
を
か
け
て
。
詰
寄
詰
よ
る
二
人
が
争
ひ
。
是
ぞ
遺 

恨
の
基
な
る
。
両
人
暫
し
と
久
吉
公
曽
呂
利
を
以
て
押
分
さ
せ
。「
伝
へ
聞
沛
公
は
漢
朝
四
百
年 

の
家
を
起
す
。
其
謂
を
尋
る
に
簫
何
と
云
一
人
の
臣
下
都
に
留
り
。
居
な
が
ら
諸
軍
の
兵
糧 

秣
つ
ゞ
け
送
り
し
功
に
寄
。
勝
利
を
得
た
る
は
簫
何
が
誉
。
此
度
の
出
陣
に
岸
田
を
残
す
は
我 

計
略
。
越
抜
役
と
思
ふ
べ
か
ら
ず
。
又
正
清
に
は
魁
を
云
付
し
も
我
め
が
ね
。
互
に
遺
恨
を
残
す 

な
」
と
実
大
将
の
厳
然
た
る
。
下
知
の
詞
に
ハ
ア
は
つ
と
二
人
は
拝
聴
な
し
に
け
る
。
大
将
重
て
正
清
を 

（
７
オ
） 

近
く
召
れ
。
異
国
の
出
陣
い
つ
〱
と
。
今
日
迄
猶
予
す
る
も
外
な
ら
ず
。
彼
土
の
案
内
地
理 

の
様
子
細
見
の
図
と
い
ふ
物
有
。
其
絵
図
を
所
持
せ
し
者
泉
州
堺
に
有
と
聞
。
元
よ
り
渡 

海
の
便
よ
き
堺
の
浦
。
九
戸
大
炊
に
云
つ
け
て
船
の
用
意
も
則
堺
。
汝
は
是
よ
り
立 

越
て
細
見
の
図
を
尋
求
め
所
望
の
品
に
よ
つ
て
莫
大
の
恩
賞
せ
よ
。
有
無
の
注 

進
有
次
第
我
も
跡
よ
り
赴
く
べ
し
。
早
急
ふ
れ
」
の
御
下
知
に
。
承
は
る
と
虎
之
助
千
里
も
駈
る 

勇
足
暇
申
て
急
ぎ
行
。
早
陽
零
も
傾
け
ば
茶
店
の
名
残
も
け
ふ
計
。
い
ざ
帰
ら
ん
と 

夕
附
く
日
数
多
の
茶
店
を
遊
覧
の
。
案
内
は
岸
田
北
の
方
。
御
大
将
に
随
ひ
て
館
を
。 

（
７
ウ
） 

さ
し
て
還
御
有
。
跡
に
曽
呂
利
が
伸
欠
び
。
さ
ら
ば
仮
屋
の
茶
器
道
具
取
か
た
付
る
折
も 

折
。
九
戸
大
炊
が
跡
に
付
お
船
頭
の
与
次
兵
衛
か
。
君
へ
目
見
へ
の
麻
上
下
。
曽
呂
利
が
夫
と 

「
ア
ヽ
遅
い
〱
。
我
君
は
た
つ
た
今
早
御
立
」
と
夕
間
暮
。
黒
は
べ
つ
た
り
顔
の
痣
隠
れ
ま
が
ひ
も 
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北
の
森
。
大
炊
を
先
に
辰
巳
な
る
聚
楽
を
さ
し
て
ぞ
。
【
三
重
】
行
末
の
。
逢
ぬ
夜
す
が
は
一
里 

が
千
里
。
逢
て
戻
れ
ば
千
里
が
一
里
。
千
代
を
夜
に
寝
明
し
て
飽
ぬ
ぞ
色
の
名
に
し
あ
ふ
。 

里
は
乳
守
の
幾
夜
さ
り
。
軒
の
火
か
げ
を
目
印
に
恋
の
入
船
漕
付
る
。
堺
の
浦
ぞ
賑 

は
し
き
。
暮
を
相
図
に
乗
物
を
。
斯
と
案
内
に
亭
主
が
袴
。
そ
り
や
大
尽
の
御
入
と
夕
紅
ゐ 

（
８
オ
） 

の
前
垂
に
。
出
迎
ふ
仲
居
も
立
騒
ぎ
槌
で
俄
の
お
成
座
敷
。
直
に
輿
込
庭
先
に 

水
打
露
の
玉
箒
。
小
磯
様
へ
し
ら
せ
の
使
。
早
ふ
銚
子
よ
煙
草
盆
。
お
手
が
鳴 

尾
の
奥
と
口
。
外
は
ぞ
め
き
の
人
絶
な
く
遊
び
廓
の
竪
横
を
我
物
顔
の
男 

作
万
が
市
介
蘇
鉄
の
針
兵
衛
。
此
頃
人
を
投
頭
巾
い
か
つ
が
ま
し
く
入
来
る
。
何
と
市 

介
ま
だ
出
様
が
早
か
つ
た
か
。
仲
居
の
や
つ
ら
が
一
人
も
う
せ
あ
が
ら
ぬ
。
け
た
い
じ
や
な
い
か
い
。
ヲ
イ 

や
い
と
か
く
こ
つ
と
ら
は
。
ゑ
ら
ふ
強
ふ
見
へ
る
か
し
て
。
足
音
聞
と
井
戸
の
鮒
。
つ
い
と
影
を
。 

見
せ
お
ら
ぬ
。
よ
は
い
や
つ
は
侭
に
し
て
出
会
た
い
は
弥
重
郎
。
ゑ
ら
い
〱
と
名
代
の
男
。 

（
８
ウ
） 

小
磯
と
や
ら
が
密
夫
じ
や
と
や
い
。
ヲ
ヽ
夫
も
聞
て
居
る
。
力
も
堺
で
一
番
切
仲
間
は
づ
れ 

の
一
本
立
。
妙
国
寺
の
蘇
鉄
と
張
合
て
け
つ
か
る
は
い
。
ヤ
ア
〱
あ
れ
〱
。
南
か
ら
く
る
道
中
は 

小
西
が
色
の
。
小
磯
と
見
た
。
大
か
た
ば
り
め
も
来
お
る
で
有
。
中
間
の
者
へ
し
ら
そ
じ
や
な
い 

か
。
ヲ
ヽ
夫
が
よ
か
ら
ふ
。
サ
ア
こ
い
〱
と
。
来
た
道
筋
へ
立
帰
る
。
川
竹
の
。
其
浮
ふ
し
に
流
寄
。 

里
は
乳
守
に
養
ら
れ
。
今
突
出
し
の
。
太
夫
職
小
磯
が
派
手
な
八
文
字
。
裾
引 

船
に
禿
迄
。
一
際
目
立
大
格
子
。
高
西
が
門
に
こ
が
れ
寄
。
内
よ
り
く
は
し
や
が
是
は 

扨
。
恋
の
水
上
小
磯
さ
ま
お
早
い
お
出
を
お
し
ら
せ
と
。
奥
へ
行
間
の
。
其
跡
へ
。
小
磯
さ
ま
〱
と 

（
９
オ
） 

呼
か
け
て
。
曲
輪
眼
眼
馴
ぬ
女
房
が
用
事
有
げ
に
立
ど
ま
る
。
こ
な
た
は
目
早
く 

打
黙
頭
。
ち
よ
つ
と
あ
な
た
に
逢
間
座
敷
の
首
尾
を
ア
イ
〱
〱
勝
野
と
私 

に
お
任
せ
と
禿
を
連
て
引
舟
の
あ
づ
ま
は
内
へ
表
に
は
「
ヲ
ヽ
浜
口
の
お
岩
殿 

よ
ふ
こ
そ
来
て
下
さ
ん
し
た
。
久
作
殿
に
も
か
は
り
な
ふ
。」
「
ア
イ
。
お
前
様
も
御
息
災 

で
お
嬉
し
や
。
け
ふ
は
ち
つ
と
此
辺
り
へ
用
事
に
付
。
久
作
殿
が
参
ら
れ
ま
す
筈
で
ご
ざ 

り
ま
す
れ
ど
。
御
存
の
通
り
。
口
吃
で
人
様
に
向
ふ
て
。
つ
ん
と
請
答
が
出
来
ぬ
故 

私
が
名
代
。
イ
ヤ
の
ふ
常
住
此
通
り
で
ご
ざ
り
ま
す
。
」
「
ほ
ん
に
そ
れ
〱
ど
ふ
で
こ
な
様
の 

（
９
ウ
） 

世
話
で
有
ふ
な
ふ
。
ど
こ
し
も
男
故
に
苦
を
す
る
は
い
の
ふ
。
知
て
の
通
り
男
気
の
弥
十 

郎
様
。
親
御
は
生
薬
商
売
で
も
。
其
商
売
が
嫌
ひ
か
ら
明
て
も
暮
て
も 

喧
嘩
が
商
売
。
本
に
夫
よ
。
そ
ち
の
内
へ
預
け
て
置
た
腰
根
は
弥
十
郎
様
か
ら
預 

つ
て
も
。
公
界
す
る
身
が
大
膽
な
仰
山
な
腰
の
物
。
手
元
に
も
置
に
く
し
。
夫
で
そ
ち
へ
預 

て
置
た
。
必
大
事
に
し
て
下
ん
せ
へ
。
」
「
ア
イ
そ
り
や
お
気
つ
か
ひ
な
さ
れ
ま
す
な
。
」「
シ
タ
カ
其
事 

に
付
て
ち
よ
つ
と
お
耳
へ
」「
イ
ヤ
も
ふ
日
も
暮
ま
し
た
内
に
も
娘
や
久
作
殿
が
。
待
兼
て
居 

ら
れ
ま
せ
ふ
。
も
ふ
お
暇
申
ま
せ
ふ
。
」
「
是
は
し
た
り
。
折
角
寄
て
下
ん
し
た
に
。
折
が
悪
ふ
て
気
の
毒 

（10

オ
） 

な
。
」
「
ア
ヽ
何
の
い
な
。
公
界
の
お
身
は
い
つ
迚
も
侭
に
な
ら
ぬ
は
し
れ
て
有
。
随
分
お
健
で
。
」 

「
コ
レ
久
作
殿
も
心
得
て
」
と
。
辞
宜
も
会
釈
も
そ
こ
〱
に
。
別
れ
て
。
こ
そ
は
立
帰
る
。
跡
見 

送
り
て
ほ
つ
し
り
と
彳
む
軒
へ
そ
よ
と
吹
く
風
が
告
る
か
声
々
に
。
喧
嘩
〱
と
わ
め
く 



 5 

に
ぞ
。
小
磯
は
は
つ
と
胸
に
釘
。
襠
ひ
ら
り
と
足
爪
立
。
か
た
て
や
大
方
弥
十
郎
様
。
ア
ヽ 

気
つ
か
ひ
と
身
を
あ
せ
る
。
内
か
ら
亭
主
が
「
小
磯
様
。
奥
の
お
客
か
お
待
兼
。
サ
ア
〱
お
出 

ア
ヽ
こ
れ
せ
は
し
な
い
。
ち
つ
と
逢
ね
ば
な
ら
ぬ
人
。
ヲ
ツ
ト
取
て
お
り
ま
す
る
。
お
前
の
用
と
小 

西
様
。
見
へ
た
ら
首
尾
し
て
逢
せ
ま
す
。
マ
ア
夫
迄
に
顔
出
し
」
と
。
い
へ
ど
小
磯
は
案
じ
顔 

(10

ウ) 

心
な
ら
ね
ど
是
非
な
く
も
連
て
。
一
間
へ
入
に
け
る
。
門
は
ざ
は
〱
そ
り
や
投
た
と
。
迯
る
か 

来
る
か
行
違
ふ
。
中
に
目
に
立
弥
重
郎
。
親
に
は
久
離
気
さ
ん
じ
に
力
自
慢
の 

針
兵
衛
市
介
。
打
付
投
付
立
は
た
か
り
「
ヤ
イ
蚊
と
ん
ぼ
め
ら
。
ほ
で
も
立
ぬ
形
を
し
て
。 

お
れ
に
ち
つ
と
立
づ
い
て
見
る
の
か
。
命
し
ら
ず
の
猿
松
め
。
悪
ふ
動
く
と
踏
殺
す
」
と
。 

人
を
人
共
思
は
ぬ
大
胆
。
「
こ
い
つ
が
〱
延
過
る
が
な
。
コ
リ
ヤ
や
い
ば
り
の
ぶ
ん
ざ
い
で
。
喧
嘩
を 

商
売
の
様
に
さ
ら
す
た
わ
け
も
の
。
夫
故
親
の
如
清
に
追
出
さ
れ
。
彳
み
も
な
い 

儕
が
體
。
異
見
の
た
め
に
投
に
か
ゝ
つ
た
の
じ
や
は
い
。
ヲ
ヽ
そ
れ
〱
宿
な
し
の
弥
十
郎
め
。 

(11

オ) 

追
付
ば
つ
た
り
ひ
ろ
ぐ
で
有
」
と
。
い
ふ
に
短
気
の
弥
十
郎
。
「
い
は
し
て
置
ば
舌
長 

な
。
此
ほ
う
げ
た
で
ぬ
か
し
た
か
」
と
。
は
り
廻
さ
れ
て
針
兵
衛
が
。
襟
し
め
か
ゝ
る
を
き
ぬ
か
づ
ぎ 

前
へ
ど
つ
さ
り
投
付
た
り
。
音
に
驚
き
か
け
来
る
小
磯
。
そ
れ
と
見
る
よ
り
わ
け
入
て
。 

「
マ
ア
〱
待
て
」
と
さ
ゝ
ゆ
る
を
。
刎
退
つ
き
の
け
双
方
が
。
む
し
や
ぶ
り
付
を
寄
付
ず
。 

投
飛
さ
れ
て
二
人
の
悪
者
ほ
う
〱
迯
て
立
帰
る
。
続
い
て
か
け
出
す
弥
十
郎
。
小
磯 

は
向
ふ
立
廻
り
。「
又
か
い
な
〱
珍
し
う
な
い
お
前
の
喧
嘩
。
コ
レ
人
の
噂
も
構
は
ず
る
。 

古
め
か
し
い
異
見
な
れ
ど
。
私
が
思
ふ
百
分
一
。
可
愛
と
思
ふ
て
下
さ
ん
す
り
や
。
責 

(11

ウ) 

て
一
つ
は
聞
入
て
。
親
御
へ
詫
す
る
気
は
な
い
か
。
強
い
ば
か
り
が
男
じ
や
な
い
。
ち
つ
と
は
卑
怯 

な
気
も
持
て
く
れ
た
が
よ
い
」
と
真
実
は
。
嘘
の
つ
か
れ
ぬ
涙
な
り
。「
ア
ヽ
お
け
〱
。
憖
い
に 

詫
言
し
て
。
ひ
よ
つ
と
勘
当
赦
さ
れ
て
は
後
の
身
持
が
六
ヶ
敷
。
ま
だ
〱
五
年
も
十 

年
も
。
投
た
り
踏
だ
り
ど
づ
い
た
り
。
飽
た
ら
其
時
詫
言
せ
ふ
。
勘
当
受
た
ら
親
は
な
し
兄
弟
は
な
し 

一
本
立
の
弥
十
郎
。
気
に
入
ず
ば
年
頃
切
。
い
ま
〱
し
い
」
と
又
か
け
出
す
。
袖
に
す
が
つ
て 

「
待
し
や
ん
せ
。
親
御
の
事
も
思
は
ぬ
お
前
。
私
が
百
千
い
ふ
た
迚
聞
し
や
ん
せ
ぬ
は
無 

理
な
ら
ね
ど
。
い
か
に
異
見
が
気
に
入
ぬ
迚
。
年
頃
切
と
は
胴
欲
な
。
そ
も
突
出
し
の
其 

(12

オ) 

日
か
ら
外
の
男
の
肌
し
ら
ず
。
ほ
ん
に
ほ
ん
ぼ
の
主
様
と
。
大
事
に
。
思
ふ
心
か
ら
異
見
す
る 

の
も
お
身
の
た
め
。
ま
だ
傾
城
と
思
ふ
て
じ
や
心
が
憎
い
聞
へ
ぬ
」
と
恨
涙
も
。
可
愛 

さ
に
歯
が
た
は
恋
の
極
印
也
。
弥
十
郎
は
ま
し
く
し
と
。「
エ
ヽ
又
し
て
も
慢
が
ち
な
。
わ
れ 

ば
つ
か
り
が
惚
た
様
に
。
思
ひ
合
た
心
は
五
分
〱
。
喧
嘩
を
好
が
こ
つ
ち
の
負
。
ヤ
ア
夫
は
そ
ふ 

と
此
高
崎
屋
へ
は
ど
ふ
し
て
来
て
居
る
。
ほ
ん
に
そ
れ
を
咄
さ
に
や
な
ら
ぬ
。
け
ふ
爰
の
約 

束
は
。
座
敷
ば
か
り
を
勤
る
筈
で
。
さ
つ
き
に
か
ら
来
て
居
ま
す
が
。
初
対
面
の
奥 

の
客
折
入
て
私
へ
の
頼
み
。
マ
ア
聞
て
下
さ
ん
せ
」
と
。
詞
な
か
ば
へ
亭
主
が
と
つ
か
は
。
「
是
は
ゑ 

（12

ウ
） 

た
り
小
磯
様
。
奥
の
お
客
青
瓦
様
。
初
対
面
か
ら
身
請
の
相
談
。
一
大
事
を
頼
ん
だ
に
。 

何
所
へ
ぬ
け
た
」
と
真
赤
に
お
こ
つ
て
ご
ざ
る
消
炭
大
尽
。
お
前
で
な
け
り
や
納
ら
ぬ
。
マ
ア
〱 

ち
や
つ
と
」
ゝ
せ
り
立
ル
。「
ア
イ
〱
そ
こ
へ
行
程
に
お
前
は
先
へ
」
と
い
ふ
も
聞
ず
。
夫
で
は
済 



 6 

ぬ
と
無
理
や
り
に
。
引
連
奥
へ
行
跡
に
。
独
む
し
や
く
し
や
弥
十
郎
。「
帯
も
解
ぬ 

奥
の
客
。
身
請
せ
ふ
と
は
腹
の
皮
。
土
客
に
土
か
ぶ
ら
せ
お
ど
骨
と
め
て
こ
ま
さ
ふ
」
と
か
け
入
向
ふ 

へ
青
瓦
大
尽
。
角
前
髪
の
置
手
拭
座
敷
へ
ど
つ
か
と
押
直
り
。
「
ホ
ヽ
聞
及
ふ
弥
十
郎
。 

魂
み
が
く
男
作
。
其
男
を
見
込
頼
た
い
一
通
り
聞
て
く
れ
ふ
か
。
」「
ム
ヽ
初
対
面
の
此
弥
十 

(13

オ) 

郎
。
頼
み
た
い
と
は
身
請
の
事
か
。
」「
い
か
に
も
。
」「
マ
ア
な
ら
ぬ
。
」「
ト
ハ
又
な
せ
に
。
」
「
堺
中
に
隠
れ 

の
な
い
小
磯
が
間
夫
の
弥
十
郎
。
望
な
ら
此
前
髪
首
。
さ
ら
へ
落
し
て
見
受
せ
い
。
目 

の
黒
い
内
ア
ノ
小
磯
。
脇
へ
や
つ
て
は
男
が
立
ぬ
。
」「
イ
ヽ
ヤ
小
磯
は
此
方
望
に
な
い
。」
「
ム
ヽ
そ
ん 

な
ら
誰
が
見
受
を
望
。
」「
ホ
ヽ
ウ
身
共
が
望
は
三
韓
地
理
帝
都
細
見
の
絵
図
。
」
「
ヤ
ア
何 

と
。｣

｢

ソ
レ
見
受
の
金
是
へ
持
て
。｣

は
つ
と
答
へ
て
伴
作
が
刀
脇
指
目
八
分
。
小
西
が
前 

に
押
直
せ
ば
。
思
ひ
か
け
な
き
弥
十
郎
。
合
点
行
ね
ば
諸
手
を
組
。
吐
息
つ
ぎ
の
間 

立
聞
小
磯
い
そ
〱
傍
へ
差
寄
て
。
「
ヲ
ヽ
合
点
が
行
ま
い
弥
十
郎
様
。
ア
ノ
青
瓦
様
と
は 

(13

ウ) 

仮
の
名
。
御
本
名
は
加
藤
虎
之
助
正
清
様
。
」
「
ム
ウ
其
正
清
が
名
を
つ
ゝ
み
此
二
腰
は
何 

の
為
。
」「
ホ
ヽ
ウ
不
審
は
尤
。
某
こ
そ
加
藤
正
清
。
此
度
主
君
大
領
久
吉
公
。
異
国
退 

治
の
御
催
し
。
近
々
出
船
有
に
付
。
三
韓
地
理
帝
都
細
見
の
絵
図
。
貴
殿
の 

家
に
伝
は
る
由
。
兼
々
久
吉
懇
望
な
れ
共
。
誰
に
た
よ
つ
て
所
望
の
手
筋
。
小
磯
殿 

と
は
訳
有
様
子
聞
を
便
に
此
仕
合
せ
。
何
卒
主
人
が
望
を
叶
へ
。
絵
図
を
差
上
下
さ
れ 

な
ば
。
其
恩
賞
は
莫
大
な
ら
ん
。
ノ
ウ
小
磯
殿
宜
し
く
取
成
頼
み
申
」
と
手
を
拱
頭
を
下 

ぬ
ば
か
り
也
。
小
磯
も
傍
か
ら
「
コ
レ
申
さ
も
し
い
勤
の
私
に
迄
。
お
侍
の
あ
の
ご
と
く
折
入
て
の 

(14

オ) 

お
頼
み
。
絵
図
を
あ
な
た
へ
譲
ら
し
や
ん
す
り
や
。
其
礼
に
は
大
名
に
な
さ
れ
ん
と
。
仰
は
奥 

で
聞
ま
し
た
。
其
絵
図
を
差
上
て
。
夫
を
綱
に
立
身
有
ば
親
御
様
の
お
悦
び
。
お
前
も 

兼
て
望
の
武
士
。
よ
も
や
い
や
で
も
ご
ざ
ん
す
ま
い
」
と
。
い
へ
ど
い
つ
か
な
見
向
も
せ
ず
。「
コ
リ
ヤ
小 

磯
立
身
出
世
を
望
ま
ぬ
空
気
は
な
け
れ
ど
も
。
此
弥
十
郎
が
性
根
魂
見
定
め
。 

侍
に
取
立
ふ
と
有
ば
面
白
い
。
絵
図
が
ほ
し
い
計
に
侍
に
取
立
る
。
見
所
の
な
い
主
人
。
マ
ア 

此
方
と
ん
と
望
に
な
い
。
何
が
な
ふ
て
も
弥
十
郎
は
弥
十
郎
。
紙
切
便
り
に
出
世
は 

望
ま
ぬ
。
あ
た
面
倒
な
」
と
懐
中
よ
り
取
出
す
一
巻
ず
ん
〱
に
引
裂
引
さ
く
短
気 

（14

ウ
） 

者
ハ
ツ
ト
計
に
驚
く
小
磯
刀
追
取
虎
之
助
小
西
が
前
に
ぐ
つ
と
詰
か
け
。
「
絵
図
を 

望
む
は
大
領
久
吉
。
便
に
立
た
る
加
藤
正
清
。
礼
義
を
知
ぬ
ぶ
こ
つ
者
。
主
人
へ
の
申
訳
首 

に
し
て
連
帰
る
」
と
。
反
打
か
へ
れ
ど
び
く
共
せ
ず
。
「
其
刀
抜
中
に
手
を
遊
ば
し
て
見
て
居
よ 

か
。
見
事
切
な
ら
サ
ア
〱
」
と
。
大
胆
不
敵
の
弥
十
郎
ふ
ん
ぢ
か
つ
て
ぞ
立
た
り
け
る
。
も
ふ
赦
さ 

ぬ
と
抜
放
す
。
後
の
障
子
に
声
高
く
。
「
ヤ
ア
〱
正
清
早
ま
る
な
聊
爾
な
せ
そ
」
と
押
と
ゞ 

め
。
一
間
の
方
よ
り
大
領
久
吉
。
寛
仁
大
度
の
其
粧
ひ
悠
然
と
打
笑
給
ひ
。「
ホ
ヽ
聞
し
に
勝
る 

遖
の
弥
十
郎
。
勇
士
の
魂
一
言
に
見
届
た
り
。
我
細
見
の
図
を
求
め
ん
と
。
主
従
斯
迄 

(15

オ) 

計
ひ
し
が
。
眼
前
其
絵
図
を
引
裂
。
性
根
を
顕
は
す
汝
が
度
量
。
万
卒
よ
り
得
難
き 

一
将
一
方
の
大
将
共
成
べ
き
若
者
。
今
月
今
宵
久
吉
が
幕
下
に
招
か
ん
返
答
い
か 

に
」
と
仰
有
。
「
ム
ウ
成
程
。
お
望
の
絵
図
は
此
通
り
ず
た
〱
。
弥
十
郎
が
性
根
魂
。
御
所
望 
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な
ら
ば
抱
へ
ら
れ
ま
し
よ
。
」「
ホ
ヽ
頼
も
し
し
〱
。
当
座
の
恩
賞
十
万
石
。
墨
付
是
に
」 

と
御
手
づ
か
ら
。
賜
は
る
朱
印
弥
十
郎
両
手
に
取
て
押
戴
き
。
さ
つ
と
披
ひ
て
読 

終
り
。
納
る
其
手
に
取
出
す
一
巻
。「
こ
れ
こ
そ
誠
の
地
理
帝
都
。
細
見
の
図
に
候
」 

と
。
御
大
将
に
奉
れ
ば
紐
を
と
く
〱
見
改
め
。「
黄
石
公
に
授
り
し
。
子
房
が
六
韜
三
略 

（15

ウ
） 

の
兵
書
に
勝
り
し
此
絵
図
ぞ
」
と
。
仰
を
聞
て
悦
ぶ
小
磯
。
正
清
が
安
堵
の
思
ひ
。
「
ヲ
ヽ 

遖
々
々
小
西
殿
。
弥
忠
勤
は
げ
ま
れ
よ
」
と
。
勧
め
に
勇
む
若
君
は
。
朝
鮮
国
の
果 

迄
も
小
西
津
の
守
行
永
と
。
其
名
を
武
士
な
り
。
大
領
猶
も
勇
ま
せ
給
ひ
。 

最
早
此
絵
図
手
に
入
上
。
明
な
ば
直
に
出
船
の
用
意
い
か
に
」
と
の
給
へ
ば
。
ハ
ツ
ト
伴 

作
手
を
つ
か
へ
。「
お
船
頭
の
与
次
兵
衛
よ
り
。
御
窺
ひ
は
此
伴
作
。
御
召
の
船
は
龍
頭 

鷁
首
。
玉
を
磨
い
て
飾
立
。
当
所
の
浦
迄
押
出
し
。
用
意
宜
し
く
候
」
と
。
申
上
れ
ば 

御
機
嫌
よ
く
。
と
も
船
に
は
銘
々
が
家
の
し
る
し
。
前
後
の
争
ひ
な
き
様
に
。
番
手
を 

(16

オ) 

定
め
相
待
べ
し
。
急
げ
〱
の
御
下
知
に
。
畏
つ
て
伴
作
は
。
船
場
を
さ
し
て
走
り
行
。 

大
領
重
ね
て
。
「
小
磯
と
や
ら
ん
が
誠
有
心
ざ
し
の
神
妙
さ
。
里
の
住
居
も
今
宵 

限
り
。
委
細
は
亭
主
に
言
付
し
ぞ
。
心
の
侭
に
は
か
ら
へ
」
と
。
仰
は
黄
金
の
千
両 

箱
。
亭
主
が
請
込
見
受
の
沙
汰
。
以
後
は
互
と
虎
之
助
又
改
る
名
対
面
。
「
御 

征
罰
の
魁
は
貴
殿
と
某
。
人
に
越
た
る
手
柄
を
せ
ん
」
と
勇
立
た
る
あ
う
ん
の 

二
王
。
年
も
姿
も
一
対
の
角
前
髪
の
二
人
の
勇
士
。
頼
も
し
く
も
又
。
い
さ
ま
し
し
。 

久
吉
御
座
を
立
せ
給
ひ
。
早
鶏
鳴
に
程
近
し
。
月
の
入
汐
日
の
出
汐
艤
ひ
を 

(16

ウ) 

松
浦
潟
肥
前
の
国
に
て
万
事
の
差
図
。
「
小
西
は
跡
よ
り
追
付
べ
し
。
正
清
供 

せ
よ
帰
ら
ん
」
と
早
御
。
立
の
供
触
に
。
ハ
ツ
ト
答
へ
て
御
乗
物
。
近
習
小
姓
徒
若 

党
。
二
行
に
立
て
行
列
も
。
し
づ
〱
勇
み
の
き
ざ
み
足
。
御
本
陣
へ
」
と
。
急
が
る
ゝ
。 

御
立
を
待
た
る
市
助
針
兵
衛
。
何
が
な
小
西
に
意
趣
が
へ
し
。
小
磯
が
身
請
聞
伝
へ
用
水 

手
桶
に
引
さ
げ
〱
。
女
房
呼
だ
海
へ
ぼ
つ
込
〱
〱
ほ
つ
込
」
と
中
に
取
ま
き
詰
か
く
る
。 

小
西
は
ぞ
く
〱
小
踊
り
し
。「
日
頃
の
意
趣
打
忝
い
。
水
は
お
ろ
か
石
な
り
共
祝
ふ 

て
こ
ち
か
ら
返
礼
ぞ
』
と
身
拵
す
る
弥
十
郎
。
ソ
レ
と
か
け
声
一
時
に
暴
破 

(17

オ) 

て
か
ゝ
る
悪
者
仲
間
。
一
度
に
ど
つ
と
鰯
網
。
小
西
は
鰭
有
大
手
を
ひ
ろ
げ
。
唐 

渡
屋
煎
餅
の
徒
党
め
ら
。
襟
物
籠
の
拾
ひ
投
。
か
ゞ
ん
た
海
老
腰
車
投 

手
を
尽
し
た
る
。
働
き
な
り
。
皆
々
う
し
の
舌
ふ
る
ひ
。
も
ふ
叶
は
ぬ
ぞ
鱶
入
す
な
。
皆
鯒 

鯉
」
と
迯
て
行
。
最
早
相
手
も
荒
男
角
前
髪
の
色
男
。
連
立
出
る
東
雲
や 

我
は
廓
の
籠
の
鳥
。
遁
る
。
門
出
首
途
を
祝
ふ
小
西
が
勇
み
足
。
廓
の
名
残
と 

只
一
目
。
見
返
る
小
磯
は
嬉
し
さ
を
語
り
逢
た
る
夫
婦
連
伴
ひ
。
て
こ
そ
出
て
行 

 

第
弐 

(17

ウ) 

住
吉
の
お
前
の
浜
に
網
引
す
る
。
海
士
の
呼
声
引
か
へ
て
。
数
の
松
明
高
提
燈
。 

馳
違
ふ
人
声
は
。「
御
大
将
の
お
召
の
船
波
に
巻
れ
て
沈
み
し
ぞ
。
お
船
頭
の
与
次
兵
衛 
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を
。
迯
す
な
捕
へ
」
の
声
々
は
波
の
間
に
〱
囂
し
。
渡
海
の
船
の
惣
支
配
九
戸
大
炊
。 

家
来
引
具
し
欠
来
り
。「
ヤ
ア
〱
者
共
。
久
吉
公
の
御
召
船
。
過
さ
せ
し
は
船
頭
与
次
兵
衛
が 

不
調
法
。
此
大
風
に
恐
れ
も
せ
ず
。
纜
と
き
し
は
渠
借
麁
忽
。
水
練
の
船
頭 

与
次
兵
衛
波
を
く
ゞ
つ
て
迯
延
な
ん
。
浜
手
浦
手
は
ア
ノ
ご
と
く
。
数
千
の
人
数
が
手 

わ
け
し
て
。
螺
鉦
太
鼓
を
打
立
て
尋
捜
す
は
き
や
つ
一
人
。
生
捕
に
し
て
高
名
せ
よ
。 

(18

オ) 

油
断
す
る
な
駆
立
よ
。
急
げ
〱
」
と
下
知
を
な
し
。
も
み
に
揉
で
ぞ
駈
り
行
。
跡
へ
ど
や 

〱
浦
手
の
猟
師
。
百
姓
ま
じ
く
ら
与
次
兵
衛
を
。
さ
が
せ
〱
と
大
勢
が
。
闇
に
礫
の 

お
尋
者
。
お
祓
い
ぶ
る
し
の
お
迎
ひ
提
灯
真
先
に
押
立
〱
。
面
々
得
物
の
連
枷 

鋤
鍬
。
中
に
も
庄
屋
が
智
恵
有
顔
。「
何
と
皆
の
衆
。
ど
め
つ
そ
ふ
な
此
風
に
船 

を
出
す
と
い
ふ
様
な
事
が
と
こ
に
有
。
そ
し
て
マ
ア
め
つ
そ
ふ
な
。
つ
い
に
顔
も
見
し
ら
ぬ 

船
頭
与
次
兵
衛
と
や
ら
。
ど
ん
な
者
や
ら
ど
ん
な
顔
や
ら
あ
て
ど
も
な
い
尋
者
。
こ
な
た 

衆
も
そ
ふ
で
あ
ろ
。
ヲ
ヽ
て
や
誰
も
知
た
者
は
な
い
」
と
。
い
へ
ば
一
人
か
分
別
顔
。「
行
方
の 

(18

ウ) 

知
ぬ
は
迷
子
同
然
。
と
か
く
惣
々
が
声
は
り
上
。
迷
子
の
子
の
船
頭
の
与
次
兵
衛
や
い 

と
呼
歩
行
た
ら
。
大
方
知
そ
ふ
な
物
じ
や
ぞ
や
。
サ
ア
〱
お
れ
に
付
て
皆
ご
ざ
れ
」
と
。 

い
へ
ば
庄
屋
が
「
待
や
〱
。
ソ
リ
ヤ
つ
ね
の
迷
子
の
子
。
彼
与
次
兵
衛
と
い
ふ
や
つ
は
。
あ 

つ
ま
が
顔
も
見
わ
す
れ
て
と
。
い
ふ
様
な
山
崎
の
や
つ
し
形
の
よ
は
も
の
で
は
な
い
。
ど
め
つ 

そ
ふ
に
つ
よ
ひ
や
つ
。
ガ
斯
い
ふ
中
に
も
見
つ
け
た
ら
。
搦
取
て
褒
美
に
す
る
思
ひ 

付
で
も
有
か
や
」
と
。
い
へ
ば
皆
々
口
そ
ろ
へ
。
剱
術
無
双
の
与
次
兵
衛
が
。
大
だ
ん
平
で
麦 

秋
の
。
は
し
か
い
働
き
し
お
る
共
。
皆
一
様
に
連
枷
寄
。
与
次
兵
衛
こ
な
す
は
連
枷
が
ち
じ
や
。 

(19

オ) 

コ
レ
ワ
イ
ナ
こ
り
や
さ
〱
」。
我
を
忘
る
ゝ
其
中
に
。
目
早
き
庄
屋
が
「
オ
ツ
ト
待
た
り
。
そ
れ
〱 

そ
こ
も
又
人
が
」
と
。
見
や
る
向
ふ
へ
二
人
づ
れ
。
提
燈
の
灯
に
見
合
す
顔
。
「
ホ
ウ
榎
津 

の
久
作
太
義
じ
や
の
と
。
い
へ
ば
傍
か
ら
六
助
が
「
ヤ
モ
あ
の
人
も
役
に
さ
ゝ
れ
て
わ
せ
た
れ 

ど
。
口
が
吃
で
黙
頭
ば
か
り
。
ほ
ん
に
そ
ふ
じ
や
の
。
爰
ら
が
庄
屋
の
思
案
所
。
ヤ
コ
レ
〱
皆
聞 

し
や
れ
。
ア
レ
〱
〱
あ
の
様
に
太
鼓
鉦
で
。
ド
ン
チ
ヤ
ン
〱
祭
り
め
い
た
お
尋
者
を
。
だ
ま
つ
て 

あ
る
く
は
拍
子
が
な
い
。
幸
燈
た
お
迎
ひ
提
燈
。
吃
の
小
哥
と
久
作
が
。
兵
庫
ぶ
し
で 

や
り
か
け
た
ら
。
ヘ
ヽ
よ
か
ろ
じ
や
な
い
か
」
と
無
理
や
り
に
所
望
〱
と
勧
め
ら
れ
。
む
ざ
ん
な
る
か 

(19

ウ) 

な
お
召
の
船
は
。
ヨ
イ
〱
。
彼
に
沈
ん
で
づ
ぶ
〱
〱
と
。
ハ
ア
お
笑
止
や
〱
。
笑
止
や
是
は
い
な
。 

「
皆
待
ち
や
〱
。
こ
り
や
お
き
つ
に
化
さ
れ
は
せ
ぬ
か
や
。
今
夜
は
よ
つ
ぴ
と
あ
る
か
に
や
な
ら 

ぬ
。
面
々
鼻
毛
を
よ
ま
れ
ぬ
様
に
。
穴
の
は
た
え
へ
唾
ぬ
ろ
ぞ
や
。
ハ
ヽ
ヽ
ヽ
。
唾
気
を
ぬ
る
は 

睫
の
事
。
ホ
ン
ニ
そ
ふ
じ
や
。
モ
ウ
ち
つ
く
り
妖
さ
れ
た
。
庄
屋
重
代
の
な
ん
ば
き
び 

忘
れ
ま
い
ぞ
」
と
。
打
笑
ひ
立
別
れ
て
ぞ
。
急
き
行
。
猶
も
四
方
に
人
の
網
。
春
辺 

の
海
に
風
あ
れ
て
。
谺
に
響
く
浦
の
波
。
さ
れ
ど
も
命
は
天
に
有
。
運
に
乗
じ 

て
船
頭
与
次
兵
衛
。
逆
波
。
渦
ま
く
海
の
面
か
き
分
〱
。
刀
を
口
に
。
立
游
ぎ
。
切
取
首
を 

（20

オ
） 

珠
数
つ
な
ぎ
人
な
き
。
木
陰
に
這
上
り
。「
年
来
恨
は
大
領
久
吉
。
時
待
得
た
る
今 

夜
の
出
船
。
折
よ
く
吹
た
る
摩
耶
お
ろ
し
。
梶
打
折
覆
へ
し
。
底
の
藻
と
成
た
れ
共
。 
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水
心
有
や
つ
原
が
我
に
敵
と
ふ
し
ほ
ら
し
さ
。
一
々
首
を
切
捨
〱
。
流
る
ゝ
首
を
拾
ふ
中
。
暗
さ 

は
く
ら
し
夫
と
あ
い
ろ
は
見
へ
ね
共
。
も
し
此
中
に
猿
冠
者
の
久
吉
が
首
有
な
。
日
頃
の
本 

望
嬉
や
」
と
。
一
つ
〱
透
し
見
て
。「
こ
い
つ
は
何
や
つ
し
か
ん
だ
頰
。
儕
は
何
者
痩
た
面
三
つ 

四
つ
は
白
髪
の
首
。
こ
や
つ
は
出
額
さ
い
槌
天
窓
げ
ほ
う
頭
四
方
鬢
。
剃
下
奴 

も
そ
で
な
い
」
と
。
海
へ
さ
ん
ぶ
り
投
込
蹴
込
。
「
猿
冠
者
は
も
ら
せ
し
な
。
エ
ヽ
残
念
〱
去
な
が
ら
。 

(20

ウ) 

風
に
さ
か
ら
ひ
龍
頭
鷁
首
。
思
ひ
の
侭
に
覆
せ
ば
。
や
は
か
遁
れ
は
有
ま
じ
き
。 

ハ
ヽ
ヽ
ハ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
心
地
よ
や
悦
ば
し
」
と
。
勇
ん
で
立
た
る
与
次
兵
衛
が
。
所
存
の
程
ぞ
恐
し
し
。
又 

も
や
追
々
引
連
〱
捜
せ
〱
と
呼
は
り
〱
。
手
毎
に
提
燈
追
取
か
こ
み
。
物
こ
そ 

見
ゆ
れ
と
差
出
す
明
り
。
透
さ
ず
ば
つ
た
り
切
落
せ
ば
。「
ス
ハ
曲
者
よ
。
遁
す
な
迯 

す
な
生
捕
」
と
。
伝
手
に
十
手
打
ふ
る
組
子
。
与
次
兵
衛
や
ら
ぬ
と
左
右
。
沈
ん
で
か
は 

せ
ば
す
ま
た
の
十
手
。
も
ぢ
つ
て
払
ふ
小
手
落
し
。
闇
は
あ
や
な
し
盲
打
。
む
そ
う
返
し
膝 

車
手
尽
し
て
ぞ
い
ど
み
し
が
。
水
練
計
か
手
練
の
与
次
兵
衛
。
打
ふ
る
刀
の
電
光
石 

(21

オ) 

火
。
眉
見
な
し
わ
り
大
袈
裟
小
げ
さ
。
渚
は
血
煙
砂
煙
四
方
へ
皆
々
。
迯
趍
る
。
何
国 

迄
も
と
大
わ
ら
は
。
追
行
向
ふ
に
近
付
太
鼓
。
南
無
三
宝
と
引
返
す
。
こ
な
た
の
浜
手 

も
か
か
い
鉦
の
。
音
は
同
〱
数
万
の
灯
影
我
を
捕
手
の
人
声
に
。
さ
し
も
の
与
次 

兵
衛
動
転
し
。
行
つ
戻
り
つ
只
一
身
夫
よ
〱
「
遺
恨
は
大
領
久
吉
一
人
。
生
た
か
死
だ
か
其 

安
否
。
善
悪
を
聞
迄
は
大
事
の
命
。
そ
ふ
じ
や
〱
」
と
独
言
。
遁
る
ゝ
た
け
は
と
討
人
の 

透
間
。
北
か
南
か
に
四
に
よ
つ
こ
り
と
提
燈
提
て
久
作
が
。
出
会
頭
に
顔
と
顔
。 

透
し
な
が
め
て
与
次
兵
衛
が
。
テ
モ
よ
ふ
似
た
と
只
一
口
。
提
灯
ば
つ
た
り
打
落
し
行
方
。
し
ら
ず
。
【
三
重
】 

（21

ウ
） 

成
に
け
り
。
所
は
同
し
住
の
郷
の
松
の
葉
越
の
月
よ
り
も
。
影
幽
な
る
侘
住
居
久
作
夫
婦 

が
幾
年
か
住
ば
。
所
の
習
ひ
迚
我
一
店
を
春
め
い
た
。
畑
の
物
種
牛
蒡
種
。
西
瓜
。
真 

桑
の
種
迄
も
。
な
い
子
種
と
咄
し
の
種
。
渡
世
は
辛
き
蕃
椒
の
。
粉
よ
り
も
砕
く
身
過
也 

夫
は
吃
の
口
重
く
駕
籠
の
片
棒
な
い
隙
は
。
草
履
草
鞋
の
手
作
り
に
。
只
居
。
洗
濯 

す
ゝ
ぎ
物
。
女
房
が
針
手
稼
ぐ
間
も
。
手
助
に
な
る
独
子
の
。
お
市
は
茶
碗
手
に
据 

て
。
出
端
一
つ
と
指
出
す
。「
ヲ
ヽ
よ
ふ
気
が
付
た
。
マ
ア
わ
し
よ
り
は
久
作
殿
。
ヲ
ヽ
ム
ヽ
娘
か
と
手
に
取
て
。
一

口
二
口
。
ヲ
ヽ
よ
い
ハ
ヽ

端
香
じ
や
。
カ
ヽ
嚊
に
も
ヒ
ヽ
一
つ
ク
汲
で
こ
い
」。
ア
イ
〱
〱
と
入
折
か
ら
。 

（22

オ
） 

所
の
あ
る
き
与
五
八
が
。
案
内
も
な
く
つ
つ
と
入
。「
ホ
ヽ
こ
り
や
二
人
な
が
ら
精
が
出
る
の
。
ヤ
ア
コ
レ
〱
。
大
切

な
お
尋
者
が
有
て
厳
し
い
御
詮
義
。
訳
は
か
う
じ
や
。
今
度
大
領
久
吉
様
。
唐
へ
軍
仕
に 

ご
ざ
る
所
に
。
堺
の
浦
か
ら
御
出
船
。
此
間
の
大
海
荒
。
俄
の
大
風
で
お
船
が
引
く
り
返
り
。
大
勢 

の
家
来
衆
迄
行
衛
が
知
ぬ
。
に
よ
つ
て
憎
い
は
船
頭
め
。
見
付
次
第
注
進
せ
い
と
。
即
其 

船
頭
め
が
人
相
書
が
渡
つ
た
。
コ
レ
持
て
来
た
と
取
出
し
。
名
は
与
次
兵
衛
と
い
ふ
者
コ
レ
〱
是 

見
や
し
や
れ
。
左
の
頬
べ
ら
に
で
つ
か
つ
と
痣
迄
が
書
て
有
。
よ
ふ
見
て
置
。
若
胡
乱
付
て
来 

お
つ
た
ら
。
こ
ち
迄
ち
よ
つ
と
し
ら
し
て
下
さ
れ
。
一
廉
褒
美
が
出
る
と
い
の
。
コ
レ
金
を
貰
た
ら
半
分
配
。 

（22

ウ
） 

エ
ヽ
シ
タ
ガ
久
作
殿
は
吃
で
埒
が
明
ぬ
。
ヤ
コ
レ
〱
お
内
義
よ
ふ
見
て
置
て
下
さ
れ
や
モ
フ
逝
ま 

す
是
か
ら
脇
へ
も
此
通
り
。
触
て
置
ふ
」
と
与
五
八
か
。
欲
に
は
爪
も
長
咄
し
。
絵
図
を
大
事
と
。
出 
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て
行
。
憂
事
は
。
つ
も
る
津
守
の
里
つ
ゞ
き
。
小
磯
は
夫
の
弥
十
郎
が
。
出
世
も
兼
て
預
り
し
其 

一
腰
を
又
爰
へ
。
取
に
廓
の
身
も
侭
に
。
賑
手
な
姿
も
所
か
ら
。
夫
と
目
に
立
門
の
口
。
爰
じ
や 

そ
ふ
な
と
入
来
る
。
お
岩
が
見
付
て
是
は
扨
小
磯
殿
。
マ
ア
〱
こ
ち
ら
へ
と
伴
ひ
て
。
夫
婦
が
中
に
煙
草 

盆
。
挽
殻
の
火
も
ふ
つ
ゝ
か
な
。
心
計
の
饗
応
也
。
夫
は
吃
黙
頭
ば
か
り
。
小
磯
は
会
釈
馴
々
し
や
。「
此
程
は
お
岩

殿
よ
ふ
こ
そ
〱
。
扨
マ
ア
早
速
悦
ば
す
事
有
て
。
わ
ざ
〱
来
た
も
外
な
ら
ず
。
知
て
の
通
り 

（23

オ
） 

弥
十
郎
様
。
ど
ふ
ぞ
心
も
直
れ
か
し
と
。
異
見
し
た
其
人
が
。
時
の
運
は
知
ぬ
物
。
お
岩
殿 

の
ご
ざ
ん
し
た
其
夜
も
か
へ
ず
。
立
身
出
世
の
知
行
取
。
わ
し
も
其
夜
に
曲
輪
の
見
受
さ
ら 

り
つ
と
済
し
ま
し
た
。
エ
ヽ
ヲ
ヽ
恟
り
は
道
理
〱
。
イ
ヤ
も
ふ
世
界
は
案
じ
る
物
じ
や
な
い
。
意
地
く
ね 

の
悪
い
弥
十
郎
様
。
い
つ
人
間
に
な
ら
ん
し
よ
と
案
じ
置
は
扨
置
て
。
夢
見
た
様
な
二
人
が
立
身
。 

高
冨
の
久
吉
様
。
三
韓
へ
軍
の
御
供
。
夫
に
付
て
預
た
刀
請
取
に
来
た
は
い
の
」
と
。
聞
て 

夫
婦
が
顔
と
顔
。
エ
ヽ
。
其
刀
を
お
前
が
取
に
と
驚
く
お
岩
。
「
サ
ア
今
迄
は
町
の
弥
十
郎 

様
。
是
か
ら
は
侍
。
刀
を
さ
ゝ
せ
て
お
供
に
や
る
」
と
何
の
心
も
付
ぬ
は
小
磯
。
始
終
聞
入
久
作
が
。 

（23

ウ
） 

俄
に
仰
天
色
違
へ
畳
叩
て
。「
コ
ヽ
こ
り
や
。
ニ
ヨ
女
房
。
今
の
を
ハ
ヽ
早
と
う
ろ
付
顔
。
お 

岩
が
胸
に
も
刀
の
鐺
。
質
に
や
つ
た
を
今
更
に
。
言
れ
ぬ
思
ひ
。
身
は
冷
汗
。
兎
角
の
諾
は 

な
か
り
け
る
。
女
夫
が
驚
く
顔
の
色
。
小
磯
は
つ
く
〲
打
な
が
め
。
「
二
人
な
が
ら
俄
の
当
惑
。
扨
は 

預
け
た
一
腰
が
。
内
に
な
い
と
い
ふ
様
な
」
と
。
う
ら
ど
ふ
詞
に
漸
と
。
久
作
が
顔
を
上
。
物
い
ひ 

た
げ
に
頭
を
ふ
れ
ば
。
お
岩
が
そ
ば
か
ら
引
取
て
。「
イ
ヤ
申
小
磯
様
。
お
前
に
向
ひ 

入
わ
け
を
。
申
も
何
と
も
恥
し
な
が
ら
。
今
迄
度
々
お
文
し
て
い
ふ
て
お
こ
し
な
さ 

れ
た
金
。
一
度
に
五
両
三
両
づ
ゝ
。
さ
い
〱
の
事
な
れ
ど
も
。
い
と
し
や
誰
し
も
銭
金
事 

（24

オ
） 

他
人
に
は
い
わ
れ
ぬ
物
。
お
主
也
家
来
也
。
お
文
の
来
度
々
に
つ
か
は
し
た
其
金
。
御
存
の
通 

の
こ
ち
の
内
。
預
つ
た
其
刀
か
は
り
に
や
つ
て
は
十
両
か
り
。
又
返
し
て
は
廿
両
つ
も
れ
ば
大
方
百
両
足
ず
。 

せ
ん
ぼ
う
尽
て
け
ふ
此
頃
。
ど
ふ
ぞ
お
前
に
其
断
。
申
て
来
ふ
と
往
た
所
。
途
中
の
事
也 

日
は
暮
る
。
夫
な
り
に
戻
り
ま
し
た
。
あ
の
人
に
も
呵
ら
れ
て
な
せ
言
て
こ
な
ん
だ
と
。
言
し
や
る 

も
尤
。
お
前
迚
も
公
界
の
身
随
分
お
耳
へ
入
ま
い
と
影
な
が
ら
の
御
奉
仕
。
シ
タ
ガ
今
こ
そ 

其
様
に
。
さ
も
し
い
勤
の
お
身
な
れ
ど
。
元
は
多
々
羅
の
お
姫
様
。
故
有
て
お
家
断
絶
の 

後
。
母
御
様
の
御
大
病
詮
方
尽
て
色
里
へ
。
お
身
を
売
せ
て
程
も
な
く
。
御
臨
終
の 

（24

ウ
） 

御
遺
言
そ
ち
二
人
を
頼
と
の
今
は
の
仰
が
大
切
さ
。
術
な
い
不
自
由
は
さ
せ
ま
い
と 

是
迄
何
も
し
ら
せ
ま
せ
ず
。
調
へ
て
上
ま
し
た
。
金
の
か
は
り
に
ノ
ウ
久
作
殿
。
サ
ヽ
ソ
ヽ
そ
ふ
じ
や
。 

ネ
ヽ
根
は
。
ダ
ヽ
大
名
の
フ
ヽ
懐
子
。
イ
ヽ
い
つ
で
も
。
カ
ヽ
金
は
タ
ヽ
沢
山
な
ヨ
ヽ
様
に
。
ナ
ヽ
何 

程
ヲ
ヽ

お
こ
せ
〱
。
フ
ヽ

ふ
み
の
ク
ヽ

来
る
。
タ
ヽ
度
々
。
シ
ヽ

し
ん
ぜ
。
マ
ヽ

ま
し
た
じ
や
。
ソ
ヽ
其
か
は
り 

に
。
ヤ
ヽ
ヽ
や
り
ま
し
た
」
と
。
聞
て
小
磯
も
「
今
更
に
弥
十
郎
様
か
ら
預
つ
た
其
刀
。
そ
ん
な
事 

な
ら
此
間
に
そ
ふ
と
い
ふ
て
下
さ
つ
た
ら
。
何
の
〱
取
に
こ
ぬ
。
ほ
ん
に
女
子
の
鼻
の
先
。
何
の
心 

も
弁
へ
も
。
そ
ん
な
ら
け
ふ
は
其
刀
。
弥
十
郎
様
へ
返
さ
れ
ぬ
か
。
ハ
ア
は
つ
と
計
に
当
惑
の
胸
押 

（25

オ
） 

な
で
る
計
也
。
お
岩
も
倶
に
胸
撫
お
ろ
し
。
「
今
久
作
殿
の
言
し
や
る
通
り
。
賑
手
な
勤
の
お 

前
様
。
御
不
自
由
は
さ
せ
ま
い
と
。
続
け
て
上
た
其
金
の
。
利
足
を
か
け
て
丁
ど
百
両
。
け
ふ 
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と
い
ふ
て
は
。
ノ
ウ
久
作
殿
。
ど
ふ
ぞ
四
五
日
サ
ヽ
マ
ヽ
待
て
。
ク
ヽ
下
さ
れ
〱
」
と
い
は
れ
て
小
磯
が 

又
当
惑
何
と
言
訳
詮
方
も
。
泣
く
も
泣
れ
ぬ
身
の
難
義
。
思
ひ
詰
て
立
上
り
。
表
を 

さ
し
て
か
け
ゆ
く
を
。
二
人
が
と
ゞ
め
て
コ
リ
ヤ
何
所
へ
と
お
岩
が
と
へ
ば
。
イ
ヤ
〱
〱
死
る
〱
爰
は
な
し
て
。 

わ
し
や
弥
十
郎
様
に
立
ぬ
〱
。
渕
川
へ
身
を
投
て
と
。
ふ
り
切
裾
を
引
と
ゞ
め
。
メ
ヽ
め
つ
そ
ふ
な
。 

〱
。
コ
ヽ
こ
な
た
を
。
コ
ヽ
殺
し
て
。
ケ
ヽ
家
来
が
。
タ
ヽ
立
か
。
〱
。
夫
で
も
生
て
は
。
サ
ア
〱
〱

ど
ふ
ぞ
し 

（25

ウ
） 

て
今
日
中
に
。
其
刀
を
取
戻
し
て
上
ま
せ
ふ
。
ヲ
ヽ
ソ
ヽ
そ
れ
〱
。
バ
ヽ
晩
迄
〱
。
マ
ヽ
待
し
や
れ 

〱
。
ア
レ
〱
。
あ
の
様
に
申
さ
れ
ま
す
。
必
短
気
な
事
し
て
下
さ
り
ま
す
な
へ
。
ア
と
は
言 

な
が
ら
お
道
理
〱
。
ど
ふ
い
ふ
て
も
素
性
と
い
ひ
。
大
名
の
お
子
じ
や
物
。
金
の
な
る
木
も 

有
様
に
。
思
召
も
無
理
じ
や
な
い
。
申
〱
。
此
お
岩
が
。
手
を
合
し
て
拝
み
ま
す
。
ど
ふ
ぞ
機
嫌 

よ
ふ
。
お
帰
り
な
さ
れ
て
。
お
待
な
さ
れ
て
。
下
さ
り
ま
せ
」
と
。
涙
な
が
ら
の
詫
言
に
。
「
サ
ア
そ
ふ 

し
て
た
も
れ
ば
わ
し
も
立
。
サ
イ
ナ
。
立
い
で
是
が
よ
い
物
か
。
ど
の
様
に
し
て
な
り
共
。
ヲ
ヽ
サ 

コ
ヽ
心
当
が
。
ゴ
ヽ
ご
ざ
り
ま
す
。
〱
。
ハ
ヽ
ヽ
晩
迄
に
は
。
ト
ヽ
取
も
ど
す
。
〱
。
ア
レ
あ
の
様
に
申
さ
れ 

（26

オ
） 

ま
す
」
と
。
お
岩
も
倶
に
詫
言
の
。
詞
に
小
磯
が
顔
を
上
。「
ほ
ん
に
皆
わ
し
故
に
。
夫
婦
の 

衆
の
心
づ
か
ひ
死
で
も
忘
れ
ぬ
。
嬉
し
い
ぞ
や
。
コ
レ
久
作
。
そ
ん
な
ら
わ
し
は
逝
る
ぞ
や
。
晩
と 

い
ふ
て
は
気
も
せ
か
ふ
。
翌
の
朝
で
も
大
事
な
い
。
戻
し
さ
へ
す
り
や
済
は
い
な
。
イ
エ
〱
〱
主
が 

あ
ゝ
い
は
れ
る
か
ら
は
。
晩
迄
に
は
私
で
も
。
持
て
往
て
返
し
ま
す
」
と
。
一
寸
遁
れ
に
思
案
の
戸
口
。 

夫
な
ら
さ
ら
ば
と
。
表
の
方
。
出
ん
と
せ
し
が
立
ど
ま
り
。「
シ
タ
カ

必
々
気
を
も
ん
で
借
銭
の
か
は
り
に
コ
レ 

癪
發
し
て
下
さ
ん
な
」
と
。
い
へ
ど
答
へ
も
久
作
は
。
唯
う
つ
と
り
と
案
じ
顔
。
お
岩
が
立
て
門
の
口
。
コ
レ

申
。
晩

に
私
が
参
る
迄
。
ヲ
ヽ

待
て
居
わ
い
の
と
。
い
へ
と
心
は
す
め
や
ら
ぬ
。
跡
の
難
義
を
思
ひ
や
り
心
残
し
て 

（26

ウ
） 

し
ほ
〱
と
乳
守
を
。
さ
し
て
立
返
る
。
門
送
り
し
て
久
作
が
。
影
見
ゆ
る
迄
見
送
り
〱
。「
カ
ヽ 

必
。
キ
ヽ
気
づ
か
ひ
。
ナ
ヽ
な
さ
れ
ま
す
な
。
タ
ヽ
確
に
。
コ
ヽ
心
当
が
。
ゴ
ヽ
ご
ざ
り
ま
す
」
と
。
い
へ
ど 

答
へ
も
片
便
り
。
廻
ら
ぬ
舌
に
ぶ
つ
〱
と
仏
壇
の
戸
は
開
け
共
。
心
の
闇
を
御
明
し
に
。 

硯
引
寄
摺
墨
に
涙
は
落
て
濃
薄
き
。
筆
の
立
ど
も
。
泣
沈
む
。
「
コ
レ
久
作
殿
。 

こ
な
様
確
に
心
当
が
有
と
い
ふ
て
請
合
し
や
ん
し
た
が
。
百
両
と
い
ふ
金
心
当
が
有
か
い
の
ふ
。 

ヲ
ヽ
お
れ
が
。
コ
ヽ
心
当
が
。
ア
ヽ
有
と
い
ふ
た
は
。
ミ
ヽ
皆
。
嘘
じ
や
。
ア
ヽ
あ
な
た
の
。
イ
ヽ
命
が
。
タ
ヽ
ヽ 

助
た
い
。
バ
ヽ
ば
つ
か
り
じ
や
。
ヲ
ヽ
道
理
じ
や
〱
。
何
の
百
両
と
い
ふ
金
が
。
心
安
ふ
出
来
る
物
で
。 

（27

オ
） 

あ
な
た
を
殺
す
ま
い
為
当
座
の
間
に
合
と
は
思
へ
共
。
も
し
や
と
思
ふ
も
金
が
な
い 

か
ら
。
な
い
と
い
ふ
て
は
ど
ふ
も
済
ぬ
。
ヲ
ヽ
お
れ
も
。
シ
ヽ
思
案
が
。
ナ
ヽ
な
い
に
寄
て
。
コ
ヽ
此 

通
り
。
俗
名
榎
津
の
久
作
菩
提
の
為
と
は
。
そ
ん
な
ら
こ
な
様
死
る
気
じ
や
の
。
ヲ
ヽ
〱 

シ
ヽ
死
る
。
〱
。
エ
ヽ
情
な
い
事
い
ふ
て
下
さ
ん
す
。
死
で
金
が
出
来
る
事
な
ら
こ
な
様
ば
か
り
じ
や 

な
い
わ
い
の
。
私
も
娘
も
何
の
生
て
居
ま
せ
ふ
ぞ
。
親
子
三
人
命
は
三
つ
有
け
れ
ど
。 

金
の
役
に
は
立
ぬ
か
」
と
。
貞
女
の
ぐ
ど
〱
と
叶
は
ぬ
。
事
の
恨
泣
。
娘
の
お
市
は 

納
戸
よ
り
し
ほ
〱
出
て
「
申
と
ゝ
様
か
ヽ
さ
ま
。
わ
し
や
さ
つ
き
に
か
ら
何
も
角
も
聞 

（27

ウ
） 

て
居
ま
し
た
が
。
夫
程
金
の
入
事
な
ら
。
わ
し
を
乳
守
の
女
郎
や
へ
売
て
や
つ
て
く
だ 

さ
ん
せ
」
と
。
い
へ
ば
久
作
涙
を
呑
込
。「
ヲ
ヽ
ヨ
ヽ

よ
ふ
い
ふ
た
。
デ
ヽ

出
か
し
た
。
〱
。
ソ
ヽ
夫
に
。
ヂ
ヨ

〱
如
在
は
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な
い
。
ダ
ヽ
大
事
の
。
ヲ
ヽ
ヽ
お
主
様
さ
へ
ツ
ヽ
勤
し
て
。
ゴ
ヽ
ご
さ
れ
ば
。
ウ
ヽ
売
て
や
る 

ほ
ど
。
ヨ
ヽ
よ
け
れ
ど
。
三
年
跡
の
。
ホ
ヽ
疱
瘡
。
カ
ヽ
顔
が
。
フ
ヽ
不
器
量
に
。
ナ
ヽ
成
た 

コ
ヽ
此
か
ゝ
と
。
ヒ
ツ
引
く
る
め
て
も
。
ゴ
ヽ
五
十
両
に
も
。
ナ
ヽ
な
ら
ぬ
は
い
〱
。
そ
ん
な
ら
わ
し
は 

顔
が
悪
い
に
よ
り
つ
て
。
女
郎
や
へ
行
事
は
な
ら
ぬ
か
へ
。
コ
レ
嚊
様
。
ど
ふ
ぞ
此
顔
の
直
る
様 

に
し
て
下
さ
ん
せ
」
と
。
ぐ
は
ん
ぜ
な
い
事
聞
に
付
母
は
気
も
き
へ
心
き
へ
。
ヲ
ヽ
子
心
に
さ
へ 

（28

オ
） 

其
様
に
思
や
る
物
奉
公
し
ら
る
ゝ
わ
し
が
身
な
ら
何
の
う
か
〱
し
て
居
よ
ぞ
い
の
。 

不
器
量
の
上
に
世
帯
じ
み
ひ
ゞ
あ
か
ぎ
れ
に
手
足
は
あ
れ
る
。
わ
し
が
身
で
さ
へ 

あ
い
そ
が
尽
る
久
作
殿
。
わ
し
が
器
量
の
よ
い
な
ら
ば
。
こ
ん
な
時
の
役
に
立
で
有
ふ 

の
に
。
ふ
が
い
な
い
女
房
を
持
た
と
嘸
や
口
惜
か
ろ
。
わ
し
や
こ
な
様
の
手
前
が
恥 

か
し
い
。
娘
と
い
ひ
此
母
迄
此
よ
ふ
に
。
悪
ふ
も
揃
ふ
物
か
い
の
」
と
。
悔
み
歎
け
ば
倶 

に
目
を
す
り
。
「
ヤ
ヽ

役
に
も
。
タ
ヽ

立
ぬ
。
ヨ
ヽ

よ
ま
い
言
。
キ
ヽ

器
量
も
。
ヘ
ヽ

孫
瓜
も
な
い
。
タ
ヽ 

高
は
。
ビ
ン
貧
乏
が
。
イ
ン
因
果
じ
や
」
と
。
夫
が
悔
め
ば
妻
娘
。
顔
を
見
合
す
計
に
て 

（28

ウ
） 

と
か
く
。
涙
に
伏
沈
む
。
表
の
方
に
は
と
く
よ
り
も
内
の
様
子
を
聞
度
に
。
黙
頭
〱 

取
出
す
。
百
両
包
投
込
だ
り
。
夫
婦
は
恟
り
コ
ヽ
こ
り
や
金
じ
や
。
ホ
ン
ニ
小
判
の
百 

両
包
。
是
は
不
思
議
と
驚
く
親
子
。
ホ
ヲ
ヽ
驚
き
は
尤
と
声
を
か
け
て
打
通
り
。「
御
覧
の 

通
り
遠
国
の
浪
人
者
。
所
用
有
て
此
の
辺
徘
徊
致
し
不
図
参
り
か
ゝ
り
し
此
家
の
門 

夫
婦
の
愁
嘆
。
余
り
笑
止
に
存
る
か
ら
。
幸
に
持
合
せ
し
金
子
百
両
用
立
て
進
ぜ
た
く
推 

参
御
免
」
と
解
紐
の
笠
ぬ
ぎ
捨
る
面
躰
に
で
つ
か
り
痣
は
紛
れ
ぬ
極
印
。
お
尋
者
の
与 

次
兵
衛
と
は
名
乗
ぬ
先
に
し
ら
れ
た
り
。
夫
婦
は
余
り
の
嬉
し
さ
に
手
の
舞
足
の
踏
所
。 

（29

オ
） 

一
向
夫
は
物
得
言
ず
只
。
ハ
ツ
ア
。
ハ
ツ
と
ば
か
り
に
て
畳
に
額
を
摺
付
れ
ば
。
女
房
が
引 

取
て
。「
御
ら
ふ
じ
ま
す
通
吃
で
舌
も
廻
ら
ぬ
上
。
嬉
し
い
画
一
ぱ
い
で
。
一
向
何
に
も
得
い
は 

ず
に
居
れ
ま
す
。
そ
し
て
マ
ア
。
つ
い
し
か
お
近
付
で
も
ご
ざ
り
ま
せ
ぬ
私
ら
に
。
大
ま
い 

の
お
金
を
下
さ
れ
ま
す
る
段
。
忝
い
と
申
ま
せ
ふ
か
。
有
が
た
い
と
申
そ
ふ
か
。
わ
た
し
ら
親 

子
三
人
が
命
の
親
共
氏
神
共
。
い
ふ
に
言
れ
ぬ
御
厚
恩
」
と
手
を
合
す
れ
ば
。
コ
ヽ
こ
り
や
。 

ニ
ヨ
女
房
。
ヲ
ヽ
お
礼
は
ヲ
ヽ
お
れ
が
。
ア
ヽ
跡
で
。
ユ
ヽ
ゆ
る
り
と
い
ふ
。
ソ
ヽ
其
金
で
。
カ
ヽ
刀
を
。 

ハ
早
ふ
。
ト
ヽ
取
て
こ
い
。
〱
。
ほ
ん
に
マ
ア
此
お
礼
は
ち
や
つ
き
り
ち
や
つ
と
ど
ふ
お
礼
を 

（29

ウ
） 

申
さ
ふ
や
ら
マ
ア
〱
私
は
此
金
で
」
と
。
戴
き
〱
出
行
を
。
与
次
兵
衛
し
ば
し
と
呼
と
ゞ
め
。 

「
命
に
か
ゝ
る
事
な
れ
ば
心
の
急
は
尤
な
が
ら
。
只
一
言
某
が
。
お
身
に
尋
る
子
細
有
。 

イ
ヤ
別
の
義
で
も
お
り
な
い
。
お
身
が
夫
の
久
作
と
某
が
此
顔
。
よ
く
似
寄
た
か
但
し
は
似
ぬ
か
」
と 

差
出
す
顔
。
つ
く
〱
眺
め
て
「
ほ
ん
に
そ
ふ
お
つ
し
や
れ
ば
。
ど
ふ
や
ら
似
た
様
に
も
有
け
れ
ど
。 

ま
が
は
ぬ
所
は
あ
な
た
の
痣
。
ム
ヽ
尤
」
と
腰
に
用
意
の
や
た
て
取
出
し
。
遠
慮
会
釈 

も
久
作
が
ゑ
づ
か
み
取
て
ぐ
つ
と
引
寄
。
左
の
高
頰
へ
覚
の
痣
。「
此
入
墨
は
我
秘
法 

何
と
内
宝
。
是
で
は
我
に
似
よ
ふ
が
や
。
似
ま
し
た
確
か
瓜
を
割
る
ず
に
生
う
つ
し
。
女
房 

（30

オ
） 

の
目
に
さ
へ
見
違
ふ
ま
す
。
ム
ヽ
夫
聞
た
れ
ば
外
に
用
な
し
。
久
作
は
奥
の
間
で
様 

子
と
つ
く
り
言
聞
さ
ん
。
案
内
し
や
れ
」
と
与
次
兵
衛
が
独
呑
込
心
の
工
み
。
打
諾 
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て
久
作
が
。
娘
を
連
て
奥
の
方
。
お
岩
は
心
い
そ
〱
と
質
や
を
さ
し
て
急
ぎ
行
。 

早
暮
か
ゝ
る
表
の
方
。
所
の
代
官
丸
岡
丹
下
。
内
の
様
子
を
窺
ひ
〱
。
袖
に
用
意 

の
呼
子
の
笛
。
相
図
は
と
く
よ
り
与
五
八
が
。
納
戸
の
内
よ
り
忍
び
出
。
声
を
顰
て 

丹
下
様
。
ヲ
ヽ
サ
与
五
八
最
前
の
侍
は
弥
与
次
兵
衛
に
極
つ
た
か
。
い
か
に
も
左
様
。
正
銘 

正
真
極
印
の
付
た
船
頭
与
次
兵
衛
。
裏
か
ら
忍
ん
で
様
子
は
と
つ
く
と
。
ホ
ヽ
す
り
や 

（30

ウ
） 

与
次
兵
衛
に
相
違
は
な
い
な
。
ソ
レ
家
来
共
ふ
ん
込
」
と
。
い
ふ
を
押
さ
へ
て
「
ア
ヽ
申
お
急
な
さ 

る
ゝ
な
。
与
次
兵
衛
は
与
次
兵
衛
で
も
。
其
与
次
兵
衛
が
二
人
有
。
ム
ヽ
何
と
い
ふ
。
二
人
有
と 

は
そ
り
や
ど
ふ
し
て
。
サ
ア
一
人
は
此
家
の
亭
主
久
作
と
申
者
。
顔
に
痣
を
俄
に
拵
へ 

ど
ち
ら
を
ど
ふ
共
見
わ
け
が
た
し
。
そ
こ
を
見
分
る
工
夫
は
彼
。
似
せ
者
め
は
口
が
吃
で
ご
ざ 

り
ま
す
。
何
ぼ
頰
が
よ
ふ
似
て
も
吃
る
や
つ
は
似
せ
者
。
す
つ
ぱ
り
と
物
い
ふ
が
本
の 

与
次
兵
衛
。
そ
れ
じ
や
に
よ
つ
て
マ
ア
せ
か
ず
と
と
つ
く
り
と
。
吟
味
し
て
よ
い
時
分
に
は
。 

此
笛
を
我
等
が
相
図
。
其
時
大
勢
込
入
て
討
て
成
共
搦
て
な
り
と
。
与
次
兵
衛 

（31

オ
） 

を
手
に
入
た
ら
褒
美
は
引
か
へ
御
合
点
か
。
ホ
ウ
夫
は
ち
つ
共
気
つ
か
ひ
す
な
。
然
ら
ば
同
勢
諸 

共
に
此
家
の
ぐ
る
り
に
忍
ん
で
待
。
随
分
と
吟
味
を
遂
必
似
せ
者
掴
な
よ
。
そ
り
や
合
点
」 

と
。
黙
頭
囁
き
元
の
納
戸
へ
与
五
八
は
。
忍
ん
で
様
子
を
伺
ひ
居
る
。
斯
と
は
い
さ
や
久
作
が
。
心 

も
く
ら
む
黄
昏
の
。
時
や
移
る
と
。
霑
れ
出
。
門
の
戸
口
も
さ
し
足
も
。
胸
の
思
ひ
は 

妻
と
子
に
。
名
残
涙
を
打
払
ひ
。
「
ヨ
ヽ
世
の
中
の
。
タ
ヽ
宝
と
。
い
ふ
は
。
キ
ヽ
金
銀
よ
り
。 

ホ
ツ
外
に
に
は
な
い
。
ソ
其
。
タ
ヽ
大
切
な
。
カ
ヽ
金
。
イ
ヽ
命
を
。
ヒ
ヽ
百
両
に
。
ウ
ヽ
売
は
。
ウ
ヽ
売 

徳
。
ヲ
ヽ
お
れ
が
命
。
ウ
ヽ
売
た
。
カ
ヽ
金
と
は
。
シ
ヽ
知
ず
に
。
ニ
ョ
ン
女
房
が
。
ヨ
ヽ
悦
ん
だ
が
。 

（31

ウ
） 

イ
ヽ
ヽ

い
ぢ
ら
し
い
。
フ
ヽ

不
便
な
」
と
。
暫
し
涙
に
む
せ
び
し
が
。「
グ
ヽ

愚
痴
な
。
〱
。
ヲ
ヽ

お
れ
も
。
サ
ヽ

侍
の
ハ
ヽ

果
じ
や
。
リ
ヽ
立
派
に
。
ハ
ヽ
腹
。
キ
ヽ
切
て
。
ミ
ヽ
見
せ
ふ
ぞ
」
と
。
肌
押
く
つ
ろ
げ
九
寸 

五
分
。
抜
よ
り
早
く
欠
出
る
娘
。
「
と
ゝ
様
死
で
下
さ
る
な
」
と
。
腕
に
取
つ
き
泣
入
我
子
。
可 

愛
や
路
頭
に
立
お
ら
ふ
と
。
思
へ
ば
胸
も
張
裂
ば
か
り
娘
が
。
顔
を
打
眺
め
。
「
コ
ヽ
こ
り
や
。
ト
ヽ 

と
ゝ
は
。
シ

死
ね
ば
。
ナ
ヽ

な
ら
ぬ
か
い
。
ズ
ヽ

随
分
。
ヲ
ヽ

お
と
な
し
う
。
ナ
ヽ

な
つ
て
。
セ
ヽ

成
人
。
シ
ヽ

し
て
く
れ
。

カ
ヽ

可
愛
や
。
チ
ヽ

力
が
。
ア
ヽ

有
ま
い
」
と
。
い
ふ
た
計
が
精
一
ぱ
い
。
娘
を
引
寄
抱
し
め
て
見 

れ
ば
見
か
は
す
恩
愛
の
吃
ら
ぬ
物
は
涙
な
り
。
夫
と
は
し
ら
ぬ
女
房
が
。
提
し
刀
に
気 

（32

オ
） 

も
せ
か
れ
帰
る
門
の
戸
打
た
ゝ
き
。「
久
作
殿
今
戻
つ
た
爰
明
て
下
さ
ん
せ
」
と
。
い
ふ 

に
恟
り
久
作
が
娘
を
突
退
。
刃
物
取
手
に
取
付
お
市
。
「
ア
レ
と
ゝ
様
が
死
し
や
る
わ
い
の
。 

嚊
様
早
ふ
と
め
て
い
の
」
と
。
い
ふ
声
聞
て
「
ヤ
ア
〱
〱
。
と
ゝ
様
が
死
し
や
る
と
は
エ
ヽ
是
。
そ
ん
な 

事
い
ふ
手
間
で
早
ふ
爰
を
明
て
た
も
。
サ
ア
夫
で
も
明
に
往
た
ら
其
間
に
と
ゝ
様
が 

死
し
や
る
」
と
。
腕
に
縋
つ
て
放
さ
ぬ
娘
。
外
に
は
母
も
気
は
そ
ゞ
ろ
あ
せ
る
拍
子 

に
錠
ば
つ
れ
転
つ
ま
ろ
び
つ
か
け
入
て
。「
コ
レ
〱
〱
こ
な
様
何
で
死
し
や
ん
す
。
死
で
叶
は
ぬ
訳 

な
ら
ば
な
ぜ
此
わ
し
に
打
明
て
。
い
ふ
て
聞
し
て
く
れ
も
せ
ず
。
留
主
の
間
に
死
ふ
と
は
。
物 

（32

ウ
） 

思
へ
と
か
胴
欲
な
。
モ
ヽ
尤
じ
や
。
ド
ヽ
道
理
じ
や
。
ワ
ヽ
訳
と
。
い
ふ
は
。
ヒ
ャ
百
両
。
カ
ヽ
金
で
。
イ
ヽ
命
を
。

ウ
ヽ
売
た
の
じ
や
。
何
百
両
の
金
に
命
を
売
た
と
は
。
ど
ふ
し
た
事
で
こ
な
た 
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の
命
。
百
両
に
売
し
や
ん
し
た
。
ホ
ヽ
其
様
子
は
某
が
。
委
し
く
語
聞
さ
ん
」
と
。
障
子
開 

け
ば
船
頭
与
次
兵
衛
。
腹
一
文
字
に
か
き
切
て
。
苦
痛
を
こ
た
へ
る
其
有
様
。
「
ヤ
ア
お
前
は 

さ
つ
き
の
お
侍
。
切
腹
は
何
故
」
と
。
驚
く
女
房
久
作
も
飽
て
。
詞
な
か
り
け
り
。 

手
負
は
深
手
に
ち
つ
共
屈
せ
ず
。
「
イ
ヤ
驚
き
召
ん
な
夫
婦
の
衆
。
此
切
腹
の
其 

子
細
。
申
て
聞
ん
」
と
息
を
つ
ぎ
。
元
某
は
関
東
武
士
子
細
有
て
久
吉
に
世
を
挟
め 

（33

オ
） 

ら
れ
。
憤
り
や
む
事
を
得
ず
。
近
寄
て
恨
み
を
な
さ
ん
と
思
ふ
に
幸
。
此
度
異
国 

退
治
に
つ
き
。
九
州
名
古
屋
へ
出
船
と
聞
し
よ
り
。
是
ぞ
本
望
達
す
る
時
節
。 

元
よ
り
船
は
鍛
錬
の
。
我
を
誠
の
船
頭
と
心
を
ゆ
る
し
久
吉
が
。
乗
た
る
船
は
龍 

頭
鷁
首
。
住
吉
浦
よ
り
纜
と
き
。
既
に
乗
出
す
折
も
お
り
。
武
庫
山
嵐
麻 

耶
お
ろ
し
。
吹
し
く
風
に
漂
ふ
船
。
爰
ぞ
本
望
時
得
た
り
と
。
夕
闇
暗
き
折
も 

よ
く
。
楫
。
討
折
バ
く
る
〱
〱
渦
に
。
巻
れ
て
召
船
の
。
近
習
の
面
々
声
々
に
。
船
を 

戻
せ
漕
戻
せ
と
呼
は
る
声
を
聞
捨
に
海
へ
ざ
ん
ぶ
と
飛
入
て
。
船
底
四
五
尺
切
穿 

（33

ウ
） 

ば
。
目
た
ゝ
く
間
も
有
ば
こ
そ
船
。
人
く
る
め
ず
ぶ
〱
〱
。
底
の
滓
と
な
し
た
れ
ば
。
ア
ヽ
フ
心 

能
や
。
本
望
や
と
夕
波
風
も
烈
し
き
海
原
游
ぐ
渚
に
。
提
燈
松
明
。
「
大
将
の
召 

船
に
過
さ
せ
し
は
船
頭
の
与
次
兵
衛
が
叛
逆
に
極
つ
た
り
。
討
取
射
取
と
大
勢
が
群 

立
中
を
切
抜
て
。
其
場
の
難
は
遁
れ
し
か
ど
。
目
ざ
す
敵
は
大
領
久
吉
討
も
ら
し
た
る
残 

念
さ
何
に
類
の
。
有
べ
き
ぞ
。
夫
よ
り
は
某
が
絵
図
を
も
つ
て
厳
し
き
詮
義
。
此
難 

を
遁
れ
ん
に
は
。
身
が
は
り
を
も
つ
て
欺
ん
と
。
思
ひ
付
し
は
久
作
殿
。
我
に
寸
分
替
ら
ぬ
面 

躰
。
其
夜
に
思
は
ず
出
合
し
顔
。
燈
か
げ
に
す
か
し
て
身
置
し
も
不
思
議
の
縁
と 

（34

オ
） 

跡
を
付
。
此
家
を
と
つ
く
と
見
届
置
。
け
ふ
し
も
来
か
ゝ
る
夫
婦
の
難
義
。
是
幸 

と
用
意
の
百
両
。
二
人
に
あ
た
へ
恩
を
か
け
。
の
つ
引
さ
せ
ず
腹
切
せ
。
我
身
か
は
り
に 

せ
ん
も
の
と
。
扨
こ
そ
斯
計
ひ
し
が
。
我
を
詮
義
の
廻
し
者
此
家
の
内
に
忍
び 

居
て
。
早
計
略
を
知
た
れ
ば
。
所
詮
遁
れ
ぬ
運
命
と
諦
め
て
の
切
腹
ぞ
」
と
。
息 

も
切
さ
ぬ
強
気
の
手
負
始
め
終
の
物
が
た
り
。
様
子
を
と
つ
く
と
与
五
八
が
。
納
戸
よ
り 

ぬ
つ
と
出
。「
ヤ
ア
夫
を
見
出
そ
ふ
ば
つ
か
り
に
犬
に
成
て
入
こ
ん
だ
。
遉
は
与
次
兵
衛
よ
い 

覚
悟
」
と
。
い
ふ
に
久
作
「
ヨ
ヽ
与
次
兵
衛
と
イ
ヽ
い
ふ
は
。
ヲ
ヽ
お
れ
じ
や
〱
。
ヲ
ヽ
お
れ
が
ク
ヽ 

（34

ウ
） 

首
。
キ
ヽ
切
た
。
〱
。
ヤ
ア
し
ら
ば
け
め
何
ほ
ざ
く
。
頰
は
似
て
も
吃
が
似
せ
者
。
腮
叩
く
な
」 

と
踏
飛
し
。
呼
子
の
笛
を
吹
立
れ
ば
。
待
に
待
た
る
丸
岡
丹
下
つ
つ
と
入
。「
ヤ
ア
与
五 

八
。
与
次
兵
衛
を
討
取
た
か
い
か
に
〱
。
ハ
ア
ヽ
お
気
遣
ひ
な
さ
る
ゝ
な
。
贋
者
の
手
目
上 

て
。
誠
の
与
次
兵
衛
に
詰
腹
切
せ
置
ま
し
た
。
ホ
ヲ
遖
手
柄
。
イ
テ
首
取
ん
」
と 

か
け
入
一
間
。
「
ホ
ヽ
運
尽
て
切
腹
し
た
る
船
頭
与
次
兵
衛
。
首
取
て
手
柄
に
せ
よ
。
ホ
ヽ 

弁
舌
の
爽
さ
。
真
の
与
次
兵
衛
ご
さ
ん
な
れ
」
と
。
首
を
は
つ
し
と
打
落
し
勇
進
ん 

で
丸
岡
丹
下
。
与
五
八
来
れ
と
し
た
り
顔
。
役
所
を
さ
し
て
立
返
る
。
跡
を
と
つ
く
と 

（35

オ
） 

久
作
が
。
一
間
入
て
死
骸
に
向
ひ
。「
ホ
ヽ
遖
成
久
作
。
某
が
約
を
変
ぜ
す
潔 

き
此
切
腹
。
忝
し
共
過
分
共
。
い
か
で
詞
の
有
べ
き
ぞ
。
只
此
上
は
未
来
の
仏
果
。
成 



 15 

仏
得
脱
南
無
阿
弥
陀
仏
」
と
合
掌
の
傍
に
女
房
が
不
審
顔
。「
コ
レ
久 

作
殿
。
何
じ
や
や
ら
ど
き
〱
と
。
ど
ふ
や
ら
合
点
が
。
ホ
ヽ
不
審
は
尤
。
某
こ
そ
船
頭
与
次 

兵
衛
。
そ
ち
が
夫
は
ア
ノ
死
骸
」
と
。
聞
て
恟
り
女
房
が
行
燈
引
寄
と
つ
く
と
見
て
。「
本 

に
お
前
は
お
侍
様
。
お
侍
は
お
侍
じ
や
が
。
ア
ノ
死
骸
を
夫
と
は
。
そ
ん
な
ら
吃
は
。
ホ
ヽ
吃
は
元
心 

の
臓
の
煩
ひ
。
切
腹
の
切
先
に
心
の
臓
を
断
切
ば
。
自
と
廻
る
弁
舌
言
句
。
衣
類 

（35

ウ
） 

を
差
か
へ
我
身
が
は
り
。
エ
イ
。
す
り
や
何
と
云
し
や
ん
す
。
心
の
臓
と
や
ら
を
切
た
故
。
舌
が
直
つ 

て
物
が
言
れ
る
。
そ
ん
な
ら
お
前
は
お
侍
様
。
此
死
骸
が
や
つ
ぱ
り
夫
の
久
作
殿
か
い
の
ふ
。
ハ
ア
。
は
つ
」
と
其
座

に
ど
ふ
ど
伏
。
「
扨
も
〱
情
な
や
さ
つ
き
に
内
へ
戻
つ
た
時
。
と
ゝ
様
が
死
し
や
ん
す 

と
娘
が
声
に
恟
り
に
て
。
心
せ
く
故
暗
り
で
よ
ふ
似
た
故
に
夫
じ
や
と
。
思
ふ
て
居
た
は
何
事
ぞ
。
唐 

天
竺
を
尋
て
も
現
在
夫
を
取
違
へ
る
。
女
房
が
又
と
有
物
か
。
嘸
久
作
殿
の
今
は
に
は
。
不
貞 

節
な
女
房
じ
や
と
さ
け
し
ん
で
居
や
し
や
ん
し
よ
。
死
で
未
来
で
逢
た
時
わ
し
や
言
訳
を
何
と 

せ
ふ
ど
ふ
ぞ
い
な
」
と
声
を
上
嘆
け
ば
倶
に
泣
娘
。「
さ
つ
き
に
は
ア
ノ
お
ぢ
様
が
と
ゝ
様
の
着
物
着 

（36

オ
） 

て
ゞ
有
た
に
よ
つ
て
。
や
つ
ぱ
り
と
ゝ
様
じ
や
と
思
ふ
て
居
た
は
い
な
。
嚊
さ
ま
こ
ら
へ
て
下
さ
ん
せ
」
と 

縋
り
歎
け
ば
母
親
も
。
い
と
ゞ
せ
き
上
せ
ぐ
り
上
。
涙
の
限
り
。
声
限
り
泣
尽
す
。
こ
そ
道
理
成
。
涙
払
ふ 

て
女
房
が
夫
の
死
骸
の
刀
を
取
。
既
に
自
害
と
見
る
与
次
兵
衛
。「
ヤ
ア
死
ん
と
は
何
故
に
」
と
。 

刀
取
手
を
「
イ
ヤ
〱
〱
放
し
て
殺
し
て
下
さ
ん
せ
。
夫
に
せ
め
て
身
の
言
訳
。
ハ
テ
扨
コ
リ
ヤ
狼
狽
者
。 

稚
い
娘
を
見
捨
る
の
み
か
。
契
約
の
此
一
腰
。
誰
が
残
つ
て
其
主
へ
。
返
す
〱
も
夫
へ
追
善 

心
得
た
る
か
」
と
手
に
渡
す
。
刀
の
袋
を
取
上
て
見
る
も
親
子
が
。
涙
の
種
。
又
も
戸
口
へ 

邪
智
深
く
立
聞
し
た
る
与
五
八
が
。「
イ
デ
注
進
」
と
欠
行
を
透
さ
ぬ
用
意
の
種
が
嶋
。 

（36

ウ
） 

ど
ふ
ど
打
込
手
こ
た
へ
に
。
も
ろ
く
も
息
は
絶
て
げ
り
。
最
早
さ
ら
ば
と
与
次
兵
衛
が
心
残
し
て
立 

出
る
母
と
娘
は
。
仏
壇
に
か
ゝ
げ
残
せ
し
燈
明
の
灯
か
げ
も
。
細
き
松
虫
の
鉦
も
幽
に
。 

南
無
阿
弥
陀
仏
〱
。
弥
陀
は
西
方
極
楽
の
花
の
臺
に
我
夫
の
日
頃
念
ず
る 

地
蔵
尊
。
未
来
を
導
き
。
た
び
給
へ
。
此
後
誰
を
頼
べ
き
。
歎
き
を
い
つ
か
忘
る
べ
き 

な
ま
い
だ
。
な
む
あ
み
だ
仏
。
〱
な
ま
い
だ
涙
。
片
手
に
娘
の
お
市
。「
嚊
さ
ま
早
ふ 

此
刀
。
乳
守
の
里
へ
」
と
。
勧
め
ら
れ
掲
る
刀
の
暫
時
も
。
放
れ
が
た
な
き
夫
の
躯
。
捨
行
。 

娑
婆
の
有
為
無
常
救
ふ
は
。
弥
陀
の
誓
願
力
心
々
に
出
で
ゆ
く 

（37

オ
） 

第
三 

犬
馬
の
人
を
労
則
は
帷
蓋
を
も
つ
て
是
を
覆
ふ
況
大
切
の
人
に
お
ゐ
て
お
や
。
重
ん
ぜ 

ず
ん
ば
有
べ
か
ら
ず
。
真
柴
大
領
久
吉
公
武
威
海
内
に
ふ
る
ひ
。
其
家
に
有
ず
し
て 

関
白
則
闕
の
官
に
至
。
帝
都
を
守
護
す
る
聚
楽
の
館
戸
さ
ゝ
ぬ
御
代
と
賑
は
へ
り
。 

時
も
春
の
御
慰
と
は
し
近
く
出
給
へ
ば
。
岸
田
勘
解
由
を
始
め
と
し
お
小
姓
お
傍
の
諸
役 

人
。
中
に
取
分
曽
呂
利
が
輕
口
。
御
機
嫌
取
々
様
々
也
。
大
将
仰
出
さ
る
ゝ
は
「
去
頃
住
吉
の
浦
に
置 

て
。
船
頭
与
次
兵
衛
と
い
ふ
者
。
某
に
仇
せ
ん
と
計
し
を
。
不
思
議
に
遁
れ
。
早
速
其
与
次 

（37

ウ
） 

兵
衛
は
刑
罰
に
行
へ
共
。
若
同
類
の
族
も
有
ん
か
と
朝
鮮
国
征
伐
も
延
引
併
先 

達
て
申
渡
せ
し
名
古
屋
表
。
仮
屋
の
普
請
出
来
次
第
出
船
せ
ん
。
其
旨
諸
士
へ
触
聞
せ
」 
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と
。
仰
に
は
つ
と
岸
田
勘
解
由
。
「
仮
御
殿
の
普
請
某
が
仰
を
蒙
る
故
。
増
人
歩
を
差
下
し 

夜
を
日
に
つ
い
で
急
く
と
い
へ
ど
も
。
二
百
里
に
余
る
道
ね
れ
ば
何
角
心
に
任
せ
ず
。
延
引
の
段
近 

頃
恐
れ
奉
る
」
と
。
身
の
誤
り
に
言
訳
も
し
よ
け
り
切
た
る
折
か
ら
に
御
気
に
入
の
奥
小
姓
桜
井
求 

馬
。
何
か
仕
落
は
白
小
袖
。
枝
葉
も
枯
た
る
一
木
の
松
。
御
前
に
か
き
据
さ
せ
。
其
身
は
白
洲
に 

手
を
つ
か
へ
「
此
鉢
の
樹
は
常
世
の
松
の
実
植
。
臼
杵
の
宮
の
神
主
献
上
の
名
木
御
秘
蔵 

（38

オ
） 

有
て
私
に
預
置
れ
し
所
。
斯
の
ご
と
く
一
夜
の
内
に
。
枯
木
と
成
段
不
念
の
至
。
不
調
法 

千
万
申
上
べ
き
詞
も
な
し
。
此
上
の
御
哀
憫
切
腹
願
ひ
奉
る
」
と
。
頭
を
下
れ
ば
近
習
外 

様
。
こ
は
不
吉
成
松
の
枯
木
。
御
機
嫌
の
程
察
し
入
眉
を
顰
る
計
也
。
岸
田
勘
解
由
眼
を 

剥
出
し
。
「
ヤ
ア
大
そ
れ
た
事
を
仕
出
し
。
切
腹
と
は
の
ぶ
と
い
願
ひ
。
松
は
千
歳
と
寿
く
中
取
わ
け
て 

御
秘
蔵
の
常
世
の
松
。
枯
し
も
ぼ
し
た
は
我
君
を
調
伏
す
る
も
同
じ
事
。
大
罪
な
れ
ば
逆 

磔
覚
悟
ひ
ろ
げ
」
と
無
法
の
詞
。
大
将
大
き
に
笑
は
せ
給
ひ
。
「
万
物
の
長
た
る
人
の
名
松 

ぐ
ら
ひ
に
替
る
べ
き
か
。
譬
て
い
が
ゞ
典
薬
共
が
予
が
病
気
を
療
治
し
て
。
本
復
な
き
迚
切 

（38

ウ
） 

腹
せ
ば
奉
公
す
る
医
者
一
人
も
有
ま
じ
。
況
非
常
の
草
木
。
枯
し
ぼ
め
ば
迚
何
の
切
腹
。 

こ
れ
し
き
に
腹
切
て
我
馬
さ
き
で
討
死
せ
ん
ず
る
命
。
か
け
が
へ
で
も
持
た
る
か
白
痴
者
。
遠 

慮
な
く
奉
公
せ
よ
」
と
。
寛
仁
大
度
の
御
詞
。
は
つ
と
領
掌
求
馬
が
悦
び
。
曽
呂
利
御
前
へ 

つ
ゝ
と
出
。「
此
松
の
枯
る
と
は
や
れ
〱
目
出
度
や
〱
。
御
祝
義
に
一
首
仕
ら
ん
。
お
小
姓
達
硯 

〱
」
と
。
早
御
機
嫌
に
大
高
壇
紙
。
さ
ら
〱
さ
つ
と
。
斯
計
。
「
御
秘
蔵
の
常
世
の
松
は
枯
に
け
り
。 

己
が
千
年
を
君
に
譲
り
て
。
ハ
ヽ
千
秋
楽
」
と
読
上
れ
ば
。
扨
も
詠
だ
り
祝
ふ
た
り
と
。
皆
方
歳
を 

祝
し
け
り
。
大
将
御
機
嫌
う
る
は
し
く
。
今
に
始
め
ぬ
曽
呂
利
が
狂
哥
。
不
浄
を
払
ふ
妙
文
な
り
と
。 

（39

オ
） 

褒
美
を
く
れ
ん
坊
主
め
望
め
」
と
の
給
へ
は
。
「
ハ
イ
イ
ヤ
モ
天
窓
の
ざ
り
〱
か
ら
爪
先
迄
。
皆
我
君
の
ご
恩
賞
。
外

に
望
は
何
も
な
し
。
去
な
が
ら
御
意
を
背
く
は
却
て
憚
。
御
祝
義
の
印
迄
紙
袋
に
米
一
ぱ
い
。 

夫
か
拝
領
致
し
た
い
」
と
。
聞
て
久
吉
打
笑
ひ
。
「
扨
欲
の
な
い
菟
入
。
望
の
通
り
得
さ
し
て
く
れ
ふ
ハ
ア
ヽ
有
が
た

し
」
と
罷
立
休
息
部
や
に
走
入
。
兼
て
用
意
や
し
た
り
け
ん
。
五
間
に
長
さ
十
八
間
の
紙
帳 

を
引
さ
げ
走
り
出
。
「
サ
ア
〱
〱
お
小
姓
衆
頼
ま
す
」
と
。
紙
帳
の
四
方
を
引
ぱ
ら
せ
。「
ハ
イ
お
約
束
の
紙
袋
」
と
。

云
せ
も
立
ず
岸
田
勘
解
由
。「
ヤ
ア
是
が
ど
こ
に
紙
袋
。
我
君
を
白
痴
に
す
る
か
狂
惑 

者
」
と
き
め
付
れ
ば
。「
ハ
テ
扨
。
大
き
う
て
も
ち
い
さ
ふ
て
も
紙
袋
は
紙
袋
。
是
を
二
の
丸
の
お
米 

（39

ウ
） 

蔵
に
打
さ
せ
。
お
約
束
の
通
り
紙
袋
に
米
一
ぱ
い
。
欲
の
な
い
我
等
が
望
。
ハ
イ
有
難
ふ
存
し 

ま
す
」
と
一
礼
す
れ
ば
。
大
将
興
に
入
給
ひ
。「
ソ
レ
次
手
に
仕
れ
。
は
つ
と
答
へ
て
取
敢
ず
。
千
早 

振
。
神
代
も
聞
ぬ
紙
袋
。
か
ら
蔵
に
し
て
米
貰
ふ
と
は
。
ヲ
ヽ
出
か
し
た
〱
。
其
哥
は 

立
田
川
の
。
お
の
れ
は
す
つ
ぱ
の
か
は
な
り
」
と
御
戯
に
伺
公
の
諸
士
。
騒
き
笑
ひ
賑
は
へ
り
。 

か
ゝ
る
御
機
嫌
能
折
と
北
の
方
夕
柳
御
前
。
お
局
に
案
内
さ
せ
。
し
づ
〱
と
立
出
給
ひ
。「
我
君
様
の 

異
な
い
御
機
嫌
と
。
局
共
が
知
せ
も
嬉
し
く
。
其
御
機
嫌
よ
い
折
か
ら
に
申
上
た
い
自
か
お
願
ひ
と
。 

聞
も
あ
へ
ず
「
ヤ
ア
又
躮
捨
丸
か
事
な
ら
ん
。
又
し
て
も
〱
聞
訳
な
い
願
ひ
事
」
と
。
不
興
に
見
ゆ 

（40

オ
） 

れ
ば
猶
も
す
り
寄
。
「
サ
ア
申
出
す
と
其
様
に
。
詞
す
げ
な
ふ
御
意
遊
ば
せ
と
。
マ
ア
思
ふ
て
も 

御
覧
遊
ば
せ
。
今
四
海
一
統
治
め
給
ふ
我
君
様
。
御
世
継
の
有
ま
ほ
し
さ
は
自
始
め
。
日
本
国 
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が
願
ふ
所
。
幸
と
お
部
や
の
内
。
懐
胎
有
し
。
糸
萩
殿
。
直
に
三
浦
常
陸
之
介
が
預
つ
て
。
御
介
抱 

申
中
も
。
何
卒
御
男
子
誕
生
有
か
し
。
姫
ご
ぜ
成
共
変
生
男
子
と
諸
寺
諸
山
へ
の 

祈
祈
祷
。
其
甲
斐
有
て
安
々
と
誕
生
有
し
捨
丸
君
。
サ
ア
日
本
の
礎
御
代
長
久
は 

万
々
歳
。
ハ
ア
ヽ
嬉
し
や
有
が
た
や
と
。
六
十
余
州
の
大
名
。
悦
び
い
さ
む
に
我
君
様
は
。
打
て 

か
は
つ
て
無
法
の
お
詞
。
誕
生
の
捨
丸
首
打
て
出
せ
よ
と
。
思
ひ
も
寄
ぬ
御
諚
意
は
。
鬼
か
蛇 

（40

ウ
） 

神
の
見
入
か
と
い
と
し
や
夫
を
苦
に
や
ん
で
。
糸
萩
殿
は
即
時
に
最
期
。
其
身
に
成
て
は
こ
と
は
り
共 

道
理
共
。
思
ひ
や
つ
て
は
自
が
。
身
も
よ
も
有
れ
ぬ
悲
し
さ
つ
ら
さ
。
常
陸
之
助
か
諌
め
も
聞
入
さ
せ 

給
は
ね
ば
。
詮
方
尽
て
三
浦
夫
婦
は
。
捨
丸
君
を
誘
ひ
参
ら
せ
。
都
を
立
退
行
衛
し
れ
ず
。
か
ゝ
る
忠 

義
の
常
陸
夫
婦
心
ざ
し
に
も
め
ん
じ
給
ひ
。
お
赦
し
も
有
筈
を
。
猶
国
々
迄
厳
し
い
お
尋
。
東
西
わ 

か
ぬ
稚
子
に
何
の
憎
し
み
何
の
科
。
天
に
も
地
に
も
か
け
か
へ
な
き
た
つ
た
ひ
と
り
の
御
世
継
を
。
殺
ふ
と 

思
し
召
君
の
心
は
嘸
や
嘸
。
深
い
御
思
案
思
し
召
有
て
の
事
と
は
思
へ
共
。
又
自
も
な
さ
ぬ
義
理
。
そ
こ
の
心
を
弁
へ

給
ひ
。
自
か
願
ひ
の
通
り
。
捨
丸
君
の
命
を
助
け
。
め
で
た
ふ
四
海
の
御
世
継
と
。
六
十
余 

（41

オ
） 

州
の
諸
大
名
も
。
安
堵
の
思
ひ
を
さ
し
て
た
べ
」
と
。
道
理
を
尽
し
理
を
尽
す
。
詞
は
実
も
淀
川
に
水
の
流
る
ゝ
風
情

也
。
大
将
猶
も
御
声
あ
ら
く
。「
ヤ
ア
い
つ
迚
も
同
し
諄
。
か
け
か
へ
も
な
い
子
を
殺
す
は
深
い
思
案 

と
推
量
り
。
重
ね
て
い
ゞ
赦
さ
ぬ
」
と
。
怒
り
の
詞
に
夕
柳
御
前
。
「
ハ
ア
此
上
は
力
な
し
成
程
重 

ね
て
申
ま
じ
。
去
な
が
ら
。
今
御
意
遊
ば
し
た
深
い
思
案
。
其
お
心
を
打
明
て
。
お
聞
せ
な
さ
れ
て
給
は
ラ
バ
。
夫
を

せ
め
て
の
心
ゆ
か
し
重
ね
て
お
願
ひ
申
さ
し
」
と
。
聞
も
終
ら
ず
「
ヤ
ア
小
ざ
か
し
き
一
言
譬
子
細
を 

聞
ば
迚
何
と
判
断
な
す
へ
き
ぞ
。
ヤ
ア
〱
勘
解
由
。
先
達
て
申
渡
す
通
り
。
草
を
分
て
三
浦
を
尋
ね 

捨
丸
が
首
討
せ
よ
。
用
捨
せ
ば
何
れ
も
同
罪
。
其
旨
急
度
申
渡
せ
」
と
御
座
を
立
て 

（41

ウ
） 

入
給
ふ
。
な
ま
中
の
事
い
ひ
出
し
始
め
の
思
ひ
に
又
百
倍
詮
方
も
な
く
見
へ
け
る
が
。
夕
柳
御
前 

も
座
を
立
上
り
。
「
よ
し
御
立
腹
有
ば
あ
れ
。
此
上
は
自
が
命
に
か
へ
て
も
此
願
ひ
。
叶
ん
物
」
と
御
仰
に
続
て
奥
へ

居
な
ら
び
し
。
御
つ
き
〲
も
手
持
な
く
皆
々
随
ひ
入
に
け
り
。
跡
に
勘
解
由
が
退
屈
の
。 

折
か
ら
白
洲
へ
い
つ
き
せ
き
出
来
る
旅
合
羽
。
笠
を
片
手
に
か
つ
蹲
ひ
「
名
古
や
表
の
御
用
調
へ
。
和
久 

平
只
今
帰
国
致
す
。
此
通
り
大
将
へ
御
披
露
頼
み
奉
る
」
と
。
呼
は
る
声
に
桜
井
求
馬
。
襖
押
明 

一
間
を
立
出
。「
ホ
ヽ
和
久
平
帰
国
致
せ
し
か
。
名
古
や
表
の
普
請
の
様
子
。
し
さ
い
委
し
く
申
上
よ
」
と
詞
に
勘
解

由
が
の
さ
ば
り
声
。
「
ム
ヽ
わ
り
や
新
参
の
不
仲
間
。
和
久
平
と
や
ら
い
ふ
や
つ
な
。
中
々
左
様
で
ご 

（42

オ
） 

は
り
ま
す
。
新
参
者
で
ご
ざ
れ
共
御
目
が
ね
に
叶
ひ
し
や
ら
。
此
度
肥
前
の
名
古
や
に
お
い
て 

御
大
将
の
仮
御
殿
。
御
普
請
延
引
致
す
に
付
。
拙
者
め
に
彼
地
へ
罷
下
り
一
日
も
早
く
。
御 

普
請
成
成
就
致
す
様
に
と
の
御
上
意
。
夫
故
早
速
名
古
や
へ
下
り
。
御
用
向
相
調
へ
只
今
帰
国 

致
し
た
の
で
ご
は
り
ま
す
。
ム
ヽ

此
御
普
請
は
。
某
に
仰
付
ら
れ
。
夫
故
家
来
数
多
を
名
古
や
へ
遣
は
し
。
夜
を
日
に

つ
い
で
せ
り
立
れ
ど
。
仮
家
と
云
て
も
大
将
の
居
間
。
念
に
念
を
入
さ
す
れ
ば
。
思
は
ず
日
数
も
く
れ
る
物
。
夫
を
待

兼
又
も
儕
を
吟
味
役
。
何
と
身
共
が
普
請
の
仕
方
。
微
塵
も
油
断
は
有
ま
い
か
や
。
ハ
イ
微
塵
の
油
断
は 

な
け
れ
共
。
引
く
る
め
て
皆
油
断
。
だ
ま
れ
こ
い
つ
。
此
勘
解
由
が
申
渡
し
た
普
請
の
手
づ
か
ひ
。
油
断 

（42

ウ
） 

と
は
何
が
油
断
。
イ
ヤ
モ
何
の
か
の
と
言
合
ふ
て
か
ら
が
。
一
つ
も
役
に
立
ぬ
事
。
高
は
小
一
年
も
か
ゝ
つ
て
ご 

ざ
る
普
請
が
。
ま
た
ろ
く
〱
に
木
拵
へ
さ
へ
で
き
て
ご
ざ
ら
ぬ
。
そ
こ
で
私
め
が
。
着
と
其
侭
棟 
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梁
共
を
残
ず
呼
付
ま
し
て
。
此
御
普
請
過
急
に
な
ん
ば
。
一
日
も
早
く
出
来
致
す
様
。
何
日 

限
に
建
揃
ふ
と
い
ふ
。
入
札
を
申
付
ま
し
た
れ
ば
。
大
が
い
五
七
十
日
か
ら
百
日
迄
の
日
限
。
其
中
に
廿
日 

を
限
り
。
普
請
残
ら
ず
成
就
致
さ
せ
ん
と
有
入
札
。
夫
故
早
速
そ
の
棟
梁
に
。
木
材
木 

の
積
か
ら
。
人
数
の
配
り
様
迄
を
尋
ま
し
た
れ
ば
。
割
普
請
を
も
つ
て
の
工
夫
中
〱
利
か
た
に
相 

叶
ひ
ま
す
れ
ば
。
早
速
其
者
に
相
渡
。
廿
日
の
日
限
に
増
日
十
日
を
加
へ
ま
し
て
。
都
合
三
十 

（43

オ
） 

日
に
は
御
殿
残
ら
ず
成
就
仕
る
手
筈
。
其
外
万
事
滞
な
い
様
に
。
夫
々
の
役
人
に
急
度
申
渡
。
名
古 

屋
表
を
罷
立
ま
し
た
は
先
月
廿
四
日
。
今
日
で
廿
一
日
に
相
成
ま
す
れ
ば
。
最
早
御
殿
は
成
就
致
し
て
ご 

は
り
ま
す
。
何
時
で
も
御
勝
手
次
第
。
御
出
陣
然
る
べ
う
存
じ
ま
す
る
で
ご
は
り
ま
す
」
と
。
委
細
を
聞 

て
桜
井
求
馬
。
「
ヲ
ヽ
遠
路
の
所
と
い
ひ
。
殊
に
ご
普
請
成
就
と
は
そ
ち
が
手
柄
。
此
通
り
申
上 

な
ば
嘸
御
悦
喜
。
暫
く
夫
に
扣
へ
よ
」
と
求
馬
は
。
御
前
へ
立
て
行
。
跡
に
勘
解
由
が
ふ
く
れ
頰
。「
ヤ
ア
下 

郎
め
。
某
が
役
目
を
も
ど
き
。
割
普
請
と
や
ら
割
扶
持
と
や
ら
。
ざ
ま
に
似
合
ふ
た
才
覚
で
。 

三
十
日
の
内
に
出
来
と
は
合
点
行
ず
。
今
に
で
も
出
船
有
ば
。
狼
狽
廻
る
ほ
へ
頰
を
見
る
様
な
」
と
。 

（43

ウ
） 

悪
口
雑
言
耳
に
も
か
け
ず
。「
ハ
テ
お
前
に
は
入
ざ
る
お
世
話
。
万
一
滞
で
も
有
て
不
調
法
に 

成
時
は
。
奴
め
が
と
ん
腹
切
ぶ
ん
。
人
の
世
話
に
は
成
ま
せ
ぬ
。
ヤ
ヽ
何
と
云
何
じ
や
腹
を
切
コ
リ
ヤ
ヤ
イ
。 

腹
切
と
い
ふ
は
な
。
今
日
知
行
頂
戴
す
る
侍
分
の
事
じ
や
は
や
い
。
二
合
半
の
も
つ
そ
ふ
野
郎
。
不
仲
間 

の
ざ
ま
を
ひ
ろ
い
で
。
人
が
い
へ
ば
云
事
か
と
。
腹
切
抔
と
は
勿
躰
な
い
。
く
た
ば
つ
た
く
ば
な
縄
切
を
首 

に
纏
ふ
て
。
び
り
〱
〱
が
。
う
ぬ
め
ら
が
身
分
相
応
」
と
。
あ
く
迄
に
嘲
弄
せ
ら
れ
。
無
念
と
思
へ
ど
雉
子 

と
鷹
。
一
言
返
す
詞
も
な
く
拳
を
握
る
折
か
ら
に
。
求
馬
は
又
も
奥
よ
り
立
出
。「
コ
レ
〱
和
久
平
。
只
今
の 

様
子
我
君
の
御
聞
遊
ば
し
。
殊
の
外
の
御
機
嫌
に
て
当
座
の
御
褒
美
と
し
て
御
墨
付
を
下 

（44

オ
） 

さ
る
ゝ
。
有
難
く
頂
戴
せ
ら
れ
よ
」
と
押
開
き
。
仲
間
和
久
平
へ
下
し
状
の
其
趣
。
「
此
旅
肥
前
の
国 

名
古
や
表
。
仮
御
殿
普
請
の
手
つ
が
ひ
万
事
早
速
相
調
へ
。
仮
屋
成
就
致
さ
せ
候
段
遖 

の
働
。
是
に
よ
つ
て
只
今
よ
り
武
士
に
取
上
。
知
行
千
五
百
石
宛
行
ふ
者
也
」
と
。
読
も
終
ら
ず
「
ナ
ニ

。
拙
者
め 

に
千
五
百
石
の
御
知
行
を
下
さ
れ
侍
に
御
取
上
。
ハ
ア
ヽ
有
が
た
し
〱
」
と
。
御
墨
付
を
押
戴
〱
。「
申
勘
解 

由
様
御
ら
ふ
じ
た
か
。
千
五
百
石
の
お
墨
付
最
早
侍
な
れ
ば
。
夫
へ
罷
通
り
ま
す
」
と
。
お
墨
付
を
ひ
け
ら
し
〱 

勘
解
由
が
傍
に
押
直
り
。
「
何
と
千
五
百
石
頂
戴
仕
れ
ば
。
是
で
侍
の
数
に
入
ま
せ
ふ
か
な
。
い
か
様
千
五
百 

石
も
取
は
。
マ
ア
侍
分
と
言
物
で
も
有
ふ
か
。
併
侍
に
な
れ
ば
物
事
万
事
が
六
十
敷
。
マ
ア
第
一
が
行
義 

（44

ウ
） 

作
法
。
其
上
武
芸
鍛
錬
し
て
。
す
は
合
戦
に
及
ぶ
と
き
は
人
の
首
を
取
ね
ば
な
ら
ぬ
が
。
わ
り
や 

人
切
す
べ
し
つ
て
お
る
か
。
何
と
し
て
〱
。
軍
が
有
た
ら
一
番
に
。
尾
を
振
て
迯
そ
ふ
な
犬
侍
」
と
。
い
ふ
に
和
久
平 

ぐ
つ
と
せ
き
立
。「
ヤ
ア
い
は
し
て
置
は
余
り
の
過
言
。
一
合
取
て
も
お
直
扶
持
人
。
人
切
す
べ
を
知
た
か
し
ら 

ぬ
か
。
試
に
い
ざ
お
相
人
サ
ア
〱
勝
負
」
と
詰
寄
ど
ち
つ
共
騒
が
す
せ
ゝ
ら
笑
ひ
。
「
ハ
ヽ
ム
ヽ

す
り
や
わ
れ
が 

武
芸
の
試
に
。
某
に
相
手
に
な
れ
と
か
。
ア
ノ
漸
と
た
つ
た
今
取
上
ら
れ
た
俄
侍
。
ま
だ
刀
の
さ
し 

様
さ
へ
し
ら
ぬ
分
際
で
。
コ
リ
ヤ
此
勘
解
由
は
な
。
十
五
万
石
の
大
名
。
其
つ
ゝ
穂
程
米
貰
ふ 

迚
。
大
名
を
相
人
に
勝
負
と
は
身
の
程
し
ら
ぬ
緩
怠
者
。
そ
こ
立
下
れ
」
と
立
上
り
。
立
蹴 

（45

オ
） 

に
蹴
上
る
足
首
掴
「
ヘ
ヽ
千
五
百
石
戴
け
ば
。
勘
解
由
様
の
此
足
で
。
踏
と
い
ふ
御
意
で
も
ご
さ
つ
た
か
な
。 

コ
リ
ヤ

お
大
名
に
似
合
ま
せ
ぬ
。
近
頃
卑
劣
に
存
る
」
と
。
掴
ん
だ
足
首
力
に
任
せ
握
り
拉
が
ん
其
所
へ
。
御
諚 
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意
也
」
と
声
か
け
て
。
曽
呂
利
が
中
を
押
隔
て
。
我
君
の
仰
に
は
。
仲
間
和
久
平
義
。
中
々
器
量
有
者
な
れ
ば
。 

千
五
百
石
の
知
行
は
不
足
な
る
べ
し
。
去
に
よ
つ
て
。
千
五
百
石
に
百
倍
増
。
十
五
万
石
の
大
名
に
お
執
立
。
今
よ
り

大
谷
一
学
と
改
名
し
忠
臣
を
励
む
べ
し
。
則
装
束
相
改
め
。
只
今
目
見
へ
致
す
べ
し
」
と
。
詞
の
下
よ
り
お
小
姓
衆
手
々 

に
。
素
襖
長
袴
得
帽
子
大
小
小
袖
迄
。
目
通
に
差
置
ば
。
思
ひ
が
け
な
き
和
久
平
が
。
気
味
悪
い
程
有 

難
く
只
ハ
ア
ヽ

は
つ
と
ひ
れ
伏
は
。
曽
呂
利
を
始
め
お
小
姓
衆
。
「
サ
ア

〱
装
束
〱
」
と
。
銘
々
着
す
る
衣
紋
付
。 

（45

ウ
） 

素
襖
烏
帽
子
も
手
取
早
く
着
す
れ
ば
着
こ
な
す
和
久
平
が
。
悪
び
れ
も
せ
ぬ
立
派
の
有
さ
ま
。 

傍
に
ま
し
く
し
勘
解
由
が
ふ
く
れ
。
こ
な
た
は
お
め
ず
詞
攻
め
。
我
君
の
お
め
が
ね
に
よ
り
。
和
久
平
義
。
大
谷 

一
学
と
申
ま
す
。
得
と
お
見
知
り
下
さ
り
ま
せ
ふ
。
ア
ヽ
成
程
見
知
ま
せ
ふ
。
勘
解
由
殿
。
一
学
殿
。
以
後 

は
互
に
。
別
懇
に
仕
ら
れ
」
と
。
い
へ
と
む
し
や
く
し
や
岸
田
が
無
念
。
イ
サ
御
目
見
へ
と
曽
呂
利
が
案
内
。 

し
づ
〱
歩
む
大
谷
一
学
。
や
り
過
し
て
抜
討
に
。
切
込
刀
の
腕
首
掴
「
イ
ヤ
勘
解
由
殿
。
最
前
は
何
と
や
ら 

お
つ
し
や
つ
た
の
。
侍
に
な
れ
ば
人
の
首
を
取
ね
ば
な
ら
ぬ
と
や
ら
何
と
し
て
此
御
手
練
で
は
。
人
の
首
よ
り
お
手
前

の
首
か
飛
。
軍
が
有
ば
一
番
に
。
尾
を
振
て
迯
さ
ふ
な
犬
侍
。
今
少
手
練
な
さ
れ
ず
は
。
成
ま
す
ま
い
」
と
言
様 

（46

オ
） 

庭
へ
真
捌
「
ヤ
サ

曽
呂
利
殿
御
案
内
」
と
。
袖
か
き
合
す
大
丈
夫
。
勘
解
由
は
庭
に
ち
ん
が
〱
。
喰
違
ふ 

た
る
下
郎
が
手
並
。
二
合
半
か
ら
大
名
と
は
早
い
出
世
の
奴
ら
さ
拘
ら
る
ゝ
も
拘
る
も
。
心
は
深
き 

奥
御
殿
伴
ひ
。
て
こ
そ
。
【
三
重
】
入
に
け
り
。
播
磨
路
に
名
も
高
砂
の
。
片
辺
り
。
作
徳
の
徳 

次
迚
夫
婦
世
帯
を
友
白
髪
。
田
地
少
〱
下
作
に
任
せ
て
今
は
楽
の
身
も
。
独
娘
が
大
病 

に
。
心
い
た
め
る
二
親
が
。
加
減
の
薬
日
■
筒
に
。
あ
ふ
ぐ
。
炭
火
の
尉
と
姥
い
と
ゞ
白
髪
や
勝
り
け
ん
。 

こ
な
た
に
何
の
く
は
ん
ぜ
な
き
子
供
二
人
が
寄
こ
ぞ
り
人
形
廻
し
の
手
遊
び
も
果
は
せ
り
合
擲
き
合
。 

や
ん
ち
や
わ
や
く
を
せ
い
す
る
徳
次
。「
コ
リ
ヤ

巳
之
助
よ
。
又
せ
り
合
お
る
。
あ
の
お
子
の
お
つ
し
や
る
様
に
。
な
ぜ 

（46

ウ
） 

し
て
居
ぬ
ぞ
」
と
呵
ら
れ
て
わ
ん
ば
く
者
。
「
夫
で
も
お
れ
が
人
形
お
こ
せ
と
。
無
理
計
云
し
や
る
物
。
ナ
ア
ヽ 

お
こ
せ
と
い
つ
し
や
る
な
ら
な
ぜ
上
ま
せ
ぬ
。
せ
り
合
お
る
と
聞
ぬ
ぞ
」
と
呵
る
徳
次
を
と
ゞ
め
る
女
房
。
「
コ
レ
親 

父
殿
。
な
ぜ
其
様
に
孫
計
を
呵
ら
れ
し
や
る
。
捨
丸
様
じ
や
迚
。
巳
之
助
じ
や
迚
。
ま
だ
ぐ
は
ん
ぜ
な
し
の
子
供 

同
士
。
其
様
に
可
愛
そ
ふ
に
い
は
ぬ
が
よ
ご
ざ
る
。
イ
ヤ
サ
そ
ふ
じ
や
な
い
て
。
委
細
の
訳
は
此
方
ら
も
し
ら 

ね
ど
。
ア
ノ
こ
ち
の
婿
殿
は
。
三
浦
常
陸
之
助
と
い
ふ
て
。
真
柴
大
領
久
吉
様
の
。
奥
家
老
で
有
た
げ 

な
。
其
自
分
久
吉
様
の
お
妾
が
懐
胎
さ
し
や
つ
た
を
聟
殿
が
預
つ
て
心
安
ふ
安
産
し
や
り
ま
し
た
所
が
ア
レ 

あ
の
捨
丸
様
。
時
に
ど
ふ
し
た
了
簡
や
ら
。
久
吉
様
が
男
の
子
な
ら
。
切
殺
し
て
し
ま
へ
と
厳
し
い
言
付
。
夫
を
苦 

（47

オ
） 

に
し
て
。
母
御
様
は
死
し
や
る
。
そ
こ
で
こ
ち
の
娘
女
夫
が
。
何
ぼ
主
人
の
言
付
で
も
。
科
も
な
い
水
子
は 

殺
さ
れ
ぬ
と
あ
の
子
を
連
て
都
を
欠
落
。
方
々
に
影
隠
し
て
も
。
弥
詮
義
が
厳
し
い
に
よ
つ
て
。
娘
が 

縁
を
幸
に
。
こ
ち
の
内
へ
ご
ざ
つ
た
じ
や
な
い
か
。
夫
程
聟
殿
が
大
事
に
か
け
さ
つ
し
や
る
。
ア
レ
あ
の
お
子
。
ひ
よ

つ
と
留
主
の
間
に
。
怪
我
で
も
有
て
は
言
訳
か
い
じ
や
ら
ぬ
サ
ア
夫
は
わ
し
も
知
て
居
れ
ど
。
余
り
孫
計 

を
呵
ら
れ
し
や
る
に
よ
つ
て
の
事
」
と
。
祖
父
祖
母
せ
り
合
其
中
へ
。
物
も
ふ
。
卜
庵
お
見
舞
申
ま
す
と
。
丁
稚 

が
案
内
に
そ
り
や
こ
そ
お
医
者
と
傍
辺
り
。
取
片
付
る
。
お
う
へ
に
に
よ
つ
こ
り
。
コ
レ
ハ

〱
卜
庵
様
。
御
苦 

労
で
ご
ざ
り
ま
す
。
イ
ヤ

〱
苦
労
と
存
て
大
切
な
病
人
は
預
ら
れ
ぬ
。
シ
テ
様
子
は
ど
ふ
で
ゑ
す
の
。
ハ
イ

。 

（47

ウ
） 

さ
し
て
替
り
ま
し
た
事
も
ご
ざ
り
ま
せ
ぬ
。
ム
ヽ

か
は
つ
た
事
も
な
い
か
。
イ
ヤ
モ

替
つ
た
事
の
な
い
が
よ
い
で 

ゑ
す
。
替
つ
た
事
に
余
り
能
事
は
な
い
物
で
ゑ
す
。
マ
ア
追
取
て
か
は
つ
た
事
は
。
真
柴
大
領
様
の
朝 
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鮮
責
。
何
と
日
本
か
ら
唐
責
る
は
。
替
つ
た
事
じ
や
な
い
か
。
其
お
船
が
明
石
の
浦
へ
着
て
。
け
ふ
で
十
日
余 

の
日
和
待
夫
で
近
郷
近
在
が
。
辻
番
じ
や
の
火
の
用
心
じ
や
の
と
。
上
を
下
へ
も
て
か
へ
し
ま
す
る
。
定
て
爰
も 

そ
ふ
で
ご
ざ
ら
ふ
。
ハ
イ

左
様
で
ご
ざ
り
ま
す
。
其
事
て
毎
日
〱
。
代
官
所
へ
呼
付
。
け
ふ
こ
ち
の
聟
殿
も
。
代
官 

所
へ
呼
出
さ
れ
ま
し
た
が
。
何
の
言
付
か
存
じ
ま
せ
ぬ
。
イ
ヤ
モ

知
た
事
い
の
。
喧
嘩
口
論
火
の
用
心
に
気
を
付
い 

で
ご
ざ
ら
ふ
。
ト
レ
〱

病
人
を
見
舞
ま
し
よ
と
。
祖
父
祖
母
伴
ひ
奥
へ
行
。
跡
に
丁
稚
の
猪
呂
松
が
子
供
の
中
へ 

（48

オ
） 

打
交
り
。
ホ
ヽ

よ
い
人
形
が
有
な
。
コ
リ
ヤ

大
将
。
時
政
の
人
形
じ
や
な
と
。
ひ
ね
く
り
廻
し
て
お
か
け
に
か
は
り
か
ゝ

つ
た
声
は
り
上
。
大
将
時
政
采
配
ふ
り
立
。
チ
ヽ
ヽ
テ
ン
ツ
ヤ
ア
〱

弁
慶
。
爰
〱
と
云
け
れ
ば
。
何
じ
や
〱
と
傍
へ
よ
り
テ

ン
ツ
テ
ン
〱

。
わ
れ
も
。
兵
。
お
れ
も
兵
。
テ
ン
ツ
テ
ン

い
ざ
ご
ざ
れ
。
喧
嘩
せ
ふ
で
は
有
ま
い
か
。
カ
ウ
イ
カ
ツ
タ
イ

。
口
三

味
線
や
ら
口
か
げ
や
ら
。
取
所
な
き
あ
ほ
う
の
遊
び
。
見
て
余
念
な
き
子
供
よ
り
。
猪
呂
松
一
人
が
面
白
が
り
。
持
遊

び
箱 

を
引
く
り
返
し
。
山
の
大
将
お
れ
也
と
。
大
声
上
て
呼
は
り
し
は
す
さ
ま
し
か
り
け
る
次
第
也
。
間
の
襖
も
。
し
め
や

か
に
卜
庵
伴
ひ
二
人
は
立
出
。
「
何
と
様
子
は
ど
ふ
で
ご
ざ
り
ま
す
な
。
イ
ヤ

け
ふ
の
脈
躰
は
大
分
よ
ご
ざ
る
。
ハ
イ

夫

は
嬉
し
う
ご
ざ
り
ま
す
。
し
た
が
爰
が
大
事
じ
や
ぞ
や
。
ア
ノ
病
は
兎
角
物
を
苦
に
す
る
が
病
症
じ
や
程 

（48

ウ
） 

に
の
。
随
分
何
に
も
聞
さ
ぬ
様
に
。
扱
ひ
が
大
事
で
ゑ
す
。
兎
角
労
性
と
い
ふ
物
は
六
十
敷
。
其
上 

に
疝
気
が
出
伝
ふ
た
物
で
ゑ
す
て
。
ヤ
ア
申
ア
ノ
。
女
子
に
疝
気
が
有
物
で
ご
ざ
り
ま
す
か
へ
。
有 

共
〱
有
段
か
。
マ
ア
じ
た
い
疝
気
と
い
ふ
は
。
女
性
の
事
で
ゑ
す
は
い
の
。
ア
ノ
し
か
も
若
い
女
性
の
事
。
其 

若
い
血
気
に
任
せ
。
無
上
や
た
ら
に
す
る
気
な
ら
よ
け
れ
共
。
恥
し
が
つ
た
り
遠
慮
し
て
。
し
た
い
事
を
じ
つ
と 

答
へ
て
。
せ
ん
き
に
な
る
故
。
此
病
を
生
ず
る
で
ゑ
す
は
。
何
と
理
屈
で
ゑ
す
か
。
爰
ら
を
医
慰
す
る 

が
。
お
そ
ら
く
学
力
で
な
け
り
や
い
か
ぬ
事
と
。
自
慢
た
ら
〲
。
調
合
し
ま
い
又
明
日
見
舞
ま
せ
ふ
。
ア
イ
猪
呂 

松
め
。
何
し
て
お
る
と
。
い
ふ
も
う
つ
か
り
馬
の
耳
。
風
も
吹
ぬ
に
柳
の
木
が
。ｿ
ﾘ
ﾔ

こ
そ
動
く
は
妖
物
か
。
エ
ヽ
あ

（49

オ
） 

ほ
う
め
と
天
窓
を
こ
つ
つ
り
。
ア
イ
タ
ヽ
ヽ

只
逝
よ
り
は
此
人
形
。
一
つ
ち
よ
ろ
松
が
ち
よ
ろ
ま
か
し
。
テ
ン
ツ
テ
ン
〱

医

者
の
供
し
て
ス
テ
ン
ツ
チ
ン
立
か
へ
る
。
引
違
ふ
て
常
陸
之
助
。
跡
に
大
勢
矢
襖
作
り
。
取
巻
趣
意
は
白
須
賀
軍 

太
。
問
近
く
立
と
ゞ
ま
り
。
ヤ
ア
常
陸
之
助
願
ひ
の
通
り
暮
六
迄
は
猶
予
し
て
く
れ
ん
。
夫
迄
に
捨
丸
君
。 

御
首
取
て
持
参
す
る
か
。
ハ
ア
ヽ
斯
露
顕
の
上
は
力
及
ば
す
い
た
は
し
な
が
ら
。
捨
丸
君
御
首
給
は
り
。
実 

検
に
入
申
さ
ん
ホ
ヽ
神
妙
〱
。
其
義
な
ら
ば
暫
ら
く
猶
予
。
ヤ
ア
家
来
共
。
此
場
を
赦
し
。
此
家
の
四
方
を 

取
巻
と
。
事
厳
重
に
手
配
し
。
元
来
し
道
へ
立
帰
れ
ば
常
陸
之
助
は
跡
見
送
り
。
思
案
極
め
て
。
我
家
の 

内
。
這
ど
何
に
も
知
ぬ
祖
父
。「
ヲ
ヽ
聟
殿
戻
ら
し
や
つ
た
か
。
定
め
て
け
ふ
の
言
付
は
。
久
吉
様
の
船
の 

（49

ウ
） 

有
中
。
随
分
火
の
元
大
事
に
せ
い
。
辻
番
立
番
自
身
に
せ
い
と
の
事
で
有
ふ
の
。
イ
ヤ
左
様 

な
さ
ゝ
い
な
義
で
ご
ざ
ら
ぬ
。
今
日
拙
者
を
呼
付
し
は
。
大
領
の
御
船
。
明
石
の
浦
に
逗
留
の
内
。 

い
か
ゞ
し
ろ
し
め
さ
れ
け
ん
。
捨
丸
君
此
。
高
砂
の
浦
に
隠
し
置
参
ら
す
様
子
。
逐
一
に
相
知
れ
。
首 

撃
て
出
す
か
但
し
。
討
手
を
差
向
ふ
か
と
。
の
つ
引
な
ら
ぬ
手
詰
の
詮
義
。
陳
す
る
に
詞
な
く
。 

今
日
。
暮
六
つ
の
鐘
を
限
。
首
討
て
渡
さ
ん
と
。
契
約
致
し
罷
帰
る
」
と
。
聞
て
驚
く
徳
次
夫
婦
。 

「
そ
ん
な
ら
こ
な
た
。
暮
六
つ
迄
に
。
ア
ノ
捨
君
を
殺
す
の
か
。
イ
ヤ
何
し
に
捨
君
害
し
申
さ
ん
。
尤
主
君
の
厳 

命
と
は
申
な
が
ら
。
討
奉
る
程
な
れ
ば
。
三
年
四
年
の
御
養
育
。
遙
々
と
此
所
迄
。
狼
狽
迯
て
は
参
り
ま 

（50

オ
） 

せ
ぬ
。
ム
ヽ
夫
な
ら
又
。
暮
六
つ
迄
に
討
ふ
と
い
ふ
て
受
合
た
は
。
サ
ア
そ
り
や
躮
巳
之
助
が
首
。
ヤ
ア
〱
〱
そ
ん
な
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ら
孫
を
お
身
が
は
り
に
。
ア
ノ
巳
之
助
を
殺
す
の
か
い
の
」
と
。
祖
父
祖
母
倶
に
恟
り
仰
天
。「
ア
ヽ
申
御
両
所 

声
が
高
い
。
若
病
人
の
耳
へ
入
て
は
事
の
妨
。
夫
じ
や
迚
。
大
事
の
〱
。
孫
を
。
ハ
テ
。
ま
さ
か
の
時
は
躮 

が
首
と
。
思
ひ
込
だ
る
兼
て
の
覚
悟
。
武
士
の
上
に
は
願
ふ
て
も
な
い
主
君
の 

身
が
は
り
。
家
来
大
勢
近
辺
を
徘
徊
す
れ
ば
。
若
捨
君
を
見
付
ら
れ
て
は
詮
な
い
事
。
某
は 

し
る
べ
の
方
へ
捨
丸
君
を
御
供
申
。
深
く
忍
は
せ
立
帰
ら
ん
。
そ
れ
迄
必
女
房
へ
は
御 

沙
汰
な
し
に
頼
み
入
」
と
。
捨
君
を
抱
参
ら
せ
い
づ
く
。
共
な
く
か
け
り
行
。
跡
に
夫
婦
は
。 

（50

ウ
） 

う
つ
と
り
と
。
大
事
の
孫
が
命
の
瀬
戸
。
聟
の
詞
の
一
徹
を
案
じ
入
た
る
額
と
額
。
傾
く
笠 

も
梵
論
の
修
行
者
。
門
口
に
菔
立
る
。
鶴
の
巣
籠
夜
の
鶴
。
子
よ
り
も
可
愛
孫
が 

身
を
。
案
じ
る
祖
父
が
螯
声
。「
通
ら
し
や
れ
〱
。
面
白
そ
ふ
に
是
が
尺
八
所
か
。
通
ら
し
や
れ
通 

ら
し
や
れ
」
と
。
押
返
し
た
る
詞
に
修
行
者
。
何
思
ひ
け
ん
打
黙
頭
。
御
免
と
い
ふ
も
口
の
内
し
づ
〱
。
奥
へ
行
ぞ 

と
も
。
白
髪
の
祖
父
が
「
コ
レ
お
ば
ヽ
。
何
ぼ
聟
殿
が
忠
義
じ
や
と
云
し
や
つ
て
も
。
あ
れ
程
迄
育
た
孫
を
可 

愛
そ
ふ
に
。
ど
ふ
む
ざ
〱
切
る
ゝ
物
で
と
こ
ち
ら
は
思
へ
ど
。
そ
こ
は
又
侍
了
簡
。
是
非
孫
を
殺
す
心 

で
有
が
。
そ
ふ
成
た
時
は
の
ふ
マ
ア
ど
ふ
し
た
ら
よ
か
ら
ふ
。
そ
な
た
何
ぞ
よ
い
分
別
な
い
か
。ｦ

ヽｦ

あ
の
言
し
や
る

（51

オ
） 

事
は
い
の
。
こ
な
た
さ
へ
な
い
分
別
が
何
の
わ
し
に
有
物
で
。
ハ
テ
な
い
と
言
て
是
が
マ
ア
済
物
か
。
日
暮
迚
最 

間
は
な
い
。
聟
殿
が
戻
ら
れ
ぬ
中
。
ど
ふ
ぞ
仕
様
は
な
い
事
か
分
別
仕
や
」
と
。
老
の
心
も
い
ら
く
ら
の
中
へ
又 

も
や
修
行
の
薦
僧
。
音
色
誮
し
き
笛
竹
も
。
思
ひ
有
身
は
耳
や
か
ま
し
く
。「
エ
ヽ
さ
つ
き
に
か
ら
通
ら 

し
や
れ
と
い
ふ
に
ど
び
つ
こ
い
薦
僧
。
手
の
隙
が
な
い
通
ら
し
や
れ
通
ら
し
や
れ
」
と
。
見
向
も
せ
ね
ば 

修
行
者
は
。
是
も
同
し
く
。
奥
へ
入
。
「
コ
レ
親
父
殿
よ
い
分
別
が
出
ま
し
た
は
い
の
。
ヲ
ヽ
よ
い
分
別
と
は
そ
り
や

ど
ふ
じ
や
〱
。
サ
レ
バ
イ
。
わ
し
が
思
ふ
に
は
。
ア
ノ
巳
之
助
に
年
格
好
も
。
同
じ
様
な
捨
丸
様
。
孫
が
か
は
り
に
。

あ
の
子
を
殺
し
て
は
ど
ふ
有
ふ
の
。
エ
ヽ
こ
な
わ
ろ
は
マ
と
で
も
な
い
。
其
捨
丸
様
が
殺
さ
れ
ぬ
大
事
の
お
主
じ
や
に 

（51

ウ
） 

よ
つ
て
。
孫
を
殺
そ
と
云
の
じ
や
は
い
の
。
ホ
ン
ニ
そ
ふ
じ
や
の
。
こ
り
や
分
別
が
六
ヶ
敷
」
と
。
又
も
案
じ
る
又
吹 

来
る
笛
の
音
色
も
修
行
者
も
。
替
れ
ど
知
ず
独
と
心
得
。「
エ
ヽ
さ
つ
き
に
か
ら
通
ら
し
や
れ
言
ふ
声 

へ
ぬ
か
い
の
。
ハ
ア
ヽ
扨
は
聾
じ
や
の
。
聾
な
り
や
聞
へ
ぬ
が
尤
。
よ
し
〱
。
そ
ん
な
ら
又
仕
様
が
有
」
と
硯
引
出
し

大
文
字
に
。
薦
僧
殿
通
ら
し
や
れ
と
べ
つ
た
り
書
て
出
。
門
の
柱
に
こ
て
〱
張
付
又
。
元
の
座
に 

居
す
は
れ
ば
表
の
方
に
は
段
々
に
出
来
る
薦
僧
門
口
の
書
付
見
て
は
打
黙
頭
皆
々
奥
へ
打 

通
れ
ど
。
只
う
つ
か
り
と
心
も
付
ず
案
じ
入
た
る
お
ぢ
う
ば
が
。
分
別
袋
を
捜
し
て
も
下
戸
と
妖
も
の 

よ
い
分
別
も
な
い
物
な
り
。
憂
事
の
数
は
七
重
か
八
重
衣
が
。
身
に
重
り
し
病
ふ
の
床
。
お
も
き 

（52

オ
） 

枕
を
漸
上
。
い
ふ
息
さ
へ
も
よ
は
〱
し
く
。
「
と
ゝ
様
か
ゝ
様
。
巳
之
助
は
ど
こ
に
居
や
る
。
ち
よ
つ
と
逢
た
い
呼
で

〱
。ｦ

ｲ

〱
そ
こ
へ
や
り
ま
し
よ
巳
之
助
〱
。
ど
こ
に
居
る
ぞ
い
の
。ｱ

ﾚ

か
ゝ
様
が
呼
で
じ
や
早
ふ
往
や
〱
」
と
来
呼
れ 

て
ア
イ
と
お
と
な
し
く
。
奥
の
襖
を
そ
つ
と
明
。
枕
元
に
跪
く
。
我
子
の
顔
を
つ
れ
〱
と
。
打
守
り
〱
。 

苦
し
き
。
其
身
を
起
直
り
。「
コ
レ
巳
之
助
さ
つ
き
に
夫
。
常
陸
之
助
様
も
お
つ
し
や
つ
た
事
を
。
わ
し
や 

よ
ふ
爰
で
聞
て
居
た
が
。
若
と
ゝ
様
が
捨
丸
様
の
か
は
り
に
。
わ
が
み
を
殺
そ
と
お
し
や
る
な
ら
。
ち
や
つ
と 

此
母
が
傍
へ
迯
て
来
て
た
も
や
。
イ
ヤ
わ
し
や
侍
の
子
じ
や
に
よ
つ
て
迯
る
事
は
い
や
じ
や
。
お
主 

様
の
為
な
ら
尋
常
に
死
と
爺
様
が
言
て
じ
や
に
寄
て
わ
し
や
尋
常
に
殺
さ
れ
る
。
其
だ
い
に
死
で 

（52

ウ
） 

も
や
つ
ぱ
り
。
か
ゝ
様
の
傍
に
置
て
下
さ
ん
せ
へ
ヲ
ヽ

ぐ
は
ん
ぜ
も
な
い
。
か
は
い
ら
し
い
。
悲
し
い
事
を
云
子
じ
や
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の
ふ
。
尋
常
に
殺
さ
り
や
つ
て
跡
に
残
つ
た
祖
父
様
祖
母
様
此
母
は
。
ど
の
様
に
悲
し
か
ろ
。
何
と
あ
ら
れ
ふ 

物
ぞ
い
の
ふ
。
去
な
が
ら
。
遉
と
ゝ
様
の
子
程
有
潔
い
事
よ
ふ
い
や
つ
た
。
夫
が
侍
の
道
じ
や
。
道
は 

道
じ
や
け
れ
ど
。
わ
し
や
ど
ふ
思
ひ
諦
て
も
。
何
と
そ
な
た
が
殺
さ
れ
ふ
ぞ
。
常
々
夫
の
お
つ
し
や
る 

に
は
。
ま
さ
か
の
時
は
捨
丸
様
の
お
身
が
は
り
に
せ
に
や
な
ら
ぬ
。
其
時
必
。
未
練
な
気
を
持
な
と
の
言 

付
。
私
も
武
士
の
女
房
じ
や
物
。
何
の
未
練
が
ご
ざ
ん
せ
ふ
と
。
其
座
で
は
云
た
れ
ど
。
一
日
〱
成
人
仕 

や
る
に
随
ふ
て
。
お
と
な
し
い
事
又
わ
や
く
な
事
。
見
る
に
付
聞
に
つ
け
。
と
ふ
ぞ
久
吉
様
の
お
心
も
和
ら
ぎ
。 
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捨
丸
様
も
恙
な
ふ
お
命
助
り
給
ふ
様
と
。
神
様
や
仏
様
へ
朝
夕
お
願
ひ
申
た
も
。
元
は
そ
な
た 

が
可
愛
さ
故
。
其
甲
斐
も
な
ふ
け
ふ
の
日
に
。
つ
ゞ
ま
つ
て
来
た
コ
レ
わ
が
み
の
命
。
忠 

義
故
と
は
い
ひ
な
が
ら
。
是
が
何
と
殺
さ
れ
ふ
。
忠
義
も
手
柄
も
孫
子
の
為
じ
や 

な
い
か
い
の
ふ
。
た
つ
た
一
人
の
か
け
が
へ
も
な
い
子
を
殺
さ
ふ
と
は
そ
り
や
。
余
り
ど
う
よ
く
な
。
気
づ
よ
い 

わ
い
の
常
陸
様
。
そ
れ
程
忠
義
が
立
た
く
ば
わ
し
か
ら
先
へ
殺
し
て
た
べ
。
生
有
内
は
何
ぼ
で 

も
此
子
は
殺
さ
ぬ
〱
」
と
我
子
を
引
寄
抱
し
め
其
侭
そ
こ
に
ど
ふ
ど
伏
。
前
後 

正
躰
。
泣
叫
ぶ
始
終
こ
な
た
に
親
々
が
。
答
へ
て
見
て
も
答
へ
か
ね
「
ヲ
ヽ
娘
道
理
じ
や
〱 
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尤
じ
や
。
是
に
上
越
尤
が
世
界
中
に
有
物
か
」
と
祖
父
祖
母
倶
に
お
い
〱
泣
こ
ぼ
す 

涙
は
隔
れ
ど
落
る
所
は
子
故
に
て
瀬
も
渕
と
な
る
計
な
り
。
か
ゝ
る
哀
れ
も
し
ら 

ま
弓
矢
猛
心
を
張
つ
め
し
。
常
陸
之
助
は
捨
君
を
し
る
べ
に
忍
ば
せ
。
と
つ
か
は
と
立
帰
る
気 

も
夕
陽
「
申
親
父
様
〱
。
最
早
暮
る
に
間
は
な
い
。
検
使
の
こ
ぬ
中
躮
を
早
ふ
。
〱
〱
」
と
覚
悟 

の
刀
。
寝
刃
合
せ
ば
親
父
は
う
ろ
〱
。
遉
に
母
は
巳
之
助
を
隠
さ
ん
物
と
一
間
に
入
。
見
れ 

ば
娘
が
抱
し
め
。
伏
た
る
孫
に
手
を
か
け
て
。
抱
と
ら
ん
と
あ
せ
れ
共
。
放
さ
ぬ
手
足
も
氷
の
ご
と 

く
。
「
ヤ
ア
こ
れ
〱
こ
り
や
娘
は
死
だ
は
い
の
ノ
ウ
悲
し
や
」
と
泣
声
に
夫
も
親
も
恟
り
仰
天
。 
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同
じ
く
一
間
に
か
け
入
て
。「
コ
リ
ヤ
娘
や
い
。
女
房
共
。
八
重
衣
や
い
」
と
呼
ど
。
答
へ
も
亡
骸
に
。 

抱
か
れ
て
居
る
稚
子
が
。
「
か
ゝ
様
死
で
下
さ
ん
な
」
と
。
ね
な
が
ら
歎
け
ば
夫
婦
は
声
上
。
「
娘
の
ふ
娘 

や
い
。
コ
レ
お
祖
母
た
つ
た
今
迄
物
云
た
に
。
こ
り
や
マ
ア
ど
ふ
じ
や
。
ど
ふ
成
事
夢
見
た
様
な
別
れ 

や
」
と
悔
。
嘆
け
ば
常
陸
も
倶
に
。
不
便
と
思
へ
ば
つ
ゝ
か
く
る
。
涙
を
瞼
に
押
包
。「
御
歎
は
断 

な
が
ら
い
ふ
て
返
ら
ぬ
死
出
の
道
。
此
侭
臨
終
渠
借
（
か
れ
が
）
幸
。
ま
だ
此
上
に
も
躮
が
最
期
。
必
歎 

給
ふ
な
」
と
。
立
寄
て
巳
之
助
を
抱
取
ん
と
引
上
て
も
。
放
さ
ぬ
我
子
に
か
け
し
手
を
。
力
に
任
せ 

押
わ
け
て
も
。
ち
つ
共
ゆ
る
ま
ぬ
死
骸
の
両
手
。
こ
は
〱
い
か
に
と
飽
る
常
陸
。
徳
次
も 
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不
思
議
立
寄
て
。「
ヲ
ヽ
こ
り
や
孫
を
抱
た
娘
が
手
が
ね
つ
か
ら
放
れ
ぬ
〱
。
コ
リ
ヤ
ど
ふ
じ
や
不 

思
議
〱
」
に
三
人
か
顔
見
合
せ
飽
れ
て
。
詞
な
か
り
け
り
。
母
は
正
躰
声
を
上
。「
さ
つ
き
に
戻
つ
て
聟 

殿
が
。
捨
丸
様
の
身
が
は
り
に
孫
を
殺
そ
と
云
て
ゞ
有
た
。
其
様
子
を
襖
こ
し
に
よ
ふ
し
つ
て
。 

こ
な
様
の
留
主
の
間
に
其
子
を
呼
で
何
や
角
や
。
悲
し
い
事
を
い
ひ
な
ら
べ
。
何
ぼ
と
ゝ
様
が 

殺
さ
ふ
と
い
ふ
て
ゞ
も
。
わ
し
が
殺
さ
ぬ
〱
と
。
泣
つ
く
ど
い
つ
し
や
つ
た
が
。
其
な
り
け
り
に
死
や
つ
た
か
い 

の
。
コ
レ
〱
そ
ふ
い
ふ
事
な
ら
其
時
に
ど
ふ
ぞ
仕
様
も
有
ふ
も
の
。
死
る
今
は
の
際
迄
も
可
愛
〱 

に
凝
か
た
ま
り
。
抱
し
め
た
其
手
じ
や
物
。
何
の
放
れ
ふ
可
愛
や
」
と
歎
く
を
聞
て
常
陸
も 
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恟
り
。「
ム
ヽ
す
り
や
お
身
か
は
り
の
様
子
を
聞
。
夫
を
苦
に
し
て
取
詰
た
か
。
ハ
ヽ
子
は
夫
程
迄
。
可
愛
物
か 



 23 

女
房
」
と
。
忠
義
に
尖
き
刃
が
ね
も
蕩
と
ふ
ど
座
せ
ば
徳
次
も
が
つ
く
り
腰
ぬ
か
し
。「
お
り
や
モ 

悲
し
う
て
身
も
世
も
有
れ
ぬ
。
お
祖
母
。
ヲ
ヽ
親
仁
殿
。
な
ぜ
に
こ
ち
は
長
生
し
て
。
こ
ん
な
憂
目
は 

見
る
事
ぞ
」
と
娘
の
死
骸
に
取
付
て
前
後
涙
に
暮
六
つ
の
鐘
か
う
〱
と
響
き
け
れ
。 

常
陸
之
助
涙
を
払
ひ
。「
女
房
が
せ
つ
ぎ
と
い
ひ
。
御
両
親
の
御
歎
き
到
つ
て
重
し
と 

申
せ
共
。
忠
義
に
ひ
す
れ
ば
塵
芥
よ
り
も
猶
軽
し
。
ア
レ
早
約
束
の
刻
限
な
れ
ば
。
猶 

予
は
な
ら
ず
其
躮
。
よ
し
放
さ
ず
な
放
さ
ぬ
迄
。
此
侭
首
を
」
と
抜
放
し
既
に
斯
よ
と
見
へ 
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け
れ
ば
。
ヤ
レ
早
ま
る
な
常
陸
之
助
。
暫
く
待
」
と
呼
は
つ
て
一
間
を
ひ
ら
き
真
柴
久
吉
。
其
外
守 

護
の
諸
大
名
。
柴
田
勝
家
丹
羽
長
秀
薦
僧
姿
其
侭
に
。
異
義
と
う
〱
と
居
並
べ
ば
。 

コ
ハ
い
つ
の
間
に
御
入
来
と
。
驚
な
が
ら
常
陸
之
助
座
を
立
下
り
平
伏
す
。
大
領
し
づ
〱
立
出 

給
ひ
。「
ホ
ヽ
珍
し
や
常
陸
之
助
。
汝
我
詞
を
背
き
捨
丸
を
共
奉
し
。
此
所
に
隠
れ
住
事
。
此
度 

朝
鮮
征
伐
に
付
。
明
石
の
浦
に
逗
留
の
中
注
進
有
て
知
た
る
故
。
早
速
此
家
へ
来
り
し
」
と
。 

仰
に
常
陸
頭
を
下
。
「
御
諚
の
ご
と
く
仰
を
背
く
某
。
此
所
に
隠
れ
住
は
全
く
命
惜
に
有
ず
。
天
下
に
か
け 

が
へ
も
な
き
御
世
継
の
幼
君
事
も
な
き
に
首
討
と
の
ご
諚
意
讒
者
の
為
に
ま
ど
は
さ
れ
。
御 
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仁
心
を
失
ひ
給
ふ
か
。
臣
と
し
て
君
の
非
を
攻
め
す
ん
ば
有
へ
か
ら
ず
と
。
度
々
の
諌
言
申
と
い
へ 

共
。
御
用
ひ
な
け
れ
ば
是
非
に
及
ば
す
一
先
幼
君
を
隠
し
参
ら
せ
。
又
も
や
諌
を
奉
ら
ん
と
。 

此
所
へ
身
退
き
し
某
。
御
威
光
を
も
つ
て
顕
は
る
ゝ
上
か
ら
は
。
理
非
の
論
に
か
ゝ
は
ら
ず
。
御
諚 

意
を
背
く
大
罪
。
御
征
伐
は
お
心
任
せ
。
聊
恨
奉
ら
ず
」
と
義
に
。
進
ん
だ
る
常
陸
が
一
言
実 

忠
臣
の
鑑
な
り
。「
ホ
ヽ
遖
成
申
条
。
其
方
が
詞
の
ご
と
く
。
四
海
一
統
切
治
る
此
久
吉
。
世
継 

に
立
べ
き
躮
と
は
天
に
も
地
に
も
捨
丸
一
人
。
其
一
人
を
害
せ
よ
と
い
ひ
付
し
我
所 

存
情
な
し
と
も
無
法
共
恨
は
尤
至
極
。
捨
丸
誕
生
の
砌
迄
は
。
主
君
信
長
の
御
孫
君 
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信
雄
卿
。
未
御
在
世
ま
し
ま
せ
ば
。
何
卒
此
君
を
守
立
。
四
海
の
主
に
そ
な
へ
ん
と
。
忠
義 

一
図
に
思
ふ
に
付
。
我
に
男
子
有
時
は
久
吉
こ
そ
我
子
に
迷
ひ
。
信
雄
卿
を
そ
で 

に
な
す
と
思
は
ぬ
事
も
世
の
人
口
。
人
の
謗
に
あ
ふ
時
は
。
是
迄
尽
す
忠
義
は
む
だ
事
。 

所
詮
子
な
き
に
過
べ
か
ら
ず
。
出
生
の
子
を
害
し
我
子
に
迷
は
ぬ
忠
義
を
顕
は
し
。
心
よ
ふ 

信
雄
卿
を
守
護
奉
ら
ん
其
為
に
。
扨
こ
そ
捨
丸
害
せ
よ
と
。
汝
に
申
付
し
ぞ
や
斯
迄 

心
を
砕
と
い
へ
ど
も
天
命
拙
く
信
雄
卿
。
御
病
身
に
て
身
ま
か
り
給
へ
ば
。
我
忠
臣
も
徒
に
。
何 

ぼ
う
ほ
い
な
く
。
思
ひ
し
ぞ
や
。
其
後
は
取
立
へ
き
主
君
も
な
く
。
自
然
と
我
手
に
治
る
四
海
。
此
上
は
我 
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躮
害
す
る
に
は
及
ば
ね
共
。
一
旦
某
が
い
ひ
し
詞
。
背
く
汝
も
忠
義
と
は
云
な
が
ら
。
我
一
言
は 

下
万
氏
の
掟
と
な
る
。
其
詞
を
反
古
に
な
し
て
は
。
四
海
の
掟
は
皆
く
ら
闇
。
去
に
よ
つ
て
汝
が 

行
衛
を
厳
し
く
尋
。
躮
迚
も
用
捨
な
く
。
捨
丸
が
首
討
て
。
我
一
言
を
立
ん
為
。
姿
を
か
へ
て 

入
込
し
に
。
最
前
よ
り
一
間
に
て
。
八
重
衣
が
最
期
の
様
子
。
見
る
に
付
聞
に
付
。
子
を
思
ふ
親
心
。
誰
も
。 

斯
こ
そ
有
べ
け
れ
我
詞
を
立
ん
迚
。
捨
丸
を
殺
し
な
ば
。
巳
之
助
迚
も
生
て
置
ま
じ
汝
が
所
存
。 

左
有
は
い
ら
ざ
る
無
成
敗
。
我
詞
は
反
古
と
な
す
共
忠
臣
に
は
又
か
へ
が
た
し
。
八
重
衣
が
せ
つ
義
と 

い
ひ
。
汝
が
誠
に
め
ん
じ
捨
丸
が
命
を
助
。
今
よ
り
世
継
に
立
べ
し
」
と
死
骸
の
傍
へ
立
寄 
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給
ひ
。「
捨
丸
を
助
る
上
は
。
巳
之
助
が
命
に
別
条
な
し
。
迷
ひ
を
晴
し
成
仏
せ
よ
八
重
衣
。
な
む 
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あ
み
だ
仏
」
と
。
合
掌
の
詞
は
重
き
司
会
の
主
。
御
吊
ひ
に
恩
愛
の
迷
ひ
も
晴
て
離
る
ゝ 

稚
児
。「
ヤ
ア
是
々
娘
が
手
を
放
し
た
は
い
の
」
と
お
ぢ
う
ば
奇
意
の
思
ひ
に
て
。
是
も
偏
に
大
将
の 

有
難
い
御
詞
。
い
か
成
知
識
長
老
の
回
向
に
勝
る
娘
が
成
仏
。
「
ハ
ア
ヽ
有
難
や
尊
や
」
と
悦
ぶ 

も
又
涙
也
。
常
陸
之
助
猶
も
ひ
れ
伏
「
物
数
な
ら
ぬ
某
が
忠
義
を
思
し
や
り
給
ひ
。
有 

難
き
御
仁
心
。
此
上
は
片
時
も
早
く
。
捨
丸
君
の
御
供
せ
ん
」
と
。
座
を
立
上
れ
ば
表
よ
り
。「
捨
丸
君
の 

御
在
所
尋
ね
加
藤
正
清
供
奉
致
す
」
と
幼
君
抱
出
来
れ
ば
。「
ヤ
ア
人
知
ぬ
茅
屋
に
深 
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隠
せ
し
其
公
達
。
貴
殿
は
い
か
ゞ
有
所
を
し
り
し
。
ホ
ヽ
一
天
四
海
を
一
目
に
見
下
す
主
君
大 

領
。
横
目
を
蒙
る
某
。
大
将
の
御
在
所
を
供
し
最
前
此
家
へ
入
来
れ
ど
。
捨
君
見
へ
さ 

せ
給
は
ぬ
故
。
忍
び
出
て
御
在
所
を
。
尋
ね
出
し
た
に
何
に
不
審
。
イ
ザ
父
君
へ
御
対 

面
遊
ば
せ
」
と
。
詞
に
大
領
御
悦
喜
有
。「
大
将
た
る
身
の
望
は
忠
臣
。
父
が
器
量
を 

請
つ
ぐ
巳
之
助
。
只
今
よ
り
捨
丸
が
。
家
来
と
な
し
て
養
育
せ
ん
」
と
。
仰
に
ハ
ツ
ト
常
陸 

之
助
我
子
を
そ
ば
に
引
寄
て
。「
コ
リ
ヤ
母
の
恩
義
は
取
に
足
ず
。
眼
前
命
助
る
は
君
の
仁 

心
。
子
心
に
も
よ
く
覚
へ
。
捨
丸
君
に
忠
義
を
は
げ
み
。
若
御
大
事
に
及
び
な
ば 
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コ
リ
ヤ
。
お
馬
先
で
討
死
し
。
家
名
を
古
今
に
残
せ
よ
」
と
。
父
が
庭
訓
受
次
稚
児
「
ヲ
ヽ 

軍
が
有
た
ら
敵
の
大
将
を
コ
レ
。
此
様
に
首
取
」
と
物
遊
び
人
形
の
大
将
時
政
首
。
ふ
つ
つ 

と
引
抜
て
勇
悦
ぶ
巳
之
助
は
実
捨
丸
の
御
内
に
て
。
四
天
王
の
其
一
人
。
摂
州
善 

江
で
討
死
せ
し
三
浦
長
門
と
呼
れ
し
は
。
此
稚
児
の
生
立
也
。
人
々
悦
ぶ
其
中
に
時
刻
移 

れ
ば
正
清
が
。
「
イ
ザ
御
出
船
候
へ
」
と
諌
め
申
せ
ば
常
陸
之
助
。
暫
く
そ
ふ
と
い
ふ
間
も
な
く
。
髻
ふ
つ 

つ
と
押
切
て
。
「
一
旦
御
不
興
受
た
る
某
。
此
侭
に
て
御
奉
公
は
心
よ
か
ら
ず
第
一
憚
り
。
今
よ
り
は
武
士
を
や
め 

お
傍
さ
ら
ず
に
御
茶
の
給
仕
千
の
利
休
」
と
姿
も
心
も
一
く
せ
有
。
流
義
は
世
上
に 
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弘
ま
つ
て
も
て
は
や
し
た
る
茶
道
の
達
人
徳
治
夫
婦
も
涙
を
払
ひ
聟
殿 

の
相
伴
し
て
。
娘
が
菩
提
お
茶
湯
の
給
仕
と
。
仰
に
白
髪
を
押
き
り
〱
投 

出
た
る
初
発
心
。
利
休
は
捨
君
巳
之
助
を
倶
に
。
都
へ
帰
国
の
旅
。
異
国
退
治 

の
大
将
に
。
付
添
勇
士
は
鬼
上
官
。
柴
田
勝
家
丹
羽
長
秀
直
に
是
よ
り 

船
路
の
旅
娘
は
冥
途
の
浮
旅
と
。
な
く
〱
死
骸
を
抱
上
。
若
木
の 

花
を
先
立
て
残
る
。
老
木
は
尾
上
の
松
の
。
枝
に
杖
突
尉
と
姥
名
は
高
砂 

の
。
浦
お
も
て
。
相
生
な
ら
ぬ
愛
別
離
苦
悟
れ
ば
。
心
明
石
潟
別
れ
〱
出
て
行 

（59

ウ
） 

第
四 

隔
れ
ば
名
も
知
ぬ
火
の
筑
紫
が
た
。
呼
子
の
里
に
知
ら
れ
た
る
名
古
屋
山
三
が
憂
住
居
。 

妻
は
渡
世
に
名
を
取
し
お
国
歌
舞
妓
の
太
夫
本
。
此
度
朝
鮮
征
伐
迚
久
吉
此
地
に 

ま
し
ま
せ
ば
。
御
慰
に
御
上
覧
と
召
出
さ
る
ゝ
は
大
慶
と
。
道
具
立
か
ら
小
道
具
廻
り
。
美
を 

尽
し
た
る
拵
へ
也
。
此
村
の
庄
屋
頓
兵
衛
。
袴
た
め
付
門
口
か
ら
。
「
山
三
そ
こ
に
か
。
ヤ
レ
〱
嬉
し
や 

〱
。
手
摺
道
具
人
形
の
長
持
。
夫
〱
に
改
め
お
役
人
様
へ
残
ら
ず
船
へ
積
仕
ま
ふ
た
。 

是
か
ら
は
御
前
へ
上
る
人
数
改
め
。
太
夫
三
味
線
人
形
つ
か
ひ
。
残
ら
ず
改
め
の
お
役
人
が
。
追
付 

（60

オ
） 

爰
へ
見
へ
る
筈
。
其
用
意
も
し
て
置
や
」
と
。
聞
て
山
三
が
「
是
は
〱
い
か
い
御
苦
労
。
私
も
手 
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伝
に
参
り
ま
せ
ふ
と
存
て
お
り
ま
し
た
れ
ど
御
存
の
通
り
。
道
具
の
分
は
先
へ
つ
か
は
し
。 

残
り
の
太
夫
操
り
方
も
。
日
の
中
に
お
屋
敷
へ
入
込
。
暮
早
々
か
ら
始
め
ま
す
。
仰
付
で
ご 

ざ
ん
ば
。
其
手
つ
が
ひ
何
角
に
取
込
。
夫
故
お
前
に
船
積
の
道
具
。
万
事
を
お
任
せ
申
。 

お
世
話
を
頼
ま
し
た
所
。
首
尾
よ
ふ
御
仕
廻
下
さ
れ
忝
ふ
存
ま
す
。
お
く
に
頓
兵
衛
様
が
戻 

つ
て
じ
や
ぞ
や
。
お
茶
上
ま
し
や
」
と
い
ふ
声
に
。
ア
イ
と
諾
へ
て
立
出
る
。
お
国
歌
舞
妓
と
名
に 

う
て
し
。
賑
手
風
流
も
器
量
か
ら
お
茶
お
一
つ
と
傍
に
寄
「
コ
レ
頓
兵
衛
様
。
此
間
か
ら 

（60

ウ
） 

何
角
の
お
世
話
。
忝
ふ
存
ま
す
。
お
前
も
お
知
な
さ
る
ゝ
通
り
。
私
は
お
国
歌
舞
妓
と
申 

て
。
か
ぶ
き
芝
居
が
商
売
な
れ
ど
。
此
度
の
御
上
覧
は
操
と
の
御
所
望
故
。
俄
に
手 

摺
道
具
立
。
人
形
の
拵
へ
衣
装
の
仕
立
。
新
に
致
す
事
な
れ
ば
。
ど
ふ
有
ふ
ぞ
と
お
も
ひ 

の
外
。
滞
な
ふ
出
来
揃
ひ
し
も
。
お
前
方
の
御
世
話
故
。
忝
ふ
存
ま
す
」
と
。
い
ふ
に
頓
兵
衛 

打
黙
頭
。
「
オ
わ
が
み
達
が
芝
居
す
る
に
。
村
の
た
ば
ね
も
す
る
庄
や
が
。
袴
着
て
飛
歩
行 

筈
は
な
け
れ
ど
。
御
上
覧
と
い
ふ
が
大
て
い
や
大
方
重
い
事
じ
や
な
い
。
夫
故
吟
味
の
お
役
人
が
。 

立
か
は
り
入
か
は
り
村
中
引
く
り
返
る
。
こ
ち
と
ら
が
袴
着
て
。
飛
歩
行
も
お
上
へ
の
御
奉
公
と
は
云
な
が
ら
。 

（61

オ
） 

畢
竟
吾
儕
達
か
ら
発
つ
た
事
じ
や
。
夫
じ
や
に
よ
つ
て
此
か
は
り
に
は
。
物
事
何
角
首 

尾
よ
ふ
済
で
。
芝
居
代
を
下
さ
れ
た
ら
。
此
庄
屋
と
半
分
配
。
其
時
い
ぢ
む
ぢ
い
ふ
ま
い 

ぞ
」
と
。
村
の
た
ば
ね
の
威
光
よ
り
。
欲
に
天
窓
ぞ
光
り
け
る
。
折
か
ら
表
へ
押
柄
ら
し
く
。
の
さ
〱
と 

入
来
る
侍
。「
ソ
リ
ヤ
お
役
人
の
御
出
」
と
。
庄
屋
は
天
窓
を
畳
に
付
敬
へ
ば
。
上
座
に
通
り
。「
身
共
事
は
。 

苔
田
沖
右
衛
門
と
い
ふ
者
。
此
度
御
上
覧
の
御
前
操
。
早
速
何
か
相
調
ひ
し
由
神
妙
〱
。
夫 

に
つ
き
今
晩
御
前
へ
罷
出
る
役
人
。
残
ら
ず
書
付
を
以
て
扣
へ
置
と
有
。
御
家
老
中
よ
り
の
仰
付
。 

去
に
よ
つ
て
苔
田
沖
右
衛
門
。
是
迄
推
参
仕
つ
た
。
其
芸
者
共
を
一
々
是
へ
呼
出
せ
」
と
。
事
仰 

（61

ウ
） 

山
に
云
渡
せ
ば
。
お
国
は
は
つ
と
手
を
つ
か
へ
。
「
コ
レ
ハ
ま
あ
〱
。
お
役
目
と
は
申
な
が
ら
御
苦
労
に
よ
ふ
こ
そ 

お
出
。
ま
だ
揃
ふ
て
お
り
ま
せ
ね
ど
。
マ
ア
奥
に
居
ら
れ
ま
す
計
。
お
目
見
へ
を
致
さ
せ
ま
せ
ふ
。 

サ
ア
皆
の
お
衆
。
お
役
人
様
が
お
呼
な
さ
る
ゝ
。
サ
ア
〱
爰
へ
」
と
呼
出
さ
れ
。
は
つ
と
諾
て
納
戸
よ
り
。 

太
夫
三
味
線
操
仕
女
ま
じ
く
ら
。
立
出
れ
ば
。
山
三
は
傍
へ
し
や
〱
り
出
。「
サ
ア
〱
是
か
ら
座
付
引 

合
せ
。
独
々
名
を
申
ま
す
程
に
。
お
書
付
な
さ
れ
ま
せ
。
マ
ア
是
に
居
ら
れ
ま
す
が
。
此
度
御 

前
操
の
座
本
。
名
古
や
お
国
と
申
ま
す
。
弥
御
贔
屓
を
頼
上
ま
す
。
ム
ヽ
座
本
お
国
。
よ
し 

〱
。
扨
其
次
が
浄
瑠
璃
太
夫
。
豊
竹
富
士
の
山
太
夫
と
申
ま
す
。
何
じ
や
富
士
の
山
太
夫
。 

（62

オ
） 

ハ
テ
仰
山
に
ゑ
ら
く
長
い
名
じ
や
な
。
わ
れ
太
平
楽
で
は
な
い
か
よ
。
イ
ヤ
其
筈
で
ご
ざ
い
ま
す
。 

先
第
一
此
太
夫
殿
の
声
は
。
何
じ
や
か
し
ら
ぬ
が
。
め
つ
た
無
上
に
高
ふ
大
き
う
て
。
三
国
一
に
鳴
渡
る 

と
い
ふ
心
で
。
富
士
の
山
太
夫
。
ム
ヽ
よ
し
〱
。
サ
テ
其
次
は
何
と
い
ふ
。
ハ
イ
。
其
次
な
は
三
味
線
。
鶴
沢
三 

四
郎
。
ム
ヽ
何
じ
や
。
三
四
郎
。
是
も
よ
い
は
。
扨
是
か
ら
が
操
仕
。
女
芸
者
で
ご
ざ
り
ま
す
。
ム
何
操 

仕
と
は
。
エ
ヽ
で
こ
つ
か
ひ
の
事
か
。
ハ
イ
左
様
で
ご
ざ
り
ま
す
。
マ
ア
先
に
居
ら
れ
ま
す
が
。
呉
竹
お
梅
と 

申
ま
す
。
其
次
が
な
よ
竹
お
嶋
で
ご
ざ
り
ま
す
。
扨
其
次
が
い
や
竹
お
へ
た
と
申
ま
し
て
。
異
名 

を
三
荘
太
夫
と
申
ま
す
。
ム
ヽ
何
。
異
名
を
三
荘
太
夫
と
は
。
ハ
テ
つ
か
ひ
殺
す
と
い
ふ
事
で
ご
ざ
り
ま
す
。 

（62

ウ
） 

ム
す
り
や
ゑ
ら
い
上
手
だ
な
。
ア
イ
。
上
手
の
段
じ
や
な
い
ぞ
へ
。
私
が
人
形
を
持
と
。
マ
ア
第
一
た
て
り 
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か
ら
違
ふ
は
い
な
。
そ
ふ
し
て
あ
ら
事
ご
さ
れ
。
所
作
事
ご
ざ
れ
。
色
事
は
猶
得
物
。
イ
ヤ
其
頬
で
色 

事
は
赦
せ
だ
。
ヲ
ヽ
あ
の
さ
ん
と
し
た
事
が
。
顔
に
寄
た
物
か
い
な
。
こ
ち
や
心
い
き
で
す
る
は
い
な
。
エ
其 

心
い
き
猶
い
や
だ
。
コ
リ
ヤ
此
者
共
計
で
。
残
ら
ず
済
か
よ
。
イ
ヤ
ま
だ
外
に
ご
ざ
れ
共
。
爰
に
居
ら
れ
ま 

す
は
此
衆
計
。
跡
役
者
は
参
り
次
第
。
お
引
合
せ
申
ま
せ
ふ
。
扨
其
跡
は
私
を
。
お
印
な
さ
れ
て
下 

さ
り
ま
せ
。
ム
ヽ
わ
り
や
何
役
。
名
は
何
と
い
ふ
。
ハ
イ
私
の
役
か
な
。
ヲ
ヽ
わ
が
役
は
。
大
か
た
浄
る
り
太
夫 

で
有
ふ
。
そ
ふ
か
〱
。
イ
エ
〱
。
此
声
で
浄
る
り
語
つ
た
ら
。
世
界
中
の
糠
味
噌
が
損
ね
ま
す
。 

（63

オ
） 

ム
ヽ
然
ら
ば
三
味
線
引
か
。
け
も
な
い
事
。
ム
ヽ
太
夫
て
な
し
。
三
味
線
弾
で
な
く
ば
。
エ
ヽ
差
づ
め 

で
こ
遣
ひ
か
。
イ
ヤ
。
銭
金
な
ら
相
応
に
つ
か
ひ
ま
す
れ
ど
。
人
形
つ
か
ふ
事
中
〱
思
ひ
も
寄 

ぬ
事
。
ム
ヽ
で
こ
つ
か
ひ
で
も
な
く
ば
。
わ
れ
が
役
は
何
を
す
る
。
ハ
ア
ヽ
何
役
じ
や
有
ふ
ぞ
。
ヲ
ツ
ト
能 

役
が
有
ぞ
。
私
は
作
者
で
ご
ざ
り
ま
す
。
ム
ヽ
作
者
と
は
。
そ
り
や
何
役
。
ア
ノ
作
者
を
。
御
存
で
は
ご 

ざ
り
ま
せ
ぬ
か
。
作
者
と
申
は
先
狂
言
の
趣
向
。
扨
操
の
趣
向
。
何
に
寄
ず
案
じ
出
し
て
作 

ま
す
故
夫
で
作
者
。
ム
ヽ
其
作
者
と
い
ふ
そ
ち
が
名
は
。
ハ
イ
。
名
は
山
三
。
シ
テ
苗
字
は
。
ア
ノ
。
苗 

字
か
な
。
ハ
ア
ヽ
何
と
や
ら
。
お
つ
と
思
ひ
出
し
た
。
苗
字
は
浪
木
。
名
は
山
三
で
ご
ざ
り
ま
す
。
ム
ヽ
浪
木 

（63

オ
） 

山
三
と
い
ふ
作
者
は
わ
が
事
か
。
私
で
ご
ざ
り
ま
す
。
作
者
の
證
拠
は
。
智
恵
が
ふ
つ
ぷ
と
吹
出
て 

ご
ざ
り
ま
す
。
然
ら
ば
今
夜
の
操
も
。
定
て
か
は
つ
た
趣
向
拵
へ
た
で
有
ふ
な
。
拵
へ
た
段
か
。
誰 

有
ふ
四
海
の
大
将
秀
吉
様
の
上
覧
と
有
故
。
何
が
と
存
し
ま
し
て
。
案
じ
出
し
ま
し
た
趣
向
。
マ
ア
ち
つ 

と
か
い
つ
ま
ん
で
咄
し
て
聞
し
ま
せ
ふ
か
い
。
エ
マ
ア
大
序
が
。
源
の
頼
光
。
大
江
山
の
す
つ
て
ん
童
子
を 

退
治
の
所
。
扨
其
す
つ
て
ん
童
子
が
。
段
々
と
零
落
ま
し
て
。
蜆
川
で
天
満
や
の
お
初
と 

い
ふ
。
女
郎
に
成
ま
す
じ
や
て
。
サ
ニ
す
つ
て
ん
童
子
が
。
お
初
と
い
ふ
お
山
に
成
か
。
そ
り
や
又 

ど
ふ
し
て
。
お
山
に
な
る
か
。
サ
ア
そ
こ
が
趣
向
で
ご
さ
り
ま
す
。
彼
す
つ
て
ん
童
子
が
術
を
も
つ
て
。
お
山 

（64

オ
） 

に
成
て
お
り
ま
す
と
。
其
お
初
に
平
野
屋
の
徳
兵
衛
が
。
し
つ
ぽ
り
と
し
た
濡
事
の
所
が
。
第 

二
段
目
。
彼
お
初
が
色
の
徳
兵
衛
と
い
ふ
は
。
誠
は
武
蔵
坊
弁
慶
。
す
つ
て
ん
童
子
を
。
見
出
さ
ん 

が
為
の
計
略
。
何
と
ゑ
ら
い
趣
向
で
ご
ざ
り
ま
せ
ふ
が
な
。
ム
ヽ
イ
ヤ
モ
ゑ
ら
い
〱
。
ゑ
ら
ふ
ゑ
い
。
扨
三
段 

目
は
ど
う
か
〱
。
扨
三
段
目
は
愁
の
段
で
ご
ざ
り
ま
す
。
先
熊
坂
の
長
範
と
い
ふ
盗
人
が
。
丁
稚 

の
長
吉
を
殺
し
。
金
を
取
所
へ
。
長
吉
が
姉
。
安
寿
の
姫
が
。
戻
り
ま
し
て
の
大
愁
。
是
か
ら
四
段
め 

が
大
道
具
。
宇
治
の
常
悦
が
。
謀
叛
顕
は
れ
た
と
い
ふ
事
を
。
運
気
を
も
つ
て
悟
り
。
主
人
の
娘 

照
天
の
姫
に
。
落
さ
つ
し
や
れ
〱
と
。
い
ふ
と
段
々
道
具
を
ば
。
せ
り
上
て
参
り
ま
す
が
。
其
場
の
趣
向
。
何 

（64

ウ
） 

と
ど
ふ
で
ご
ざ
り
ま
す
。
ム
ヽ
イ
ヤ
モ
と
ふ
だ
か
。
ね
つ
か
ら
合
点
が
行
ぬ
。
こ
り
や
マ
ア
何
と
い
ふ
外
題
じ
や
。 

ハ
ア
外
題
か
な
。
ハ
ア
げ
だ
い
は
出
ほ
う
だ
い
お
尋
咄
し
。
イ
ヤ
こ
い
つ
人
を
馬
鹿
に
ひ
ろ
ぐ
な
。
儕
出
ほ
う
だ
い 

お
尋
咄
し
と
い
ふ
げ
だ
い
が
有
て
た
ま
る
物
か
。
身
ふ
し
や
う
な
れ
ど
も
苔
田
沖
右
衛
門
。
馬
鹿
に
成 

て
は
武
士
が
立
ぬ
。
コ
リ
ヤ
見
い
。
抜
た
刀
は
葵
下
坂
二
つ
胴
に
引
腕
だ
。
夫
出
お
ら
ふ
。
エ
。
出
お
ら
ふ
。
エ
。
出 

お
ら
ぬ
か
〱
」
と
。
き
つ
ぱ
廻
せ
ば
お
国
が
と
ゞ
め
。
「
段
々
の
不
調
法
お
腹
立
は
皆
お
道
理
。
併
大
事
の 

御
上
覧
の
折
な
ら
ば
。
何
事
も
私
に
お
く
れ
な
さ
れ
。
御
了
簡
遊
は
し
て
。
奥
へ
ご
ざ
つ
て
酒
一
つ
」
と
。 

上
手
こ
か
し
に
面
を
和
ら
げ
。「
い
か
様
そ
ち
が
い
ふ
通
り
。
太
切
の
折
な
れ
ば
今
は
赦
す
。
以
来
を
急 

（65

オ
） 

度
嗜
お
ら
ふ
。
コ
リ
ヤ
〱
庄
屋
。
身
共
は
暫
ら
く
奥
へ
往
て
。
残
り
の
人
数
揃
ふ
を
相
待
。 
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汝
は
其
者
共
を
迎
ひ
の
船
迄
同
道
致
せ
」
と
。
言
付
ら
れ
て
庄
や
頓
兵
衛
。「
然
ら
ば 

左
様
に
致
し
ま
せ
ふ
。
お
国
山
三
は
残
り
の
わ
ろ
達
。
揃
ひ
次
第
跡
か
ら
お
じ
や
」
と
。
太
夫 

三
味
線
操
方
。
皆
伴
ふ
て
出
行
ば
。
苔
田
も
立
て
。
奥
へ
行
。
跡
に
山
三
が
小
声 

に
な
り
。
「
コ
レ
お
国
。
ぬ
つ
ぺ
り
こ
つ
ぺ
り
云
廻
し
。
そ
ふ
や
ら
斯
や
ら
御
前
へ
出
る
。
人
数
の
内
に 

は
加
は
つ
た
が
。
兼
々
そ
な
た
に
云
合
し
た
通
り
。
首
尾
よ
ふ
仕
遂
る
用
意
は
い
か
様
に
」
と
。 

い
ふ
に
お
国
も
差
寄
て
。
「
夫
は
気
づ
か
ひ
遊
は
す
な
。
秀
吉
に
近
寄
ば
。
兼
て
の
本
望
達
せ 

（65

ウ
） 

ん
と
。
肌
身
放
さ
ぬ
ふ
と
こ
ろ
刀
。
ホ
ヽ
出
来
た
〱
。
松
永
大
膳
が
一
子
靱
負
之
助
。
か
ゝ
る 

姿
に
身
を
や
つ
し
。
年
月
心
を
砕
き
し
も
。
親
松
永
が
敵
。
秀
吉
を
討
て
恨
を
晴
さ
ん
為
。
時
至 

つ
て
今
月
今
日
。
久
吉
が
館
へ
召
出
る
ゝ
は
。
武
運
の
ひ
ら
け
口
。
随
分
ぬ
か
る
な
女 

房
」
と
聞
て
こ
な
た
も
勇
み
立
。
「
ヲ
ヽ
そ
ふ
で
ご
ざ
ん
す
共
。
長
の
年
月
夫
婦
心
を
く
だ 

き
し
も
。
久
吉
討
ん
為
計
。
譬
運
つ
き
顕
は
れ
て
所
々
の
死
は
な
す
共
。
未
来
は
必
夫
婦 

ぞ
や
」
と
い
さ
む
内
に
も
女
気
の
落
る
所
は
恋
路
に
て
涙
。
わ
り
な
く
見
へ
に
け
り
。 

い
つ
の
間
に
か
は
沖
右
衛
門
。
始
終
と
つ
く
と
聞
す
ま
し
。「
ヤ
ア
山
三
と
い
ふ
は
松
永
大
膳
が
躮 
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と
な
。
久
吉
公
を
討
ん
と
は
不
敵
の
や
つ
ば
ら
い
で
。
討
と
め
て
手
柄
に
せ
ん
。
観
念
ひ
ろ
げ
」
と
云 

間
も
な
く
。
抜
放
し
て
切
付
る
を
。
か
い
く
ゞ
つ
て
腕
首
つ
か
み
。
「
ヤ
ア
大
事
を
聞
た
上
か
ら
は
此
方
か
ら
赦 

さ
れ
ぬ
」
と
。
引
か
づ
い
て
頭
顛
倒
。
投
付
ら
れ
て
も
沖
右
衛
門
「
ヤ
ア
青
二
才
め
が
推
参
」
と
。
又
切
付 

る
刀
を
す
か
さ
ず
引
た
く
り
。
肩
先
よ
り
乳
の
下
迄
。
ば
ら
り
ず
ん
と
切
さ
け
ら
れ
。
う
ん
と
苔 

田
が
其
侭
に
。
も
ろ
く
も
息
は
絶
果
た
り
。
「
サ
ア
敵
討
の
血
祭
り
よ
し
。
是
か
ら
直
に
迎
ひ
の
船
。 

こ
い
つ
は
冥
途
へ
送
り
船
。
サ
ア
ご
ざ
ん
せ
」
と
夕
日
か
げ
。
浜
辺
を
さ
し
て
ぞ
。
【
三
重
】
い
そ
ぎ
ゆ
く 

真
柴
大
領
高
冨
の
久
吉
公
朝
鮮
征
伐
有
べ
し
と
。
肥
前
の
国
に
御
在
陣
御
徒 
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然
の
慰
み
も
。
多
か
る
中
に
取
わ
け
て
お
国
操
御
上
覧
と
。
金
銀
珠
玉
を
ち
り
ば
め
し
手 

摺
舞
台
を
か
ざ
り
立
。
錦
の
幕
を
引
は
へ
て
。
御
桟
敷
に
渡
御
有
ば
。
家
中
の
面
々 

次
第
に
よ
り
見
物
群
集
袖
を
連
ね
。
今
や
遅
し
と
待
中
に
。
早
始
り
を
し
ら
せ
の
太
鼓
。 

と
ふ
か
ら
ど
つ
と
打
切
ば
な
り
を
し
づ
め
て
。
見
物
の
中
へ
に
よ
つ
こ
り
口
上
人
形
。
東
西
〱
。
お
国
操 

御
見
物
と
ご
ざ
り
ま
し
て
。
御
歴
々
様
御
出
の
程
。
座
本
お
国
義
葉
申
上
る
に
及
ば
ず
。
惣
座
中
共 

い
か
計
有
難
ふ
存
奉
り
ま
す
る
。
扨
。
御
慰
に
仕
ま
す
御
前
操
の
外
題
。
男
神
功
皇
后 

附
た
り
。
異
国
の
鱐
は
加
藤
小
西
が
む
し
り
肴
と
申
ま
す
が
。
操
の
外
題
で
ご
ざ
り
ま
す
。 

（67
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は
ゞ
か
り
な
が
ら
あ
や
つ
り
始
り
ま
し
て
も
こ
ざ
り
ま
せ
ふ
な
ら
。
御
神
妙
に
御
一
覧
の
程
。 

こ
ひ
ね
が
ひ
奉
り
ま
す
。
先
は
此
所
が
男
神
功
皇
后
。
初
段
の
は
じ
ま
り
左
や
う
に 

御
覧
く
だ
さ
り
ま
せ
ふ
。
江
遠
ふ
し
て
水
數
流
れ
。
天
晴
て
鳫
転
と
ぶ
。 

故
山
千
里
の
高
麗
国
。
遼
東
大
王
と
申
奉
る
ゆ
ゝ
し
き
帝
。 

お
わ
し
ま
す
。
第
一
の
臣
下
李
良
耶
碩
郎
耶
を
召
れ
。
「
扨
も
大
日
本 

の
武
将
王
高
冨
久
吉
。
我
国
の
貢
物
怠
る
事
を
怒
。
日
本
の
兵
船
数
万 

艘
。
釜
山
海
へ
寄
る
と
聞
。
入
立
て
は
叶
ふ
ま
じ
。
汝
が
家
来
沐
海
潜
は
。
水
練 
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を
得
し
大
力
と
聞
ば
。
彼
を
毒
魚
の
形
に
作
つ
て
海
に
入
。
大
将
の
乗
た
る 
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船
を
覆
し
。
寄
来
る
敵
を
皆
殺
し
に
な
す
べ
し
」
と
。
居
な
が
ら
日
本
を
一
呑
の
高 

麗
茶
碗
の
我
が
ち
に
軍
の
用
意
ぞ
。
な
し
に
け
る
。
斯
て
日
本
の
御
先
手 

加
藤
虎
之
助
小
西
弥
十
郎
。
釜
山
海
に
船
乗
捨
城
際
近
く
進
ん
だ
り
。
時
に
不
思 

議
や
俄
に
磯
う
つ
波
高
く
。
海
上
さ
か
ま
き
一
丈
あ
ま
り
の
鱐
。
剱
の
鰭
を
振 

上
〱
。
二
人
を
め
が
け
る
有
さ
ま
は
様
危
ふ
か
り
け
る
。
三
重
次
第
也
。
小
西
加
藤
は
ち
つ
と
も 

ひ
る
ま
ず
。「
ハ
テ
珍
ら
し
い
魚
の
形
。
イ
テ
料
理
し
て
一
こ
ん
汲
ん
。
実
尤
」
と
両
人
が
大
手
を 
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の
べ
て
か
い
つ
か
み
。
磯
ば
た
に
引
上
れ
ば
。
波
は
す
つ
ぽ
り
高
麗
人
。
沐
海
潜
と
云 

者
余
す
ま
じ
迚
切
て
か
ゝ
る
。「
か
い
く
ゞ
つ
て
引
つ
か
み
。
生
魚
の
鱐
生
箸
い
ら
ず
の 

手
料
理
」
と
。
両
人
寄
て
片
足
宛
ゑ
い
。
や
つ
と
引
さ
き
捨
。
す
ぐ
に
此
城
攻 

落
さ
ん
と
い
さ
み
に
い
さ
む
両
人
は
。
異
国
本
朝
ま
れ
も
の
や
と
。
貴
賎 

上
下
を
お
し
な
め
て
か
ん
ぜ
ぬ
も
の
こ
そ
な
か
り
け
れ
。「
と
う
ざ
い
〱
此
所 

は
大
王
き
さ
き
。
へ
る
あ
ん
ど
う
よ
り
ち
や
ら
す
ぼ
ろ
ん
ま
で
の
み
ち
ゆ
き
。 

す
な
は
ち
国
太
夫
ふ
し
両
人
に
て
相
つ
と
め
ま
す
た
ゆ
う
に
御
ら
ふ
じ
ま
せ
ふ
。」 
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御
前
あ
や
つ
り 

道
行
れ
ん
ぽ
の
ち
や
す
げ 

国
太
夫
節 

日
の
本
も
。
異
国
も
同
鳥
の
跡
。
文
字
に
か
ゝ
ね
ば
詞
に
は
。
聞
わ
け
が
た
く
聞 

し
ら
ず
。
御
い
た
は
し
や
大
王
は
。
へ
る
あ
ん
ど
う
を
立
い
で
ゝ
。
あ
ぼ
す
と
う
げ
の 

夜
の
道
こ
け
つ
ま
ろ
び
つ
。
お
后
の
手
を
と
り
か
は
す
。
う
き
た
び
路
。
き
の
ふ 

は
雲
井
の
御
す
ま
居
じ
り
く
ち
く
す
い
。
引
か
へ
て
。
う
る
さ
ん
が
だ
け
し
ん
〱
と
。 

た
ゞ
月
ひ
と
り
か
げ
う
つ
り
く
も
に
さ
ほ
さ
す
。
あ
ま
小
ふ
ね
。
れ
ん
の 

〱
と
ひ
く
あ
み
の
。
め
に
も
た
ま
ら
ぬ
て
れ
め
ん
す
。
こ
れ
か
ら
さ
き
の
事 
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と
へ
バ
。
こ
た
へ
も
な
み
の
し
ら
は
ま
に
。
し
ば
ら
く
や
す
ら
ひ
給
ひ
け
る
。
み
か
ど 

な
み
た
の
ひ
ま
よ
り
も
。
「
ノ
ウ
き
さ
き
。
ち
ん
は
ち
や
ら
す
ぽ
ろ
ん
へ
く
だ
つ
て
も 

あ
す
を
も
し
ら
ぬ
う
き
い
の
ち
。
そ
な
た
は
こ
れ
よ
り
こ
し
に
の
り
へ
る
あ
ん 

ど
う
へ
立
か
へ
り
。
お
や
た
ち
を
た
の
み
身
の
お
さ
ま
り
を
思
ふ
て
た
も
。
い
と
し
い 

そ
な
た
を
ち
ん
ゆ
へ
に
。
な
ん
ぎ
を
か
け
る
が
か
な
し
い
」
と
う
ち
し
ほ
れ
つ
ゝ
の
給
へ 

ば
。
き
さ
き
は
か
ほ
を
。
ふ
り
あ
げ
て
。
う
ら
め
し
の
お
心
や
。
か
ゝ
る
い
ぶ
せ
き
敵
の
中
に 

み
づ
か
ら
。
ひ
と
り
お
き
の
ふ
ね
。
こ
が
れ
〱
て
し
ね
よ
と
は
あ
ん
ま
り
気
つ
よ
ひ
ど
ふ
よ
く 
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な
。
ア
レ
〱
〱
。
あ
れ
見
給
へ
孔
雀
さ
へ
め
を
と
〱
は
あ
る
も
の
を
。
た
と
へ
と
ら
ふ
す
千 

里
が
た
け
。
う
に
か
う
る
す
む
。
あ
ら
い
そ
ま
で
は
な
ち
給
ふ
な
は
な
れ
じ
と 

四
列
。
も
つ
れ
つ
ゆ
き
す
ぐ
る
。
こ
ん
た
ん
ぢ
や
屋
の
い
ろ
町
に
は
や
り
哥 

と
て
お
も
し
ろ
く
。
ち
よ
い
き
ん
ち
ん
な
ん
こ
ん
び
き
せ
う
ト
ヽ
フ
ヤ
ア
マ
ア
。
〱
。
き
ん 

に
や
ら
う
に
や
ら
の
世
の
中
も
さ
は
ら
が
さ
つ
と
す
ん
で
有
。
ト
ス
ヤ
ア
〱
。
げ
ゝ
す
の
ぎ
や
ア
の
ほ
う
た 

ら
ほ
さ
い
ろ
は
や
ゆ
く
ほ
ど
に
い
ん
の
や
ほ
る
か
や
は
や
は
や
す
ぎ
て
お
と 

に
き
こ
へ
し
か
ぐ
な
み
の
ち
や
ら
す
ぽ
ろ
ん
に
。
三
重
つ
き
た
ま
ふ 
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「
夜
も
更
ま
し
た
れ
ば
。
先
今
晩
は
是
限
で
ご
ざ
り
ま
す
」
と
。
切
口
上
に
貴
賎
の
見
物
。
よ
い
や 
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操
申
た
と
暫
ら
く
な
り
も
し
づ
ま
ら
ず
。
直
に
舞
台
を
か
た
付
る
手
摺
手
々
に
お 

次
迄
。
運
び
仕
舞
て
大
書
院
音
も
ひ
つ
そ
と
。
し
づ
ま
り
け
り
。
程
な
く
大
将
久
吉
公
御
桟 

敷
の
御
酒
も
過
。
御
機
嫌
よ
げ
に
手
給
へ
は
。
跡
に
引
添
大
谷
一
学
。
出
頭
の
身
の
の
け
ぞ
り 

烏
帽
子
。
素
襖
の
袖
も
大
広
間
。
御
座
を
設
け
の
脇
息
に
。
ゆ
う
〱
と
寄
添
給
ひ
。
「
何 

と
一
学
。
音
に
聞
た
お
国
操
。
中
々
作
意
出
か
し
お
つ
た
な
。
ハ
ア
ヽ
御
意
の
通
り
。
此
度
朝
鮮
御
征 

伐
と
し
て
。
御
人
数
を
差
向
ら
れ
し
。
其
跡
の
お
慰
。
異
国
退
治
の
賀
を
祝
し
。
男
神
功
皇
后 
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と
は
。
追
付
朝
鮮
御
手
に
入
ん
先
表
と
。
千
鶴
万
亀
御
目
出
た
ふ
度
い
存
奉
る
」
と
。
お
も 

ね
る
詞
に
御
機
嫌
能
「
ホ
ヽ
汝
が
申
通
。
加
藤
小
西
を
先
手
と
し
て
。
朝
鮮
へ
差
向
ひ
し
者
共
。 

未
勝
利
の
沙
汰
も
な
い
中
心
よ
い
今
の
操
。
其
お
国
と
や
ら
。
目
通
り
へ
呼
出
せ
」
と
。
仰
に
は
つ 

と
お
小
姓
衆
お
次
の
間
へ
と
呼
に
立
。
暫
く
有
て
襠
の
。
留
木
の
音
も
。
世
に
知
れ
し
。
賑
手 

風
流
も
上
々
の
お
傍
へ
出
る
は
初
舞
台
う
い
〱
し
げ
に
御
座
の
間
を
。
遥
隔
て
か
し
こ
ま
る
。
大
将 

つ
く
〲
見
や
り
給
ひ
。「
お
国
と
い
ふ
は
そ
ち
じ
や
よ
な
。
扨
見
事
。
マ
ヽ
ア
第
一
器
量
が
能
て
気
に 

入
つ
た
。
我
を
祝
し
た
今
の
操
頓
智
発
明
出
か
し
た
〱
。
近
ふ
よ
れ
〱
」
と
。
猫
撫
声
も
ほ
ろ
酔
機
嫌
。 

（71
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お
国
は
は
つ
と
両
手
を
つ
き
。「
コ
レ
ハ
〱
。
わ
た
し
ら
風
情
の
下
ざ
ま
に
上
々
様
の
冥
加
な
い
お 

詞
。
何
と
お
受
を
申
そ
ふ
や
ら
。
憚
り
な
が
ら
お
傍
か
ら
よ
か
ろ
ふ
様
に
お
と
り
な
し
。
お
つ
し
や
つ
て
下 

さ
り
ま
せ
」
と
い
ふ
に
一
学
す
ゝ
み
出
。「
イ
ヤ
モ
取
成
に
及
ば
ぬ
我
君
を
祝
し
。
男
神
功
皇 

后
と
は
頓
智
の
作
意
。
殊
に
大
王
が
国
太
夫
ふ
し
で
の
道
行
。
異
国
詞
の
ち
ん
ぷ
ん 

か
ん
。
殊
の
ふ
お
上
の
御
意
に
叶
ふ
た
。
ヶ
様
な
事
は
皆
其
方
が
拵
へ
る
か
。
但
し
は
外
に
拵 

人
が
有
か
。
ハ
イ
ご
さ
り
ま
す
。
都
て
か
よ
う
な
事
を
つ
ゞ
り
ま
す
者
を
作
者
と
申
ま
し
て 

時
代
事
世
話
事
。
或
は
当
世
の
珍
ら
し
い
事
を
案
じ
ま
し
て
。
浄
る
り
又
は
狂
言
に
拵
へ
ま
す 
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が
其
作
者
の
役
で
ご
ざ
り
ま
す
れ
ど
。
私
は
お
国
歌
舞
妓
と
申
ま
し
て
歌
舞
妓
芝 

居
を
お
も
に
致
し
ま
す
れ
ば
。
何
が
な
お
慰
と
存
ま
し
て
。
俄
に
拵
へ
ま
し
た
今
宵
の 

操
り
。
則
作
者
浪
木
山
三
と
申
ま
す
」
と
咄
す
を
つ
く
〲
聞
入
大
将
。「
ム
ヽ
其
作
者
と 

や
ら
も
是
へ
呼
べ
」
と
又
も
御
諚
に
お
次
よ
り
。
ハ
ア
其
作
者
是
に
扣
て
お
り
ま
す
と
上 

下
た
め
付
う
づ
く
ま
る
。
「
ム
ヽ
山
三
と
や
ら
い
ふ
作
者
は
そ
ち
よ
な
。
我
を
祝
し
た
今
宵
の
操
り 

出
か
し
た
〱
。
褒
美
は
扶
持
し
て
く
れ
ん
」
と
。
御
機
嫌
斜
何
よ
り
も
悦
ぶ
山
三
が
身 

の
大
慶
。
「
ヶ
様
な
事
が
御
意
に
入
。
夫
で
御
扶
持
を
戴
く
は
ほ
ん
の
濡
手
て
あ
は
の
守
。
大 
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名
の
作
者
我
な
る
は
」
と
感
ぜ
ぬ
者
こ
そ
な
か
り
け
り
。「
ハ
ヽ
ヽ
ヽ
。
中
々
気
が
る
頓
作
者
渠 

ら
を
相
手
に
一
献
酌
ふ
銚
子
〱
。
ア
レ
お
銚
子
と
御
意
遊
ば
す
。
早
ふ
〱
」
と
お
国
が
気
転
。「
ヲ
ツ
ト 

心
得
湯
婆
し
や
な
い
。
爰
に
幸
長
柄
の
銚
子
。
三
方
土
器
大
将
の
。
御
傍
に
差
置
は
。
御
手 

に
取
て
ヤ
イ
山
三
。
此
土
器
を
深
草
で
焼
は
ど
ふ
し
た
謂
じ
や
な
ア
。
ハ
ア
ヽ
か
ふ
も
ご
ざ
り
ま
せ
ふ
か
。
深 

草
は
む
し
や
く
し
や
と
し
た
名
な
き
共
。
焼
た
所
で
か
は
ら
け
と
な
る
。
ハ
ヽ
ヽ
ヽ
。
こ
り
や
あ
ぢ
を
や
り
お
つ
た
。 

サ
ア
つ
げ
〱
」
と
引
受
て
。「
コ
リ
ヤ
お
国
。
此
盃
は
そ
ち
へ
さ
す
が
。
又
呵
る
相
人
が
有
身
じ
や
な
い
か
よ
。
是
は 

あ
ら
れ
も
な
い
事
御
意
遊
ば
す
。
何
の
マ
ア
左
様
な
事
が
。
ス
リ
ヤ
男
は
な
い
か
。
ム
ヽ
〱
よ
し
〱
。
然
ら
ば
我
等 
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ふ
く
す
る
し
や
。
い
や
と
い
は
さ
ぬ
か
た
め
の
盃
。
一
つ
呑
〱
」
と
。
早
舌
の
根
も
廻
ら
ぬ
大
将
。
傍
に
ま
し 
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く
し
不
忽
の
大
谷
。
「
コ
リ
ヤ
や
い
一
学
。
何
を
う
ぢ
〱
も
つ
け
顔
。
そ
ち
に
も
役
目
言
付
る
。
爰
へ
来
て 

足
を
も
め
」
と
。
體
を
横
に
膝
枕
遉
四
海
の
主
迚
按
摩
。
取
身
も
立
烏
帽
子
。
素
襖 

の
袖
の
ま
く
り
手
に
。
そ
ろ
〱
腰
を
現
や
た
は
い
。「
コ
レ
お
国
。
是
か
ら
我
等
が
奥
に
す
る
が
。
嬉
し
い
か
〱 

但
し
は
い
や
か
。
ど
ふ
じ
や
〱
」
と
身
は
な
よ
竹
。「
ヲ
ヽ
我
君
様
の
お
な
ぶ
り
。
何
ぼ
う
左
様
に
御
意
遊
ば
し 

て
も
。
何
の
マ
ア
私
等
風
情
。
お
酒
の
上
の
お
ざ
れ
事
。
仇
な
恋
路
は
わ
た
し
や
い
や
。
イ
ヤ
仇
で 

な
い
神
ぞ
八
ま
ん
弓
。
矢
神
も
照
覧
有
。
ヲ
ヽ
嬉
し
。
其
御
詞
か
誠
な
ら
ば
」
と
早
と
け
か
ゝ
る
春
の
雪 

（73
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大
谷
が
高
笑
ひ
「
ハ
ヽ
ヽ
。
い
や
モ
我
君
様
に
は
手
ご
は
き
敵
の
城
廓
を
。
攻
落
す
計
で 

な
く
。
女
を
落
す
も
又
御
手
練
。
イ
ヤ
ハ
ア
驚
き
奉
る
」
る
。
詞
に
猶
も
た
か
い
な
く
。「
惣 

躰
女
と
い
ふ
君
は
城
に
か
た
ど
つ
た
も
の
じ
や
。
此
お
国
か
様
に
。
器
量
能
美
し
う
名 

を
取
た
名
女
。
城
で
い
は
ゞ
何
所
の
城
で
有
ふ
ぞ
。
ハ
ア
ヽ
要
害
堅
固
の
名
城
な
ら 

ば
。
差
詰
此
肥
前
の
御
居
城
で
ご
ざ
り
ま
せ
ふ
か
。
ヲ
ヽ
マ
ア
居
城
な
ら
ば
居
城
に
せ
よ
。 

其
居
城
の
本
丸
二
の
丸
外
廓
の
。
固
め
を
お
国
か
形
に
准
へ
て
見
る
と
。
上
着 

中
着
下
着
を
着
て
。
帯
し
つ
か
り
と
し
め
た
所
。
斯
帯
紐
を
し
つ
か
り
し
め
て
固
て 
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は
。
譬
籠
る
大
将
が
女
童
で
も
。
め
つ
た
に
は
落
に
く
い
。
ナ
ン
ト
一
学
。
此
名
女
を
口
説 

落
す
に
は
。
ど
ふ
し
て
責
た
ら
落
ふ
と
思
ふ
ぞ
。
イ
ヤ
も
ふ
何
と
し
て
〱
愚
蒙
短
才
の
我
等 

し
き
。
譬
日
本
の
勢
を
催
し
て
も
。
口
説
落
す
事
思
ひ
も
寄
ず
。
其
筈
〱
。
所
を 

此
久
吉
が
寄
手
と
な
れ
ば
忽
落
城
。
ム
ヽ
其
落
城
の
御
計
略
が
承
は
り
た
い
。
サ
ア
今 

も
い
ふ
通
り
。
何
ぼ
女
童
で
も
。
要
害
の
帯
紐
し
め
て
は
。
権
威
計
で
攻
て
は 

落
ぬ
。
そ
こ
で
詞
を
和
ら
か
ふ
和
睦
を
入
。
何
と
我
等
が
奥
に
成
気
は
な
い
か
な
ど
ゝ
。
詞 

や
さ
し
う
や
り
か
け
て
も
。
女
の
癖
で
気
を
廻
し
。
何
の
マ
ア
嘘
ら
し
い
と
。
迷
ふ
所
で
し
ん
ぞ 

（74
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八
幡
弓
矢
神
も
照
覧
な
ど
ゝ
。
誓
ひ
の
詞
は
嘘
八
百
．
遉
は
女
気
。
誠
と
心
得
最 

用
心
の
帯
紐
も
。
解
た
所
が
二
の
丸
。
彼
外
廓
を
破
却
の
心
。
上
着
中
着
の 

帯
紐
さ
へ
。
あ
つ
ち
の
手
か
ら
解
す
れ
ば
。
丸
は
だ
か
の
裸
城
。
其
跡
は
ず
る
〱
べ
つ
た
り
。
我
手 

に
陥
る
謀
。
ナ
ン
ト
き
つ
い
か
〱
」
と
。
自
慢
咄
し
も
逢
坂
や
流
石
お
国
も
計
略
に
。 

す
は
落
城
と
成
果
る
。
山
三
は
横
手
て
う
ど
打
。
「
さ
つ
て
も
厳
し
い
御
計
略
。
陥
た
お
国 

様
。
大
将
の
色
事
な
れ
ば
日
本
国
を
一
所
へ
。
寄
て
お
貰
ひ
な
さ
れ
ま
せ
」
と
。
そ
や
し
立
ら
れ 

お
国
も
笑
顔
。
「
サ
ア
上
も
な
い
我
君
様
の
お
情
に
預
る
か
ら
は
。
今
死
る
共
身
の
果
報
。 
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迚
も
の
事
に
お
添
臥
。
申
。
〱
ゆ
り
起
せ
ど
。
揉
る
ゝ
人
も
も
む
人
も
倶
に
漕
出 

す
白
川
夜
船
。
只
ぐ
う
〱
の
高
鼾
。
寝
息
を
と
つ
く
と
伺
ふ
二
人
。
し
す
ま
し
た
り
折
よ
し
と 

山
三
が
眴
を
呑
込
お
国
。
隠
し
持
た
る
九
寸
五
分
。
抜
よ
り
早
く
起
立
大
将
。
「
ハ
テ
心
得
ず
。 

我
身
に
過
有
ん
時
は
己
と
音
を
出
す
千
鳥
の
香
炉
。
夫
故
肌
身
放
さ
ぬ
香 

炉
。
今
懐
中
に
て
音
を
出
せ
し
は
。
我
を
狙
ふ
曲
者
有
。
詮
義
せ
よ
一
学
」
と
。
仰
に
は
つ
と
つ
ゝ 

立
上
れ
ば
。「
コ
ハ
口
惜
や
顕
れ
し
」
と
。
山
三
も
懐
剱
抜
放
し
大
将
め
が
け
切
付
る
。
山
三
を
て
う
ど 

真
の
当
。
は
つ
と
驚
く
お
国
が
小
腕
取
よ
り
早
く
早
縄
に
。
二
人
を
手
も
な
く
高
手
小
手
。
い
ま 
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し
め
ら
る
ゝ
両
人
が
。
悲
運
の
程
そ
是
非
も
な
き
。
大
谷
猶
も
眼
を
い
か
ら
し
「
ヤ
ア
形
に
も
似 
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ず
我
君
を
害
せ
ん
と
せ
し
不
敵
や
つ
。
何
者
に
ぞ
頼
れ
し
か
。
但
し
う
ぬ
ら
が
一
存
か
。
様
子
ぬ 

か
せ
」
と
き
め
付
れ
ば
。
大
将
し
ば
し
と
押
と
め
給
ひ
。「
此
久
吉
を
討
ん
為
近
寄
た
る
二
人
の
者
。
譬 

い
か
程
責
る
共
一
応
で
様
子
は
い
ふ
ま
じ
。
今
宵
は
庭
木
に
繋
ぎ
置
明
日
急
度
糾
明 

せ
ん
」
と
。
仰
に
は
つ
と
大
谷
一
学
。
庭
木
に
二
人
を
禁
る
。
縄
の
結
ひ
も
く
ひ
入
計
無
念
〱 

と
。
身
を
あ
せ
る
。
拙
き
運
と
秀
る
運
。
香
炉
故
に
不
思
議
の
難
。
の
が
る
ゝ
武
徳
久 

吉
公
。
一
学
来
れ
と
召
連
て
長
台
。
深
く
入
給
ふ
。
既
に
其
夜
も
。
更
渡
り
。
庭
木 
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の
梢
し
ん
〱
と
小
夜
風
つ
よ
く
身
に
ぞ
し
む
。
無
慙
や
お
国
は
夫
と
倶
に
。
身 

を
広
庭
の
木
枯
に
。
ち
り
し
く
梅
に
花
な
ら
で
。
盛
り
を
ち
ら
す
我
よ
り
も
夫
の 

身
に
し
思
ひ
や
り
。
涙
の
夜
露
裾
袂
し
ぼ
り
。
兼
て
見
へ
に
け
る
。
「
ヤ
山
三
様
。
嘸 

御
無
念
に
ご
ざ
り
せ
ふ
な
ア
。
誰
有
ふ
松
永
大
膳
様
の
お
子
。
靱
負
様
共
有
ふ
お
身
が
。 

有
ぬ
姿
に
身
を
や
つ
し
。
夫
婦
館
へ
入
込
し
は
。
父
様
の
敵
久
吉
を
討
て
本
意
が
遂
た
い
計
。 

其
甲
斐
も
な
ふ
顕
は
れ
て
。
お
前
も
。
わ
た
し
も
縄
目
の
恥
。
元
よ
り
覚
悟
の
上
な
れ
ば
。 

悔
む
心
は
ば
け
れ
共
。
せ
め
て
敵
に
薄
手
も
負
せ
ず
。
し
か
も
敵
の
手
に
か
ゝ
り
。
や
み
〱 
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と
殺
さ
る
ゝ
は
。
ど
ふ
し
た
因
果
な
身
の
上
ぞ
」
と
。
悔
み
歎
け
ば
山
三
も
顔
上
。 

「
亡
父
の
仇
を
討
ん
と
思
ひ
。
年
月
の
憂
艱
難
。
仏
神
堪
能
有
け
る
に
や
安
々 

と
館
へ
入
込
。
久
吉
が
傍
近
く
。
召
出
さ
れ
し
る
其
時
は
。
天
へ
も
上
る
心
地
に
て
。
早
ま
つ 

て
仕
損
ぜ
し
。
是
も
武
運
の
至
ら
ぬ
故
と
。
我
身
は
覚
悟
極
め
て
居
れ
ど
。
い
と
し 

い
は
そ
な
た
の
身
。
よ
し
な
い
我
に
つ
れ
添
て
。
一
日
安
堵
の
思
ひ
も
さ
せ
ず
。
つ
い
に 

刃
に
か
ゝ
る
の
も
。
皆
此
靱
負
に
連
添
故
。
嬉
し
い
共
忝
共
。
礼
は
未
来
で
〱
」
と
。 

跡
は
涙
に
む
せ
び
な
き
。
お
国
は
悲
し
さ
有
に
も
有
れ
ず
。「
勿
躰
な
い
其
お
詞
。
譬 
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八
つ
裂
車
ざ
き
。
ど
ん
な
憂
目
に
逢
ふ
迚
も
。
可
愛
男
の
為
じ
や
物
。
何
の 

悔
ま
ふ
勿
躰
な
い
。
そ
ん
な
事
を
い
は
ず
共
。
未
来
も
か
は
ら
ぬ
夫
婦
じ
や
と
。
云
て
聞
し 

て
下
さ
ん
せ
。
そ
れ
が
追
善
回
向
よ
り
。
わ
た
し
や
嬉
し
い
〱
」
と
。
寄
添
ん
に
も
身 

は
叶
は
ず
。
顔
さ
へ
見
へ
ぬ
暗
き
夜
の
。
闇
は
あ
や
な
し
梅
の
花
。
木
の
根
に
ど
う
ど 

伏
し
づ
む
。
涙
は
花
の
吹
雪
な
り
。
始
終
の
様
子
最
善
よ
り
。
聞
居
大
谷
庭
に 

お
り
立
。
「
ヤ
ア
ほ
て
く
ろ
し
い
よ
ま
い
事
。
扨
は
松
永
が
躮
よ
な
。
久
吉
公
を
親
の
敵
な
ん 

ど
ゝ
は
。
胴
よ
り
肝
の
ふ
と
い
や
つ
ば
ら
。
最
早
子
細
を
拷
問
に
及
ば
ね
ば
。
明
日
迄
待 
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ず
。
只
今
成
敗
。
覚
悟
ひ
ろ
げ
」
と
立
寄
て
。
刀
抜
手
も
見
せ
ば
こ
そ
。
い
ま
し
め 

す
つ
ぱ
と
切
は
な
す
。
二
人
は
恟
り
顔
見
合
せ
。
「
コ
リ
ヤ
我
々
が
禁
め
を
。
シ
イ
。
声
が 

高
い
命
助
る
本
望
遂
い
。
何
本
望
を
遂
よ
と
は
。
ホ
ヽ
切
な
る
二
人
が
孝
心
を 

感
じ
夫
故
命
助
け
て
く
れ
る
。
ス
リ
ヤ
私
共
を
御
助
け
。
ホ
ヽ
武
士
が
詞
に
二
言
な
い 

は
さ
。
ア
ヽ
有
難
し
忝
し
。
サ
ア
女
房
」
と
い
さ
み
立
。
奥
を
め
が
け
て
か
け
行
を
。
ヤ
レ
待
暫
し 

と
押
と
ゞ
め
。
「
大
将
の
寝
所
に
は
。
大
勢
寝
ず
の
直
宿
の
武
士
。
其
中
へ
汝
一
人
。 

行
は
好
ん
で
火
に
入
虫
。
ホ
ヽ
其
義
は
ち
つ
共
気
づ
か
ひ
有
な
。
譬
い
か
程
直
宿 
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す
る
共
。
某
多
年
心
を
つ
く
し
。
な
ら
ひ
得
た
り
し
忍
び
の
術
。
其
術
を
も
つ
て 
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安
々
と
．
忍
び
入
て
久
吉
が
。
首
取
は
あ
ん
の
中
」
と
。
悦
び
い
さ
め
ば
お
国
が
と
ゞ
め
。 

「
ム
ヽ
何
ほ
ど
お
前
が
術
を
な
し
い
。
寝
所
へ
忍
び
入
に
も
せ
よ
。
久
吉
が
大
事
に
か
け
。 

肌
身
放
さ
ぬ
千
鳥
の
香
炉
。
さ
つ
き
の
様
に
音
を
出
さ
ば
。
又
仕
損
じ
は 

知
れ
た
事
。
マ
ア
〱
せ
か
ず
と
も
思
案
は
な
い
か
」
と
い
ふ
に
実
も
と
黙
頭
山
三
。 

い
か
さ
ま
そ
ふ
じ
や
と
当
惑
顔
。
大
谷
す
ゝ
ん
で
も
つ
と
も
〱
。
其
香
炉 

に
音
を
出
さ
せ
ぬ
仕
や
う
こ
そ
有
気
づ
か
ひ
致
す
な
。
ム
ヽ
音
を
出
さ
せ
ぬ 
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仕
や
う
と
は
。
ヲ
ヽ
千
鳥
の
香
炉
に
限
ら
ず
。
都
て
名
器
に
不
思
議
は
様
々
。 

其
怪
し
み
を
除
ん
に
は
。
蜀
江
の
錦
蝦
夷
錦
。
小
金
襴
の
小
切
を
以
。 

名
器
の
う
へ
を
覆
ひ
包
め
ば
。
自
然
と
怪
し
み
な
す
事
な
し
。
或
は
名
画 

の
掛
も
の
に
も
。
能
金
入
の
古
切
を
遣
ふ
も
其
謂
れ
。
今
久
吉
が
所
持
の
香 

炉
い
か
成
希
代
の
も
の
に
も
せ
よ
。
蜀
江
の
錦
を
も
つ
て
上
を
覆
ふ
は
ゞ
。 

何
条
音
を
出
す
事
有
ん
」
と
。
聞
て
山
三
も
打
黙
頭
。
「
ヲ
ヽ
珍
敷
御
教
。 

さ
は
い
へ
か
ゝ
る
過
急
の
場
所
。
其
錦
有
ん
様
な
し
。
ヲ
ヽ
其
錦
あ
た
へ
て
く
れ
ん
」 
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と
両
手
を
己
が
ふ
と
こ
ろ
へ
入
て
引
さ
く
怪
し
の
片
袖
。「
是
こ
そ
教
へ
た 

蜀
江
の
錦
と
い
ふ
も
の
。
是
さ
へ
覆
へ
ば
心
の
侭
。
再
び
家
を
引
お
こ
し
。
必 

武
門
に
花
咲
す
コ
リ
ヤ
餞
別
な
り
」
と
指
出
せ
ば
。
追
取
て
押
戴
き
。「
ハ
ヽ 

重
々
の
御
厚
情
。
御
恩
は
わ
す
れ
ぬ
一
学
様
。
ヤ
ア
い
ら
ざ
る
詞
時
移
る
。
早
行 

や
つ
」
と
い
さ
め
ら
れ
。
浮
木
に
逢
へ
る
盲
亀
の
心
地
。
イ
ザ
来
い
女
房
ア
イ 

あ
い
〱
。
倶
に
嬉
し
き
お
国
か
風
情
。
か
い
ど
り
小
つ
ま
勇
み
足
。
忍
び
入 

こ
そ
あ
ゆ
ふ
け
れ
。
跡
見
送
つ
て
一
学
が
。
一
人
ゑ
み
し
て
立
た
る
と
こ
ろ
へ
。 
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朝
鮮
国
よ
り
注
進
と
。
呼
は
る
声
も
矢
を
射
る
ご
と
く
。
ふ
ね
を 

み
ぎ
は
に
こ
ぎ
つ
け
て
あ
が
る
や
息
も
つ
ぎ
あ
へ
ず
。
「
扨
も
味
方
の 

兵
船
軍
船
。
都
合
三
千
六
百
艘
。
釜
山
海
に
つ
く
や
い
な
。
加
藤 

小
に
し
の
両
大
将
。
阿
修
羅
王
の
勢
ひ
に
。
お
そ
れ
わ
な
ゝ
き
唐
人
原 

と
り
出
〱
に
迯
こ
も
り
大
筒
。
石
火
矢
釣
瓶
か
け
。
は
な
す
鉄
丸
炎 

の
ご
と
く
。
両
将
ち
つ
と
も
ひ
る
ま
ば
こ
そ
。
手
も
な
く
要
害
せ
め
ひ
じ
き
。 

そ
れ
よ
り
行
歩
度
三
十
里
。
登
ね
ぎ
を
暫
時
に
せ
め
と
り
。
日
本
勢 
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の
い
た
る
所
せ
む
る
に
取
ず
と
い
ふ
事
な
く
。
追
つ
け
王
城
開
城
府
に 

せ
め
入
ん
。
御
心
や
す
か
る
べ
し
」
と
大
い
き
つ
い
で
詞
ふ
れ
ば
。
「
ホ
ヽ
遠
路
の
船 

路
太
義
〱
。
此
お
も
む
き
我
君
へ
申
あ
け
ん
。
休
息
い
た
せ
」
と
や
り 

過
し
。
ぬ
き
は
な
し
て
大
袈
裟
き
り
。
す
ぐ
に
死
骸
を
。
な
み
間
へ
蹴
込
。 

「
ヤ
ア
身
が
家
来
の
早
水
喜
藤
治
。
早
〱
参
れ
」
と
言
葉
の
中
。 

は
つ
と
い
ら
へ
て
立
い
づ
れ
ば
。
あ
た
り
見
ま
は
し
小
声
に
な
り
。
「
こ
り
や
〱
〱
。 

只
今
朝
鮮
ざ
い
陣
の
も
の
ど
も
よ
り
勝
軍
の
注
進
。
そ
れ
が
し
逐
一
聞 
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届
け
し
が
。
よ
も
知
る
ま
し
と
思
ひ
の
外
。
中
々
案
内
委
し
き
手
配
り
。
此 
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分
に
て
は
王
城
と
て
も
心
元
な
し
。
汝
は
急
ぎ
此
早
船
に
て
朝
鮮
に
至
り
。 

釜
山
海
へ
は
着
岸
せ
ず
。
直
に
江
陵
府
麒
麟
縣
そ
れ
よ
り
間
も
な
く 

江
原
道
水
原
郡
に
至
る
べ
し
。
是
王
城
へ
近
道
な
り
。
若
敵
王
城
へ 

攻
寄
ば
。
帝
諸
共
太
子
を
伴
ひ
。
咸
鏡
道
迄
御
供
申
せ
」
と
。
懐
中
よ
り
一
巻 

を
取
出
し
。「
コ
リ
ヤ
此
絵
図
を
見
ば
。
朝
鮮
国
の
抜
道
。
近
道
隠
れ
里
。
手
を
取 

て
教
ゆ
る
ご
と
し
。
早
々
急
げ
」
に
喜
藤
治
が
。
畏
り
候
と
船
へ
飛
乗
櫓
を
押
立
。 

（80

ウ
） 

跡
し
ら
波
と
漕
出
る
。
大
谷
一
学
跡
見
送
り
安
堵
の
思
ひ
に
大
紋
の
袖
か
き 

合
せ
。
し
づ
〱
と
。
わ
ゆ
む
後
ろ
の
一
間
よ
り
。
「
ヤ
ア
〱
船
頭
与
次
兵
衛
暫
ら
く
待
」
と
声 

か
く
る
。
恟
り
せ
し
が
見
向
も
せ
ず
。
聞
ぬ
顔
し
て
。
行
先
に
。
俄
に
聞
ゆ
る
せ
め
太
鼓
。
あ 

や
し
と
思
へ
ど
障
ら
ぬ
風
情
。
立
戻
つ
て
行
過
る
。
又
も
こ
な
た
の
一
間
よ
り
。「
ヤ
ア
日
本
な
ら
ぬ 

外
国
の
唐
人
。
そ
こ
動
く
な
」
と
呼
は
る
声
。
聞
耳
潰
す
大
谷
が
。
猶
行
先
に
又
螺
が
ね
。 

四
方
八
方
取
か
こ
む
。
気
色
に
ち
つ
と
も
騒
が
ぬ
一
学
。
傍
に
ら
ん
で
つ
立
ば
。
程
も
有 

せ
ず
組
子
の
大
勢
。
我
組
留
ん
と
両
方
よ
り
。
突
出
す
こ
と
ぢ
に
事
と
も
せ
ず
。 

（81

オ
） 

く
ゞ
つ
て
ぱ
つ
し
と
踏
落
す
。
間
も
な
く
突
棒
さ
す
ま
た
の
す
ま
た
く
ら
ふ
て
。
も
ぢ
り
合
ふ
。
長
柄 

は
会
釈
も
有
ば
こ
そ
。
寄
を
蹴
倒
し
ふ
み
飛
し
。
残
る
は
掴
ん
で
人
つ
ぶ
て
は
ら
り
〱
と 

打
付
る
。
人
間
な
ら
ぬ
働
き
に
。
寄
つ
く
者
も
あ
ら
し
こ
共
。
一
度
に
ど
つ
と
。
迯
落 

た
り
。
相
人
な
け
れ
ば
広
庭
に
。
大
谷
明
て
高
笑
ひ
。
「
身
を
与
次
兵
衛
の
唐
人
の
と
。
覚
な
き 

名
を
呼
と
い
ひ
。
組
子
に
か
け
て
取
ん
と
は
。
ハ
レ
烏
滸
が
ま
し
や
」
と
睨
付
る
こ
な
た
の
障
子
。
押
開
き
。 

立
出
る
加
藤
正
清
。
異
国
退
治
の
出
陣
姿
。
鬼
を
も
あ
ざ
む
く
。
其
勢
ひ
。
悠
〱
と
御 

慰
に
向
ひ
。「
朝
鮮
国
地
理
の
案
内
。
事
明
白
に
相
し
れ
。
さ
ぞ
我
君
の
御 

（81

ウ
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満
悦
」
と
呼
は
る
声
に
大
領
久
吉
。
装
束
改
め
。
し
づ
〱
立
出
。「
ホ
ヽ
小
西
が 

所
持
す
る
細
見
の
絵
図
。
先
達
て
我
手
に
入
共
。
山
川
地
理
の
行
程 

迄
。
和
国
に
し
ら
ぬ
土
地
な
れ
ば
。
其
案
内
紛
明
な
ら
ず
。
心
も
と
な
く
思
ひ
し
に
。 

其
国
人
が
所
持
の
絵
図
。
今
某
が
手
に
入
も
。
ひ
と
へ
に
加
藤
が
働
き
故
」 

と
。
悦
喜
の
詞
に
正
清
進
ん
で
。
「
某
方
寸
の
術
を
持
て
。
い
ま
だ
渡
ら
ぬ
朝 

鮮
よ
り
。
勝
軍
の
注
進
な
ど
ゝ
。
跡
方
も
な
き
軍
の
咄
し
聞
て
誠
と
う
ろ
た
へ 

騒
ぎ
。
こ
ち
か
ら
問
ぬ
地
理
の
案
内
。
其
上
絵
図
迄
持
せ
や
る
。
其
家
来
め 

（82

～88

） 

を
打
放
し
。
絵
図
を
こ
つ
ち
へ
し
て
や
つ
た
れ
ば
。
直
に
こ
れ
よ
り
出
船
。
朝
鮮
国
を 

切
取
は
此
。
正
清
が
し
ゆ
り
に
有
。
門
出
の
血
祭
り
に
外
国
の
風
来
人
。 

い
で
首
取
ん
」
と
。
詰
寄
ど
。
ち
つ
と
も
騒
ず
嘲
笑
ひ
。「
絵
図
を
取
ふ
が
。
朝
鮮 

を
切
取
ふ
が
。
そ
り
や
此
方
に
構
わ
ぬ
事
。
此
一
学
を
異
国
人
と
は
何
の
戯
言
。 

ホ
ヽ
其
あ
ら
そ
ひ
を
さ
せ
ま
い
為
。
松
永
が
躮
と
偽
る
某
は
。
久
吉
公
の
家
臣 

小
西
弥
十
郎
行
長
是
に
有
」
と
。
以
前
に
替
る
軍
の
出
立
。
傍
に
引
そ
ふ 

女
房
も
。
か
は
る
姿
の
衣
紋
つ
き
。
夫
と
倶
に
立
出
て
。「
コ
レ
〱
大
谷
殿
。
香
炉 

（82

～88
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の
音
を
と
め
さ
せ
ん
と
。
最
前
の
此
片
袖
。
ま
が
ひ
も
な
き
唐
人
衣
装
。
是 
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を
肌
着
に
着
て
居
る
こ
な
た
。
唐
人
と
い
ふ
慥
な
證
拠
」
と
。
言
れ
て
大
谷
言 

句
も
出
ず
。「
ム
ヽ
す
り
や
松
永
が
躮
と
い
ふ
た
は
。
ホ
ヽ
顔
見
し
ら
れ
ぬ
を
幸 

に
。
と
く
よ
り
夫
婦
が
姿
を
や
つ
し
。
お
国
歌
舞
妓
と
成
た
る
も
。
そ
ち
を
見 

出
さ
ん
為
計
。
最
早
遁
れ
ぬ
覚
悟
せ
よ
」
と
。
詰
寄
よ
る
血
気
の
両
人
。
大 

将
暫
し
と
押
と
ゞ
め
。「
面
躰
に
痣
を
こ
し
ら
へ
。
船
頭
与
次
兵
衛
と
姿
を
や
つ
し
。 

又
面
躰
の
痣
を
は
が
し
。
下
部
と
成
て
我
に
奉
公
。
眼
中
と
い
ひ
頬
魂
。 

（89

オ
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曲
者
と
睨
し
ゆ
へ
。
態
取
上
立
身
さ
せ
。
傍
近
く
さ
し
置
も
。
そ
ち
が
素 

を
見
出
さ
ん
為
。
某
が
術
に
落
入
。
今
顕
は
れ
し
異
国
人
。
い
か
な
れ
ば
秀
吉
に
。 

何
の
恨
み
が
有
や
ら
ん
。
語
れ
聞
ん
」
と
有
け
れ
ば
。
こ
な
た
は
怒
り
に
髪
逆 

立
。
無
念
の
瞪
く
は
つ
と
見
ひ
ら
き
。
「
何
恨
み
と
は
空
々
し
い
。
か
く
顕
れ
し
う
へ 

か
ら
は
何
を
か
つ
ゝ
ま
ん
。
我
こ
そ
朝
鮮
李
昖
王
の
臣
下
。
武
林
官
と
い
つ
し
者
。 

此
土
に
来
り
し
其
子
細
。
語
つ
て
聞
せ
ん
よ
つ
く
聞
。
往
昔
神
功
皇
后
我
。
三
韓
を 

攻
な
び
け
し
。
恥
辱
は
犬
打
童
迄
。
知
る
事
な
れ
ば
語
る
に
及
ば
す
。
そ
れ
よ
り
つ
ゞ 

（89

ウ
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い
て
一
百
余
代
の
其
間
。
三
十
余
ヶ
度
の
戦
ひ
も
皆
我
国
の
負
軍
。
又
も
や 

此
度
大
領
久
吉
。
人
数
を
向
る
と
阡
陌
の
風
聞
。
我
王
城
に
聞
伝
へ
。
す
は
や
帝
都 

の
用
心
ぞ
と
。
数
多
の
官
人
官
女
迄
。
騒
げ
ば
誰
が
い
ふ
と
も
な
く
。
朝
鮮
国
の
八
道 

迄
我
も
〱
と
迯
支
度
。
氏
百
姓
は
我
一
に
家
財
雑
具
を
山
林
へ
は
こ
ぶ 

も
つ
ら
き
足
弱
車
。
親
を
尋
ね
子
を
失
ひ
。
老
も
若
き
も
ち
り
〱
に
歎 

き
ま
ゆ
ふ
声
々
は
阿
鼻
叫
喚
の
罪
人
も
。
か
く
や
と
ば
か
り
聞
捨
て
。
一
先
帝
は
義 

州
の
方
。
二
人
の
太
子
お
后
は
兀
良
哈
の
境
迄
。
御
身
を
忍
ば
せ
申
さ
ん
と
い
ふ
闇 

（90

オ
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く
ら
き
。
山
と
坂
馬
も
車
も
用
意
な
く
。
徒
や
徒
跣
の
夜
の
道
。
谷
に
下
。 

峯
を
よ
ぢ
。
牡
丹
台
を
踏
ち
ら
し
。
鴨
緑
江
を
渡
る
も
有
大
同
江
に
は
船
渡
し
。 

乗
後
れ
し
と
せ
く
人
も
。
せ
か
る
ゝ
人
も
ば
た
〱
〱
。
水
に
お
ぼ
れ
て
幾
千
万
。 

数
も
限
ら
ぬ
国
の
騒
動
。
元
は
と
い
へ
ば
大
領
久
吉
。
軍
を
向
ん
ず
風
説
よ
り
。 

か
ゝ
る
騒
ぎ
と
心
付
。
久
吉
さ
へ
討
と
ら
ば
。
国
の
患
ひ
は
遁
れ
ん
と
。
数
多
の
臣 

下
を
抽
で
ゝ
扨
こ
そ
此
土
へ
渡
り
た
り
。
さ
れ
ど
も
智
謀
の
大
領
久
吉
。
な
み 

〱
に
て
は
た
よ
ら
れ
ず
と
。
船
頭
と
な
り
下
部
と
な
り
。
計
る
。
〱
と
思
ひ
し
が
。
皆
計
ら 

（90

ウ
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れ
し
我
身
の
不
運
。
エ
ヽ
口
惜
や
奇
怪
や
」
と
。
勇
気
に
さ
へ
た
る
両
眼
に
。
無
念 

の
涙
は
ら
〱
〱
。
霰
た
ば
し
る
ご
と
く
に
て
大
地
に
。
蜂
の
巣
を
な
せ
り
。
涙
払
ふ 

て
ど
つ
か
と
座
し
。
「
迚
も
本
望
達
せ
ぬ
上
。
生
て
再
び
本
国
へ
。
何
頬
さ
げ 

て
帰
る
べ
し
。
日
本
武
士
を
見
習
ふ
て
。
腹
か
つ
さ
ば
く
は
我
国
の
李
昖
王
へ
言
訳 

ぞ
」
と
。
既
に
覚
悟
と
見
へ
け
れ
ば
。
御
大
将
押
と
め
給
ひ
。
「
ホ
ヽ
天
晴
成
武
林
官
。
此 

久
吉
を
討
ん
為
。
一
人
此
地
へ
押
渡
る
は
。
不
敵
と
や
い
は
ん
。
ホ
ヽ
ヽ
ヽ
忠
臣
と
や
い
は
ん
。 

健
気
な
る
汝
が
魂
。
唐
土
日
本
か
は
れ
共
。
か
は
わ
ぬ
も
の
は
忠
臣
義
臣
。
今
の 

（91

オ
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命
を
存
命
て
。
始
め
の
ご
と
く
久
吉
に
つ
か
へ
ん
や
」
と
。
所
存
を
見
透
す
名
将
の
。 
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情
も
こ
も
る
一
言
に
。
見
向
も
や
ら
す
頭
打
ふ
り
。「
此
土
は
し
ら
ず
異
国
に
は
二
君
に
仕 

へ
ぬ
性
根
を
も
つ
て
。
忠
臣
義
士
の
誉
れ
を
取
。
夫
を
背
い
て
奉
公
せ
ば
。
砕
い
た
忠 

義
は
水
の
泡
。
目
前
大
領
久
吉
に
敵
対
し
た
る
船
頭
与
次
兵
衛
生
置
て
は 

掟
が
立
ま
い
。
愚
や
与
次
兵
衛
。
摂
州
住
吉
に
て
。
我
船
を
覆
さ
ん
と
せ
し
与 

次
兵
衛
は
。
早
速
に
討
取
。
生
国
豊
前
の
沖
に
て
刑
罰
致
せ
は
。
与
次
兵
衛
が 

瀬
戸
と
世
の
人
の
知
所
。
又
此
度
朝
鮮
征
伐
は
私
の
心
に
有
ず
。
禁
庭
よ
り 

（91

ウ
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の
勅
諚
と
。
我
又
多
年
の
懇
望
此
日
本
は
小
国
な
れ
ば
。
是
迄
武
功
の
諸
大 

名
へ
。
褒
美
に
あ
た
へ
ん
国
郡
。
土
地
狭
け
れ
ば
心
に
任
せ
ず
。
去
に
よ
つ
て
朝
鮮
一
国 

切
随
へ
。
戦
労
の
面
々
へ
我
心
に
飽
た
る
程
。
分
地
拝
領
其
上
は
。
朝
鮮
国
も
日
本 

の
風
義
と
改
め
我
も
又
彼
地
に
隠
居
の
心
さ
し
。
併
汝
が
忠
義
に
免
じ
。
征
伐 

も
と
ゞ
め
た
け
れ
ど
。
禁
庭
の
勅
な
れ
ば
。
一
旦
人
数
を
向
る
と
い
ふ
共
。
よ
き
程
に
和
睦
を
入 

国
王
李
昖
を
助
れ
ば
御
辺
が
忠
義
も
立
所
に
朝
鮮
国
も
穏
な
ら
ん
但
し
又
。
久
吉 

か
詞
を
背
き
切
腹
せ
ば
。
一
国
八
道
切
尽
し
。
永
く
日
本
の
奴
と
せ
ん
。
サ
ア
〱
〱
返
事 

（92

オ
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い
か
に
。
何
と
〱
」
と
正
清
小
西
。
の
つ
ぴ
き
さ
せ
ぬ
鎹
ぜ
め
。
さ
ず
が
に
猛
き
武 

林
官
。
ハ
ハ
ヽ
ヽ
は
つ
と
飛
し
さ
り
。
「
物
数
な
ら
ぬ
某
が
。
寸
志
の
忠
義
を
思
召
。
我
大
王 

の
一
命
を
。
助
ん
と
有
か
ら
は
。
此
上
の
本
望
な
し
。
何
か
違
背
仕
ら
ん
。
か
ゝ
る
仁
義
の 

御
大
将
御
奉
公
と
は
恐
れ
有
。
と
有
て
帰
国
の
の
望
み
も
な
し
。
今
よ
り
日
本
に
と
ゞ 

ま
つ
て
。
武
林
の
二
字
を
其
侭
に
。
武
林
何
某
と
心
も
名
を
も
改
め
ん
」
と
。
し
さ
つ 

て
拝
す
る
武
門
の
鏡
赤
城
義
士
と
名
も
高
き
。
四
十
人
余
の
其
一
人
武
林 

和
多
七
が
。
先
祖
は
是
と
し
ら
れ
た
り
。
大
将
悦
喜
の
御
声
高
く
。
「
ヤ
ア
〱
両
人
。
只
今 

（92

ウ
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武
林
に
約
せ
し
ご
と
く
。
其
心
得
に
て
出
船
し
。
日
本
武
備
の
名
を
上
よ
」
と
。
仰
に
ハ
ツ
ト 

両
人
が
御
前
を
勇
立
か
弓
。
健
て
御
無
事
で
手
柄
し
て
早
ふ
お
帰
り
な
さ
れ
や
と
。 

尽
ぬ
名
残
の
か
ず
〱
を
い
は
ぬ
心
の
女
気
に
。
泣
音
を
か
く
す
磯
千
鳥
彼
蜀 

江
の
錦
の
袖
。
翻
し
て
凱
陣
有
と
。
勇
る
唐
人
両
将
は
得
手
に
帆
か
け
て
出
ふ
ね
の
。 

早
乗
出
す
。
青
海
原
家
々
の
船
印
。
吹
貫
小
籏
へ
ん
ほ
ん
と
。
靡
随
ふ
大
将
の
威
風 

り
ん
〱
武
林
官
。
名
残
お
し
げ
に
延
上
り
。
見
送
る
小
磯
船
か
け
も
次
第
〱
に
遠
津
海
四
海
。 

万
里
の
な
エ
イ
〱
。
エ
イ
〱
ヨ
ホ
ン
ホ
外
迄
も
。
真
柴
。
大
領
久
吉
の
武
徳
は
。
光
り
か
ゝ
や
け
り 

（93

オ
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第
五 

漢
の
簫
何
に
た
く
ら
べ
て
味
方
の
兵
糧
運
送
の
。
役
目
を
守
る
岸
田
勘
解
由 

御
大
将
に
引
添
て
。
朝
鮮
国
の
軍
の
次
第
日
々
の
便
り
を
松
浦
潟
。
藤
津
の 

浦
に
出
張
を
構
へ
。
待
年
月
も
立
浪
の
。
磯
辺
に
屯
を
な
し
給
ふ
。
久
吉
仰
け
る
様
は
。 

「
い
か
に
勘
解
由
。
此
間
の
注
進
に
は
大
明
の
援
兵
。
廿
万
騎
鴨
緑
江
を
打
渡
り
。
開 

城
浦
の
要
害
に
楯
籠
る
と
の
知
せ
。
何
様
朝
鮮
一
国
は
切
尽
す
共
南
京
の
大 

敵
に
当
り
が
た
し
。
急
ぎ
加
勢
を
差
こ
せ
よ
と
の
注
進
。
今
日
四
海
を
掌
に
握
る
と 

（93

ウ
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い
へ
共
。
帝
都
の
守
護
と
し
て
過
半
は
都
に
残
し
置
ば
。
重
て
向
は
ん
人
数
も
す
く
な
し
。
口
惜
や 
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小
国
の
大
日
本
。
此
上
は
久
吉
直
に
押
渡
り
一
戦
の
鉾
先
に
。
雌
雄
を
決
す
る
一
軍
。 

岸
田
つ
ゞ
け
」
と
気
早
の
大
将
。
御
座
を
蹴
立
立
給
へ
ば
。
勘
解
由
暫
し
と
押
と
ゞ
め
。「
御
短
慮
成
御 

仰
。
元
来
当
今
の
後
見
た
る
御
身
と
し
て
。
遥
の
波
濤
に
御
出
馬
有
ば
。
誰
が
残
つ
て
帝 

の
御
守
護
。
只
此
上
は
大
明
の
加
勢
何
万
人
入
来
る
共
。
何
程
の
事
や
有
ん
去
な
が
ら
。
朝
鮮 

李
昖
王
の
命
は
御
助
有
べ
き
と
。
先
達
て
武
林
官
に
御
契
約
有
と
承
は
り
則
書
翰
を
以 

味
方
の
在
陣
へ
申
送
り
。
彼
土
に
置
て
評
義
の
上
。
今
日
本
久
吉
公
の
御
仁
政
を
悦
び
。
御
扱
ひ
を
入 

（94

オ
） 

べ
し
と
評
定
一
決
仕
る
。
今
日
御
和
睦
の
使
と
し
て
。
沈
惟
敬
と
申
唐
人
。
当
所
参
上
の
手
筈 

に
候
間
。
出
陣
を
御
と
止
り
候
て
。
何
卒
和
睦
の
御
扱
ひ
御
承
引
候
は
ゞ
。
我
君
の
仁
徳
を
異
国
迄
聞 

伝
へ
。
長
く
日
本
の
御
誉
此
上
や
候
べ
き
」
と
。
申
上
れ
ば
御
大
将
何
か
心
に
叶
ひ
け
ん
。
ほ
く
〱
と
諾
き 

給
ひ
。「
ホ
ヽ
和
睦
の
義
を
取
結
び
。
今
日
使
者
が
当
着
と
は
。
勘
解
由
が
計
ひ
出
か
し
た
〱
。
併
一
旦 

人
数
を
差
向
し
も
。
先
帝
の
勅
諚
今
よ
り
昔
に
相
か
は
ら
ず
。
貢
物
を
捧
な
ば
。
則
叡
慮
も
立
所
に
。 

我
詞
も
立
道
理
。
沈
惟
敬
が
着
岸
次
第
。
我
本
陣
に
同
道
せ
よ
。
対
面
の
上
誓
紙
を
書 

せ
。
異
国
へ
向
し
諸
軍
勢
。
凱
陣
は
又
其
上
久
吉
が
計
ふ
旨
有
。
岸
田
は
残
つ
て
同
道
せ
よ
」
と
言
渡
し 

（94

ウ
） 

陣
所
を
さ
し
て
還
御
有
。
跡
見
送
つ
て
岸
田
の
勘
解
由
。
待
間
程
な
く
着
岸
の
。
知
せ
は
異
国
の 

売
鉄
砲
。
遥
に
船
を
乗
捨
て
。
し
づ
〱
歩
む
沈
惟
敬
。
手
つ
か
ら
捧
る
台
の
物
。
勘
解
由
が
前 

に
押
な
ら
べ
。
兼
成
和
議
沈
惟
敬
。
入
浸
来
〱
候
」
と
。
一
揖
す
れ
ば
。
「
ホ
ウ
遠
路
の
渡
海
太
義 

〱
。
先
達
て
書
通
を
以
て
通
ず
る
所
主
君
大
領
へ
申
上
。
承
引
有
て
我
ら
も
大
慶
。
シ
テ
申
合
せ
し 

ご
と
く
。
数
多
の
人
数
を
同
船
し
か
サ
何
と
〱
。
ハ
ア
ヽ
其
義
は
ち
つ
共
気
づ
か
ひ
有
な
。
兼
々
返
翰
に
送
し 

通
り
。
南
京
か
ら
朝
鮮
へ
も
毎
々
入
込
商
ひ
唐
人
。
是
迄
に
日
本
へ
も
渡
海
致
し
た
沈
惟
敬
。
勘 

解
由
公
の
お
頼
ゆ
へ
。
同
船
の
人
数
は
三
百
人
手
配
迄
ぬ
か
り
な
く
。
ム
ヽ
夫
は
重
畳
。
兎
に
角
小
国
の
大
日
本
。 

（95

オ
） 

過
半
の
人
数
は
皆
朝
鮮
。
残
つ
た
味
方
は
此
勘
解
由
。
さ
す
れ
ば
無
勢
の
此
時
節
。
折
を
見 

合
せ
大
領
久
吉
。
只
一
思
ひ
に
。
ナ
合
点
か
。
い
か
に
も
左
様
。
用
意
致
し
た
鴆
毒
で
。
シ
イ
高
い
〱
。
生
得
茶
を
好 

大
将
な
れ
ば
。
薄
茶
に
調
て
只
一
口
。
跡
は
勘
解
由
が
飲
ほ
す
四
海
。
幼
稚
躮
捨
丸
も
ぎ
や
つ
と
い
は
し 

て
仕
廻
を
付
る
」
と
。
岸
田
が
工
悪
事
の
相
槌
。
打
か
た
め
し
此
箱
に
。
仕
か
け
置
た
烽
火
台
。
人
数
を
集
る
相 

図
の
狼
煙
。
時
日
を
移
さ
ず
勘
解
由
様
。
ヲ
ヽ
尤
と
抜
放
し
。
は
つ
し
と
打
た
る
刀
の
焼
刃
。
石
に
当
る
か
と
た
ん 

の
拍
子
。
ば
つ
と
燃
立
相
図
の
太
鼓
。
波
に
音
て
ど
う
〱
〱
。
す
は
や
と
見
る
中
出
く
る
は
味
方
に
有
で
加
藤
正
清
。 

小
西
行
長
手
の
者
随
へ
ど
つ
と
か
け
寄
。
「
ヤ
ア
〱
勘
解
由
。
沈
惟
敬
と
心
を
合
せ
。
和
睦
に
事
寄
御
大
将
を
討
す
叛

逆
。 

（95

ウ
） 

早
唐
人
め
は
人
数
を
連
釜
山
海
を
乗
出
せ
し
と
。
聞
よ
り
両
人
言
合
せ
跡
を
ぼ
つ
付
乗
抜
て
。
毛
唐
人
原
一
々
に
切
沈

め
御
大
将
の
下
知
を
受
。
か
た
は
し
う
ぬ
ら
を
搦
め
に
来
た
。
遁
れ
ぬ
所
じ
や
尋
常
に
腕
を
廻
せ
」
と
呼
は
つ
た
り
。

扨
は
と
勘
解
由
沈
惟
敬
。
も
ふ
百
年
め
と
切
て
か
ゝ
る
。ｼﾔ

ち
よ
こ
ざ
い
な
と
踏
倒
し
伝
手
に
二
人
を
高
手
小
手
。
い

ざ
本
陣
へ
引
立
て
御
前
に
置
て
な
ぶ
り
切
。
無
念
と
あ
せ
る
沈
惟
敬
。
岸
田
が
悪
事
顕
は
る
。
荒
磯
波
風
打
治
り
四
海

太
平
万
々
歳
。
千
秋
楽
の
代
々
か
け
て
。
竹
の
末
葉
も
豊
成
。
五
穀
成
就
民
繁
昌
栄
る
。
家
こ
そ
。
久
し
け
れ 

  


